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農学専攻 博士後期課程博士前期課程 514

研究科 専攻名 課　程課　程 定員定員 所在地

畜産学専攻 博士後期課程博士前期課程 412

バイオセラピー学専攻 博士後期課程博士前期課程 310

農芸化学専攻 博士後期課程博士前期課程 525

醸造学専攻 博士後期課程博士前期課程 212

食品栄養学専攻 博士後期課程博士前期課程 212

林学専攻 博士後期課程博士前期課程 412

農業工学専攻 博士後期課程博士前期課程 28

造園学専攻 博士後期課程博士前期課程 312

国際農業開発学専攻 博士後期課程博士前期課程 212

農業経済学専攻 博士後期課程博士前期課程 510

国際バイオビジネス学専攻 博士後期課程博士前期課程 512

バイオサイエンス専攻 博士後期課程博士前期課程 630
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生物生産学専攻

生物産業学専攻
博士後期課程

博士前期課程

※ 8

7

アクアバイオ学専攻 博士前期課程 5

食品香粧学専攻 博士前期課程 5

産業経営学専攻 博士前期課程 3

環境共生学専攻 博士後期課程 5

農

学

研

究

科

研
究
科

生
物
産
業
学

※博士後期課程は1専攻のため数字はトータル数。
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　東京農業大学は、明治期に逓信、文部、外務、農商務大臣を歴任した子爵榎本武揚公により、明治

24（1891）年に徳川育英会を母体とした私立育英黌農業科として創設されました。榎本公は、徳川

幕府から留学生としてオランダへ派遣され、蒸気機関学、船舶運用術などの専門を学び、さらには科

学全般や国際法などの分野も貪欲に勉強し見識を広げられました。帰国後は、経験により得た知識や

見識により、当時我が国では誰も試みることがなかった石鹸やチョーク、焼酎の製法などを研究し、

製造するなどしました。また北海道開拓にも携わり、その地に農業を主とした産業を興し、独立国「蝦

夷共和国」の樹立を夢見ました。その夢はかないませんでしたが、榎本公はこれまでの実学的経験から、

これからの産業発展に先進的科学技術、特に「農業」の発展が近代国家の建設に極めて重要であると

考え、本学を創設しました。

　榎本公は、農場実習や農家支援などの「実学教育」を重要視しました。この本学の実学教育を継承

し発展させるのが、籾の塩水選法を考案した我が国農学の先駆者、初代学長の横井時敬先生です。本

学の教育研究の理念「実学主義」は、横井先生の言葉「稲のことは、稲にきけ。農業のことは農民に

きけ」に込められています。机上の理論ではなく、その物、現場で自らの五感を駆使して、課題を発

見し、その課題がなぜ起きているのかを自ら考え、科学的に実証するということです。

　本大学院は、東京農業大学の生みの親、榎本武揚公と育ての親、横井時敬先生の想いを実現するため、

さらなる農学の高度化と教育研究分野の拡大に対応すべく、1953年に開設しました。以来、この複

雑化した現代社会をリードする高度な専門的能力と学識を備えた研究者及び高度な専門知識を有する

技術者を養成し、建学の精神「人物を畑に還す」のもと、多くの修了生を国内だけでなく、世界各国、

地域で活躍する優れた人材を社会に輩出しています。

　また、本大学院は単なる専門家を育てるのではなく、「農の心」を育み、エシカル「倫理的=環境保

全や社会貢献」な、つまり人類の幸せのため地球環境保全に配慮できる、倫理感を持ち社会に貢献で

きる人を育てます。

　私たちの住む地球には、「生命」「食料」「環境」「健康」「エネルギー」「地域創成」など本学の学問

領域に関する“生きる”をキーワードとした課題が埋まっています。皆さんは、それら課題を掘り起し、

自らの研究により課題を解決し、本学大学院教育のもとで個々の夢を実現することを願っています。

　人類の幸せのため地球に貢献することが本学の使命です。この使命を任せられる皆さんの入学を心

から歓迎します。

学長挨拶

学長挨拶

東京農業大学長

　農学博士　髙野　克己
TAKANO Katsumi, Dr 



3研究科委員長挨拶

　陸圏・水圏の生物資源ともに恵まれた場所、オホ

ーツクの地に東京農業大学大学院生物産業学研究科

があります。博士前期（修士）課程は、４専攻に分

かれていますが、博士後期課程は１専攻です。オホ

ーツクの自然は我々に豊かな生物資源を提供してく

れますが、持続的に利用するには、豊かさを支える

生物生産の仕組みを知らなければなりません。また、

多くの生産があってもそれをうまく利用しなければ

豊かさは得られません。さらに、できたものを多く

の人々に提供することによりオホーツクの豊かさが

社会へと還元されます。当研究科は、陸圏・水圏の

生物生産の仕組み、利用・加工への応用、流通のた

めの経営、について専門的に深く学び、研究します

が、専門領域に特化するのではなく、文理融合的な

立場からも学びます。オホーツクの地で得た幅広い

見識をもとに、地域社会にとどまらず世界にも貢献

できる人材を育てることを目標としています。

生物産業学研究科委員長

水産学博士　塩本　明弘
SHIOMOTO Akihiro, Dr.

生物資源の宝庫オホーツクの地で生物の
生産、利用、経営を学び、研究する拠点

「グローバル・ゴールズ」に取り組む

　1953年に設置された東京農業大学大学院農学研
究科は、高度な専門的能力と学識を備えた研究者及
び技術者の養成をはかり、建学の精神「人物を畑に
還す」のもと、国内だけでなく、世界各国、地域で
活躍する優れた人材を育てることを目的にしていま
す。開設当初は農学および農業経済学の２専攻でし
たが、人類が直面する農業・食料生産をとりまく諸
問題の複雑化にあわせて、多様な教育・研究を展開し、
現在では農業だけでなく、食品と安全、健康と福祉、
食料経済・ビジネス、生活環境、資源・エネルギー、
持続的開発などの問題に取り組む 14専攻（博士前
期・後期課程）を設置しています。
　今後、世界の人口が 90億人に達すると予測され
ている2050年までには、大学院農学研究科の学生
および教員が取り組む研究は喫緊の課題になってい
ると考えられます。これらの課題について国連では、
2015年 9月に行われた「持続可能な開発サミット」
で、「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」
を採択しました。そこでは2030年までに達成すべ
き17項目の持続可能な開発目標（SDGs）、通称「グ
ローバル・ゴールズ」を掲げています。
　グローバル・ゴールズはその多くが東京農業大学

大学院の取り組む課題と同じです。
　これらの課題に取り組み、より良い世界を作るた
めには、崇高な使命と高度な研究力・技術を持った
人材が欠かせません。今後、地球規模の課題に取り
組みながら、環境を守り、人間と地球に生きる生物
と共存しながら食料生産を実現するためには、農業
のさらなる高度化が不可欠であり、それを支える農
学・生命科学の発展が求められています。
　大学院農学研究科では、より良い世界を作る志を
持った皆さんの学びと研究を支援します。今年度か
らは、多くの社会人にも学んでもらうために、働き
ながら学べる制度も整備しました。大学院農学研究
科は、私たちと「グローバル・ゴールズ」に取り組
む人材を求めています。

農学研究科委員長

農学博士　志和地 弘信
SHIWACHI Hironobu, Dr.

研究科委員長挨拶
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教育研究上の目的【農学研究科・生物産業学研究科】
農学研究科（前期・後期各課程包含）
本大学院農学研究科は，国内外の農学諸分野におけるフロンティアとして，見識と実力，さらに健全で調和のとれた人間性を有する研究者及び高度専門技術者の人材育成を目
指し，実学主義教育のもと論理的思考力と問題解決能力の獲得及び向上を図り，生物資源，生命科学，環境科学，健康科学並びに経営・経済分野の教育・研究を行うことを目
的とする。
生物産業学研究科（前期・後期各課程包含）
本大学院生物産業学研究科は，幅広い学問領域の知識を備え，高度な専門知識と能力及び創造性豊かな優れた研究・開発能力を持つ人材の育成を目指し，生物産業学に関する
実学の精神と文理融合の教育体系に基づき，北方圏の地域性を活用した農林水産に関わる生物資源，バイオテクノロジー，経営経済分野の教育・研究を行うことを目的とする。

教育目標【博士前期課程・博士後期課程】
農学研究科
農学研究科博士前期課程は、その人材養成目的を踏まえ、次のような者の養成を教育目標とする。　
①農学を基盤とし、それぞれの専攻分野における確かな知識と技術を有する者
②研究者・専門家としての責任を自覚し、実学主義のもと問題解決に取組む能力と意欲を有する者
③適切なコミュニケーションおよびプレゼンテーション能力により社会への発信力を有する者
農学研究科博士後期課程は、人材養成目的を踏まえ、次のような者の育成を教育目標とする。
①農学への深い理解に基づき、それぞれの専攻分野における高度な知識と技術を有する者
②研究者・教育者あるいは専門家として独立して活躍しうる能力を有する者
③豊かな見識と学識により国際的にリーダーとして活躍しうる能力を有する者

生物産業学研究科
生物産業学研究科博士前期課程は、その人材養成目的を踏まえ、次のような者の養成を教育目標とする。
①生物産業学を基盤とし、それぞれの専攻分野における確かな知識と技術を有する者
②研究者 •専門家としての責任を自覚し、実学主義のもと問題解決に取組む能力と意欲を有する者
③適切なコミュニケーションおよびプレゼンテーション能力により社会への発信力を有する者
生物産業学研究科博士後期課程は、人材養成目的を踏まえ、次のような者の育成を教育目標とする。
①生物産業学への深い理解に基づき、それぞれの専攻分野における高度な知識と技術を有する者
②研究者 •教育者あるいは専門家として独立して活躍しうる能力を有する者
③豊かな見識と学識により国際的にリーダーとして活躍しうる能力を有する者

教育研究上の目的・目標【各専攻】
農学研究科

農学

農学専攻は、環境の保全・保護を図りつつ、安全で高品質な農作物を安定的に生産、流通させる技術の確立を目指し、実学的な視点を踏まえて、農作物およ
びそれに関わる微生物や昆虫類に関する専門的な学理を教育研究し、卓越した発想・問題解決能力と強い使命感を持つ教育者、研究者、高度な専門的技術
者などの人材の養成を目的とする。

【博士前期課程】 農学専攻では、作物または園芸作物の生産、育種、バイオテクノロジー、ポストハーベストおよび農作物に関わる微生物や昆虫類に関する専
門的な学識と研究能力を修得し、発想・問題解決能力を備えた人材の育成を教育目標とする。

【博士後期課程】農学専攻では、作物または園芸作物の生産、育種、バイオテクノロジー、ポストハーベストおよび農作物に関わる微生物や昆虫類に関する専
門的な学識を身につけた専門分野の有能な研究者や高度な専門技術者の育成を教育目標とする。

畜産学

畜産学専攻は、環境保全を考慮した広範囲な畜産学について生態から分子までのさまざまなレベルで生命科学領域と生産科学領域からの教育および研究を
実践し、畜産関連のあらゆる専門、学際分野で常に時代の要請に応え、活躍する高度な知識と技術を併せ持つ人材の養成を目的とする。

【博士前期課程】 畜産学専攻では、動物生命科学、動物生産科学を基礎とした畜産における諸問題の解決手法ならびに畜産物を利用した食品加工技術を修得
するとともに、修得した知識や技術を活用しうる人材の育成を教育目標とする。

【博士後期課程】畜産学専攻では、動物生命科学、動物生産科学を基礎とした畜産現場における諸問題の解決手法ならびに畜産物を利用した食品加工技術に
関する該博な専門的知識を有する、創造力に富んだ研究者・高度専門職業人の育成を教育目標とする。

バイオ
セラピー学

バイオセラピー学専攻は、自然環境の保全と保護が人の生活と調和することを目指す「環境農学」と人の生活の質や心身の健康の向上と改善を目指す「福祉農学」
を探求し、豊かな感性と問題解決能力を備え、高度な専門知識と技術を習得、研究し、自然科学と人文科学を融合させた新しい学際領域を普及発展させる
ことのできる人材の養成を目的とする。

【博士前期課程】 バイオセラピー学専攻では、人と生き物が健全に共生できる環境と生き物を活用した人間生活の質の向上を実現するための確かな専門的知
識と研究能力を修得し、広く社会で希求される人材の育成を教育目標とする。

【博士後期課程】バイオセラピー学専攻では、人と生き物が健全に共生できる環境と生き物を活用した人間生活の質の向上を実現するための高度な専門的知
識と研究能力を修得し、国際的に活躍できる研究者・高度専門職業人の育成を教育目標とする。

バイオ
サイエンス

バイオサイエンス専攻は、生命科学を基盤に最先端知識・技術を駆使して、創造的・独創的な教育研究を推進し、研究内容を自在に発信・討論できる能力を
養成する。それにより、人類の生活向上を導くために、優れた人間性を有し国内外の研究・産業の発展に貢献する人材の養成を目的とする。

【博士前期課程】 バイオサイエンス専攻では、最先端知識、技術を活用して、創造的、独創的な研究を邁進し、研究内容を自在に発信・討論できるとともに、産業・
教育の発展に広く寄与する人材の育成を教育目標とする。

【博士後期課程】バイオサイエンス専攻では、博士前期課程の学位授与基準を満たした上で、さらに国際的な研究活動も重視し、大学教員、さらに関連産業・
研究機関・行政機関等において、研究・開発・行政のリーダー的存在となる人材の育成を教育目標とする。

農芸化学

農芸化学専攻は、実学主義の理念を基に、人類の生活に関わる課題を食料、環境、健康の観点から農芸化学的アプローチにより解決することを研究目的とし
ている。これら研究課題に対して基礎・応用の両面から研究遂行能力を修得できる教育研究体制の下、科学的解析能力、論理的展開能力を備えた人材の養
成を目的とする。

【博士前期課程】農芸化学専攻では、生産環境化学、植物生産化学、微生物学、食料資源理化学、生物制御化学、栄養生化学の各専門領域における確かな
知識と技術を修得し、研究課題を論理的に解決できる人材の育成を教育目標とする。

【博士後期課程】農芸化学専攻では、生産環境化学、植物生産化学、微生物学、食料資源理化学、生物制御化学、栄養生化学のより高度な知識と研究能力
を修得し、リーダーシップを発揮し世界に通用する人材の育成を教育目標とする。

醸造学

醸造学専攻は、わが国独自の醸造技術や発酵食品の科学的探求及び次世代の微生物利用産業の発展に寄与する人材の輩出を理念とし、基礎科学知識に精通
し微生物学・化学・生物工学に関する研究能力を有する人材並びに高度な発酵技術を有する研究者や専門職業人となる人材の養成を目的とする。

【博士前期課程】 醸造学専攻では、醸造業をはじめとする微生物産業に関わる基礎的な知識及び微生物学、化学または生物工学を基盤とした研究能力を有す
る人材の育成を教育目標とする。

【博士後期課程】醸造学専攻では、微生物を駆使する発酵技術に習熟し、次世代の微生物利用産業の発展を支える研究者や専門職業人となり得る人材の育成
を教育目標とする。

教育研究上の目的・目標

教育研究上の目的・目標



5

食品栄養学

食品栄養学専攻は、食品の開発や安全性確保、医療における食事療法などの専門的な研究を行い、さらに食品学および栄養学領域において豊富な専門知識・
技術と研究能力を持った研究・産業発展の指導的立場を担える高度な専門家となる人材の養成を目的とする。

【博士前期課程】 食品栄養学専攻では、食品学や栄養学などの専門領域における確かな知識と研究能力を修得し、問題設定・解決能力を備えた人材の育成を
教育目標とする。

【博士後期課程】食品栄養学専攻では、食品学や栄養学などの専門領域における高度な知識と創造的な研究能力を修得し、問題設定・解決能力および問題解
決へ向けてのリーダーシップを備えた人材の育成を教育目標とする。

林学

林学専攻は、地域から地球的規模にいたる森林・林業・林産業・農山村に関する高度な知識と理解力や、森林の資源生産的機能と環境保全的機能に関する総
合的で高度な研究能力と管理能力を持ち、森林の保全とその多面的機能の高度利用、生物多様性の保全、循環型社会の形成に貢献できる人材の養成を目的
とする。

【博士前期課程】 林学専攻では、森林・林業・林産業・農山村に関する専門領域における高度な知識と研究能力、管理能力を修得し、森林の保全とその多面
的機能の高度利用を目指し、生物多様性の保全や循環型社会の形成に関する問題設定・解決能力を備えた人材の育成を教育目標とする。

【博士後期課程】林学専攻では、森林環境保全学、森林資源生産学、森林資源利用学、森林文化情報学などの専門領域における高度な知識と創造的な研究
能力を修得し、生物多様性の保全や循環型社会の形成に関する問題設定・解決能力および問題解決に向けてのリーダーシップを備えた人材の育成を教育目標
とする。

農業工学

農業工学専攻は、環境に配慮した地域資源の有効利用と循環型社会の構築を理念とし、これらを技術的に具現するために農業土木および農業機械分野の学
問を基軸とした実践的な教育研究を行い、現場での高度な技術開発・問題解決と学術的な研究を両立できる能力を持った人材の養成を目的とする。

【博士前期課程】 農業工学専攻では、水、土地および食料資源の有効利用技術の開発や、環境の創造・保全を考慮した工学的生物生産技術に関わる能力を持ち、
優れた問題解決力を持った実践的技術者の育成を教育目標とする。

【博士後期課程】農業工学専攻では、水、土地および食料資源の有効利用技術の開発や、環境の創造・保全を考慮した工学的生物生産技術に関わる高度な能
力を持ち、課題抽出能力、課題分析能力、課題解決プロセスの企画力を有する優れた研究者・上級技術者の育成を教育目標とする。

造園学

造園学専攻は、庭園・公園などの基本的造園空間に加え、都市から自然地域までの快適な環境を実現するための計画・デザイン思想と技術力、環境を構成す
る植物をはじめとした生物資源や景観計画・建設技術に関する知識と応用能力を高め、教育研究活動を通じて、豊かな地域社会と社会資本の形成に貢献する
人材の養成を目的とする。

【博士前期課程】 造園学専攻は、本学が目指す実学主義、実学教育のもとに、造園学の視点から、「人間と自然との共存」を基本とした合理的で快適な土地
空間を創造あるいは保全し、秩序づけることのできる人材の育成を教育目標とする。

【博士後期課程】造園学専攻は、造園学の視点から、「人間と自然との共存」を基本とした合理的で快適な土地空間を創造あるいは保全し、秩序づけることの
できる高度な知識と技術を持つ優れた研究者の育成を教育目標とする。

国際農業
開発学

国際農業開発学専攻は、農学の自然科学および社会科学にわたる広範な学問領域を統合する総合的アプローチと実践的で国際的な視野に立った教育および
研究を行うことによって、農業開発および国際協力などの分野ならびに国際社会の発展に貢献できる高度な専門家・研究者の養成を目的とする。

【博士前期課程】 国際農業開発学専攻では、自然科学および社会科学にわたる広範な学問領域を統合する総合的アプローチにより、農業開発や国際協力にか
かわる問題の解決を図るための論理的思考力と実践力、さらには、異なる文化や習慣を尊重した活動を展開できる人材の育成を教育目標とする。

【博士後期課程】国際農業開発学専攻では、高度な専門知識を踏まえて課題を設定し研究を企画遂行する人材、さらには国内外の農業開発並びに国際協力分
野でリーダーシップを持って活躍できる人材の育成を教育目標とする。

農業経済学

農業経済学専攻は、農業及び食料、環境の諸分野において、経済・経営・社会・地理・歴史等の社会科学の多面的な知識をもち、変化する社会・経済情勢に
的確に対応のできる分析能力と論理的思考 能力を有する研究者および高度専門家の養成を目的とする。

【博士前期課程】 農業経済学専攻では、社会科学の専門領域における知識と研究能力を修得し、食料問題・農業問題・環境問題等、変化する社会・経済情勢
に的確に対応できる人材の育成を教育目標とする。

【博士後期課程】農業経済学専攻では、社会科学の専門領域における高度な知識と論理的な研究能力を修得し、食料問題・農業問題・環境問題等、変化する社会・
経済情勢に的確に対応できるリーダーシップを備えた人材の育成を教育目標とする。

国際バイオ
ビジネス学

国際バイオビジネス学専攻は、食・農・環境およびバイオマスエネルギーの生産、加工、流通などに関わる経営組織体（バイオビジネス）に関する実践的な教
育研究を行い、高度な専門知識および国際教養、倫理、言語能力と人間力を備えた専門家として国内外でバイオビジネスの持続的発展に貢献する人材の養成
を目的する。

【博士前期課程】国際バイオビジネス学専攻では、食・農・環境ビジネスに関する専門知識と、倫理、言語能力、国際教養を身につけたジュニア専門家の養成
を目指し、研究能力、発表能力および人間力などの実践的で総合的な能力を有する人材の育成を教育目標とする。

【博士後期課程】国際バイオビジネス学専攻では、食・農・環境ビジネスに関する高度な専門知識と、倫理、言語能力、国際教養を身につけたシニア専門家の
養成を目指し、自主的な研究計画立案・遂行・発表能力および人間力など総合的な能力を備えた人材の育成を教育目標とする。

環境共生学

環境共生学専攻は、博士後期課程のみを設置し、人類をはじめとする全ての生物が、地球環境の中で均衡のとれた持続可能な共生関係を維持するための研
究を推進する。自然科学、社会科学および人文科学が融合した総合科学分野での研究を行い、環境共生に関する総合的・複合的な視野をもち高度な研究能
力を有した人材の養成を目的とする。

【博士後期課程】環境共生学専攻では、自然科学、社会科学および人文科学が融合した総合科学分野での学際的な研究手法の修得と総合的・複合的な研究能
力を有する人材の育成を目指し、すべての生物が持続可能な共生関係を維持することの実現に資する人材の育成を教育目標とする。

生物産業学研究科

生物生産学

生物生産学専攻は、農学、林学、畜産学に自然生態学カテゴリーを加え生物多様性の保全を含めた生物生産に関する高度な研究と教育を実践する。その理
念の基に資源の開発と利用、環境共生、エコロジー、バイオテクノロジー等の観点から様々な課題を取り上げ、それぞれの分野において高い専門性を有した
指導的役割を担う人材の養成を目的とする。

【博士前期課程】 生物生産学専攻では、植物資源生産学、動物資源生産学の専門領域における確かな知識と研究能力を修得し、さらにそれをもって植物、動
物を合わせた総合的な生物生産に係る課題を高次な観点から考察、探究できる能力を備えた人材の育成を教育目標とする。

アクア
バイオ学

アクアバイオ学専攻は、オホーツク海や沿岸海跡湖における水産資源の持続的供給を可能にする海洋生態系や環境の保全を実践できる人材の育成を目標とし、
旧来の水産学や環境学にはない氷結する海域に焦点をあてたオホーツク水産生物学とオホーツク水圏環境学を柱とした知識や技術を身につけ、専門性の高い
指導的役割を果たせる人材の養成を目的とする。

【博士前期課程】 アクアバイオ学専攻では、オホーツク海域の水産資源を持続的に利用するための水産生物学や水圏環境学に関する高度な学識と研究手法を
修得し、問題設定、解決能力を備えた者の育成を教育目標とする。

食品香粧学

食品香粧学専攻は、食品や香粧品の製造、品質管理について化学的視野から 研究を行い、また食品、香粧品の機能について分子生物学や化学的手法を用い
て研究する。これらを通して資源利用・製品開発から、保蔵、安全管理、機能解析まで、食生活と健康推進に関わる分野で活躍できる高度な研究能力を備え
た人材の養成を目的とする。

【博士前期課程】 食品香粧学専攻では、食品や香粧品の製造・機能性・安全性など食と健康に関わる学問領域における確かな知識と研究能力を修得させ、こ
れらの分野における問題設定と問題解決の能力を備えた者の育成を教育目標とする。

産業経営学

産業経営学専攻は、地域生物産業の発展を支える経営学・経済学の理論と先端的手法を修得し、社会科学的分野から、地域資源を活用して多様な発展を遂
げつつある地域生物産業を担う企業の持続的発展と問題解決に寄与する実学に基づく研究活動を行い、産業経営学の研究者、高度な専門職業人、経営コン
サルタント等の人材の養成を目的とする。

【博士前期課程】 産業経営学専攻では、地域の生物産業や企業の持続的発展を支える問題解決型の経営学・経済学に精通した、地域にこだわりグローバルに
活躍できる専門職業人、コンサルタントや研究者の育成を教育目標とする。

生物産業学

生物産業学専攻は、博士後期課程として、前期課程に配された「生物生産学専攻」「アクアバイオ学専攻」「食品香粧学専攻」「産業経営学専攻」の４専攻を
統合した文理融合型の専門教育体系を敷いている。本専攻は、生態系の保全、農水産、加工開発、経営流通のいずれかの側面を深く掘り下げつつ、包括的
な観点から生物産業の実践的な学術理論・技能を身に付けた指導的人材の養成を目的とする。

【博士後期課程】生物産業学専攻では、農学、林学、水産学、環境共生、産業経営学にわたる広範な学問領域を統合し、循環型生物産業の実現に対応できる
問題解決力と創造性を持ち、それを実践する力を備えた人材の育成を教育目標とする。

教育研究上の目的・目標
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農学専攻
◎農のもつ新たな価値の創出

作物・園芸生産のみならず環境保
全等、農学の役割は多様化の一途を
たどっています。それに対応し、環
境にやさしい作物生産ならびに有用
植物の遺伝と育種を研究する作物生
産学、安定した食料生産のために微
生物と昆虫類の多様性や生態を研究
する植物保護学、果樹・野菜・花の
生産技術や生理・生態を研究する園
芸生産学、高品質で機能性に富む園芸作物の生産と収穫
後の鮮度保持技術を研究する園芸機能開発学の４つの専

門分野を設置。指導教授のもとでの研究・教育を通じ、
より高度な学識と技術をもつ研究者を養成しています。

指導教授・准教授（博士前期・後期課程）   平成 28 年 4 月 1 日現在

氏　　名 	根岸　寛光　教授
NEGISHI  Hiromitsu

研究テーマ 	植物病原の分類・同定および検出、植物病害の診断
Taxonomy, identification and detection of plant pathogens and 
diagnosis of plant diseases

氏　　名 	雨木　若慶　教授
AMAKI  Wakanori 

研究テーマ 	園芸作物の大量増殖および成長・開花の環境的制御と生理
Micropropagation system of horticultural crops. Environmental regulation 
and physiology of growth and flowering of horiticultural crops

氏　　名 	河合　義隆　教授
KAWAI  Yoshitaka 

研究テーマ 	果樹の生長・発育の生理と高品質果実生産に関する研究
Studies on growth and development physiology of fruit trees and 
production of high quality fruits

氏　　名 	小島　弘昭　教授
KOJIMA  Hiroaki

研究テーマ 	植食性甲虫の分類と生態ならびに応用昆虫体系学
Taxonomy and ecology of the phytophagous beetles and applied 
insect systematics

氏　　名 	篠原　弘亮　教授 
SHINOHARA  Hirosuke

研究テーマ 	植物に生息する微生物と生物防除に関する研究
Research for the systematics and identification of the microorganism that 
inhabits on plants and biological control

氏　　名 	杉山　信男　教授 
SUGIYAMA  Nobuo

研究テーマ 	野菜の器官発育制御に関する研究
Studies in the regulation of plant organ development of vegetable crops

氏　　名 	長島　孝行　教授
NAGASHIMA  Takayuki

研究テーマ 	インセクトテクノロジー
Insect technology

氏　　名 	馬場　正　教授
BABA  Tadashi

研究テーマ 	果物、野菜、花の収穫後寿命を左右する生物的ならびに環
境的要因に関する研究
Studies on biological and environmental factors affecting postharvest life of 
fruits, vegetables and flowers

氏　　名 	本橋　強　教授
MOTOHASHI  Tsuyoshi

研究テーマ 	遺伝子工学による耐塩性イネの作出およびぺラルゴニウム
植物の花色変更に関する育種学的研究
Breeding studies on production of salt tolerant rice plants and on 
flower color changing of Pelargonium plants by genetic engineering

氏　　名 	森田　茂紀　教授
MORITA Shigenori

研究テーマ 	バイオマス作物の栽培研究、根のデザイン
Biomass crop production and design of roots

氏　　名 	山口　正己　教授
YAMAGUCHI  Masami

研究テーマ 	園芸作物の鮮度保持に関する研究
Studies on postharvest physiology and technology of horticultural crops

氏　　名 	三中　信宏　客員教授
MINAKA  Nobuhiro

研究テーマ 	系統樹の推定に関わる数学的・統計学的理論の開発
Mathematical and statistical theory concerning phylogenetic 
biology

氏　　名 	吉松　慎一　客員教授
YOSHIMATSU Shin-ich

研究テーマ 	鱗翅目昆虫、主にヤガ科の分類学的研究
Taxonomy of Lepidoptera, mainly Noctuidae

農学専攻

Agric
ult

ura
l

Scie
nc

e

院生の受入可否については、必ず事前に確認してください

　ナノ構造によって鮮やかに発色するタマムシ タマムシの構造を応用したステンレス製品
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カリキュラム（平成 29 年度）

学生論文のテーマ（平成27年度修了者）

授 業 科 目 単位 講 義 内 容 授 業 科 目 単位 講 義 内 容

授 業 科 目 単位 講 義 内 容

作物生産学特論Ⅰ
作物生産学特論Ⅱ
作物生産学特論演習Ⅰ
作物生産学特論演習Ⅱ

2
2
2
2

21世紀の地球環境・地域環境問題と作物生産と
の関連および世界の有用植物資源の探索、遺伝
子利用、保存の研究について講義する。近年の
砂漠化の状況、二酸化炭素濃度上昇などの問題
を取り上げ、それらの作物に及ぼす影響を光合
成・物質 生産の視点から解説するとともにバイ
オ燃料としての作物生産のあり方についても考
える。また、  世界の有用植物資源の探索、遺伝
子解析を進めるとともに交雑や遺伝子組み換え
技術を用いて新規形質を持つ植物の育成、活用、
評価について説明するとともに有用植物資源の
育種的利用や植物バイオテクノロジーによる遺
伝育種の基本技術と成果、問題点について教授
する。

植物保護学特論Ⅰ
植物保護学特論Ⅱ
植物保護学特論演習Ⅰ
植物保護学特論演習Ⅱ

2
2
2
2

病原微生物の分類、生理、生態および昆虫の分
類、生理・生態、分布に関する研究を紹介し、
それらの多様性や植物との相互関係について、
また、植物保護や有用資源としての微生物や昆
虫の応用について講義する。さらに、植物保護
の背景と現状を把握し、最新の知見を含めた病
害虫管理手法や環境保全や農業生産環境の創出
等について講義する。

園芸生産学特論Ⅰ
園芸生産学特論Ⅱ
園芸生産学特論演習Ⅰ
園芸生産学特論演習Ⅱ

2
2
2
2

果樹・野菜・花卉の生産についての高度な専門
的知識の学習と独創的で実学的な研究展開を目
指して、それらの生産や生産に関わる生理生態・
術研究の現状・課題・展望に加え、研究のあり方、
最先端の研究方法、論文の書き方などが講義さ
れる。

園芸機能開発学特論Ⅰ
園芸機能開発学特論Ⅱ
園芸機能開発学特論演習Ⅰ
園芸機能開発学特論演習Ⅱ

2
2
2
2

園芸作物の有する様々な生態的生理的機能をバ
イオテクノロジーを駆使して作物生産に利活用
し、資源保存するための基礎理論と実際技術に
ついて教授するとともに、これらの作物の栄養
的嗜好的諸機能の収穫後における劣化を抑え、
向上を図るための生理生化学的基礎理論と管理
技術について教授する。

植物生理生態学 2 地球規模での生態系の維持管理のための植生、
植物群落などのあり方について、それらの生理
に基づいた学理が論述される。

生物環境調節論 2 大陸別の生存環境の保全のあり方や、生物によ
る環境改善の可能性について事例を挙げながら
講義がなされる。

草地学特論 2 世界の永年草地は地球の全陸地面積の約 1/4を占
め、20億頭以上の家畜を養っている。人類はそ
れらの家畜から摂取脂肪の約 50％を、摂取エネ
ルギーの約 15％をいただいており、草地は人類
にとって貴重な資源である。草地学はこの領域に
関わる、多くの学問分野を内包した学際的分野で
ある。ここでは、草地研究の基礎をなす文献資料
をもとに、講義、論議を行う。また、近年の草地
学研究成果について、レクチャーする。

生物測定学 2 最近の生物測定機器を紹介し、生物測定法の有
効性を提示する。特にその適応範囲や、効率な
ど学会での話題を交えながらの講義がなされる。

水圏生物学 2 水圏の生態系と生物群集の特徴が、陸上生態系
や陸上生物と比較しながら講義される。また、
水圏の生物生産と漁業、環境問題などについて
の考えが展開される。

分子遺伝学 2 遺伝のしくみと遺伝子の機能をＤＮＡレベルで
解析する分子遺伝学について、基礎的な手法と
ともに最新の情報について講義がなされる。

特別講義 2 農学に関係する分野の学会、シンポジウム、ワ ー
クショップなどに参加し、専門的、学際的、実践
的知識を習得することを目指す。

総合実践演習 2 農学に関係する分野の実験、実習や特別講座な
どの実施に補助的に参加し、研究・プレゼンテー
ション能力や職業的基礎力を高める。

農学特別演習
農学特別実験

4
10

論文作成等に関わる研究指導

農学特別研究Ⅰ 2 1年次、必修科目
農学に関わる博士号取得を目指し、また、見識
と実力、さらに健全で調和のとれた人間性を有
する研究者あるいは高度専門技術者となるた
め、指導教授・指導准教授の指導の下に、研究
課題を設定し、研究計画を立案するとともに、
技術や研究手法を修得する。

農学特別研究Ⅱ 2 修了年次、必修科目
農学に関わる博士号取得を目指し、また、見識
と実力、さらに健全で調和のとれた人間性を有
する研究者あるいは高度専門技術者となるた
め、指導教授・指導准教授の指導の下に、技術
や研究手法を修得し、研究を実施し、その結果
をとりまとめて公表する。

博士前期課程

農学専攻

博士前期課程

博士後期課程

伊藤　直哉 南西諸島およびベトナムの農地生態系周辺における果実食ケシキスイの
多様性解明と潜在害虫に関する研究

上原　佳織 桑の葉とシルクフィブロインタンパク質の脂質代謝への効果
佐藤　慎太郎 茅ケ崎海岸における植生土嚢を用いたコウボウムギ植生の復元
中野　玄 トマト第1染色体上の開花時期および側枝発達に関わるQTLの同定と

特性評価
丹羽　大樹 宿根アサガオの挿し芽繁殖における発根ならびに生育開花に及ぼす諸

条件の影響

根岸　明日香 植物病原細菌の薬剤感受性に関する研究
村越　郁 イネいもち病菌の分生子形成促進に関する研究
盛重　裕子 ブルーベリーの低温高湿庫とMA包装を用いた長期貯蔵技術の開発
森山　みど玲 植物病原細菌の培養に適した培地の開発
山下　結子 Molecular genetic analysis of the flightless weevils of the genus 

Scepticus Roelofs (Coleoptera, Curculionidae) from Japan.
吉田　尚平 遅延発光およびクロロフィル蛍光を利用したブルーベリー果実の抗酸

化能の非破壊評価
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e 畜産学専攻
◎動物の生命と生産のサイエンス

環境保全を考慮した広範な畜産学の学術・研究領域の
中で動物の遺伝、生殖、代謝、免疫などの各種生命現象
に関する生命科学領域、家畜の飼養管理や予防衛生、畜
産物の機能性・流通などの生産科学領域に重点を置き、
生態系から動物体、生産物、細胞から分子レベルまで、
あらゆる視点での家畜の生産性および生産物の質的向上、
ならびに生産と環境との調和をはかることを重要な課題と
してとらえ、高い見識を有する優れた研究者、教育者なら
びに高度な技術者育成をめざしています。

指導教授・准教授（博士前期・後期課程）   平成 28 年 4 月 1 日現在

氏　　名 	岩田　尚孝　教授
IWATA Hisataka

研究テーマ 	加齢による生殖細胞の変化とその分子メカニズムの解明
Molecular mechanism underlying age-related abnormalities in germ 
cells

氏　　名 	桑山　岳人　教授
KUWAYAMA  Takehito

研究テーマ 	鳥類の生殖内分泌に関する研究
Studies on the avian reproductive endocrinology

氏　　名 	多田耕太郎　教授
TADA kotaro

研究テーマ 	畜産副産物の食材への利用
Utilization of animal by-products to food materials

氏　　名 	谷口　信和　教授
TANIGUCHI  Nobukazu

研究テーマ 	畜産経営の発展メカニズムに関する研究
Study on the mechanism of animal husbandry development

氏　　名 	半澤　恵　教授
HANZAWA   Kei

研究テーマ 	家畜・家禽の環境適応に関する生理遺伝学的研究
Adaptation physiological genetics on domestic animals and poultry

氏　　名 	古川　力　教授
FURUKAWA Tsutomu

研究テーマ 	家畜の計量遺伝と育種戦略に関する研究
Studies on quantitative genetics and breeding strategies of domestic 
animals

氏　　名 	村上　覚史　教授
MURAKAMI Satoshi

研究テーマ 	食用産業動物の健康に関する研究
A different approach to livestock diseases in Livestock

氏　　名 	小林　栄治　客員教授
KOBAYASHI Eiji

研究テーマ 	家畜のゲノム解析と育種改良に関する研究
Studies on animal genomics and breeding

コラム

　畜産業は家畜の機能や能力を最大限に引き出して社会に貢献するものであり、
基礎的なものからから実用的なものまで様々な技術の組み合わせで成り立っ
ている。畜産学専攻においては基礎的分野から実用技術の開発まで、今日的
課題から長期的課題まで幅広く研究に取り組み、畜産業の発展に寄与している。
　ところで、世界に目を向ければ、様々な形態の畜産業がある。例えば、東
南アジアでは高温湿潤な環境に適応した在来種が人 と々ともに暮らしているが、
これらは欧米の品種に席巻され失われつつある。地球温暖化が確実に進行し
ている現在、耐暑性の強いこれらの品種は人類の貴重な財産である。そこで
畜産学専攻の家畜育種学分野では、遺伝子情報を活用して在来種の遺伝的類
縁関係を解析し遺伝資源の保全や活用に関わる研究を行うことで畜産業の発
展に貢献しようとしている。

畜産学専攻

「ラオス在来のウシとスイギュウ」

院生の受入可否については、必ず事前に確認してください
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カリキュラム（平成 29 年度）

畜産学専攻

博士前期課程
授 業 科 目 単位 講 義 内 容 授 業 科 目 単位 講 義 内 容

授 業 科 目 単位 講 義 内 容

家畜繁殖学特論
家畜繁殖学特論実験

2
2

家畜・家禽の生殖にかかわる内分泌物質の作用
とその制御機構、生殖細胞の形成と受精および
発生の分子機構を紹介し、これらを応用した繁
殖補助技術や生殖工学の技術的根拠と最新事情
について理解を深める。

家畜育種学特論
家畜育種学特論実験

2
2

野生動物の家畜化の実態と以降の家畜育種の経 
過、育種素材として使用される家畜の代表的な
品種とそれらの成立過程、量的形質、質的形質
の遺伝とその育種方法、さらに今後における家
畜育種の展望等につき講義する。

家畜生理学特論
家畜生理学特論実験

2
2

家畜・家禽の動的恒常性の維持機構と各種環境
要因に対する適応能、特に免疫応答、熱環境応
答および運動適応に関して生理遺伝学的視点よ
り論じる。

家畜飼養学特論
家畜飼養学特論実験

2
2

動物が生命を維持し、成長・生産に必要とする
栄養素は、体内合成で賄いきれない。必要量は
飼料に依存して摂取する。本特論では給与飼料
の消化・吸収、利用（代謝）ならびに経済効果
について供試動物を事例として考え、理解を深
める。

家畜衛生学特論
家畜衛生学特論実験

2
2

微生物学および関連領域の新技術を導入し、動
物を脅かす各種感染症と、動物の健康を維持す
るための基礎的研究について最近の知見を講義
する。

畜産物利用学特論
畜産物利用学特論実験

2
2

乳・肉・卵がヒトの健康に及ぼす機能、乳・肉・
卵の生産、加工、流通ならびに保蔵上の諸問題、
さらにバイオテクノロジーを利用した畜産食品
の現状等について、最近の知見を採り入れて講
述する。

畜産マネジメント 2 畜産経営における経営構造と経営管理の二つの
側面からアプローチするとともに、畜産経営の
現状、発展論理、経営展開と市場対応、資本循
環と畜産金融問題、企業者的能力等々、経営経
済的解明を行う。

実験動物学特論 2 実験動物学とは、動物実験のための素材である 
実験動物に関する総合科学と定義されている。
この講義では、実験動物の遺伝育種、微生物な
らびに環境の制御、各種動物の特性比較、モデ
ル動物、動物実験手技などについて概説する。

動物遺伝資源学 2 家畜の起源、野生原種ならびに近縁野生種、在 
来種等の動物遺伝資源の特性と保全、新たな利
用に至る様々な課題について講義する。また、
在来家畜の海外調査実績についても紹介する。

家畜免疫学特論 2 生体防御機構は特異的、非特異的生体反応とし 
て表現されている。免疫機構に関与する細胞の
特質、その生産物である抗体の特性や、サイト
カインの働き、また生殖免疫上における母子間
の相互作用、免疫応答の遺伝子支配などについ
て講述する。

畜産環境学 2 家畜の飼育管理環境・条件は生命活動を営む上
で適正に保たれる必要がある。また、社会的に
産業として貢献する上で地球環境に負荷の生じ
ない基準の遵守が求められている。この考えを
発展させ、持続型の畜産に結びつける上での知
見を体系的に理解することを目的として講義す
る。

家畜生体機構学特論 2 家畜を含む哺乳類のからだの仕組みと働きを深 
く理解する上で、これらの微細形態と物質との
関連性を知ることは極めて大切である。本特論
では形態学的ならびに形態化学的観点から、生
物の生命現象を講述する。

比較内分泌学 2 鳥類・哺乳類の繁殖の適応戦略を中心に、これ   
にかかわる内分泌器官、そこから分泌されるホル 
モン、ホルモン受容体、それらの遺伝子について  
基礎的なことから応用的な面まで講義する。

有用微生物生理学 2 畜産食品に利用される微生物（とくに乳酸菌） の
生理学的特質について講述し、さらに畜産食品 
への微生物利用の現状と将来展望について講述
する。さらにバイオテクノロジーによる有用微
生物 の性質改良法について考察を加える。

論文作成法 2 研究成果を論文として公表する過程の経験と実 
績の評価を目的とする。発表成果が学術上、ど
の程度の価値があるかの判断、それに見合う投
稿雑誌の選定、投稿規程に合わせた論文の作成、
カバーレターの作成、査読結果に対する対応な
ど一連の過程、すなわち論文受理掲載までの手
法などを学ぶ。

プレゼンテーション法 2 研究成果の発信は、論文のみならずプレゼン
テーションが必須であり、その巧拙は研究成果
の評価を大きく左右することから、本講義では、
より効果的な発表や質疑応答技術を修得する。

畜産学特別 実験・実習 8 試験研究に対する教育指導

畜産学特別研究 4 試験研究に対する教育指導

博士後期課程

学生論文のテーマ（平成27年度修了者）

博士前期課程

博士後期課程
朝治　桜子 ニホンウズラの機能的MHCクラス IIβ遺伝子群の多様性解析 岩下　明生 アライグマ (Procyon lotor)防除事業のための分布域と相対密度に関す

る研究

伊丹　暢彦 ブタ卵子内のミトコンドリア品質管理機構に関する研究
太田　裕司 機能性成分を含む未利用・低利用資源の飼料化に関する研究
大瀧　茉里亜 ウマ扁桃に定着するActinomyces denticolensに関する研究
岡崎　惇朗 早産を伴う虚弱子牛症候群の原因遺伝子領域と候補遺伝子の同定
黒田　涼 ヤギ繁殖形質関連遺伝子の多型解析
鈴木　聖哉 ニワトリの就巣期におけるトリヨードチロニンの役割
関　美咲 肉用鶏盲腸に定着するSalmonella enterica serovar Agonaとその分子

疫学的解析

Doan Tran Vinh Khanh A study on the development of low salt concentration 
sausages using ultra-high pressure processing（超高圧処理を用いた
低塩ソーセージの開発に関する研究）

永井　健一 系統豚維持群の血統解析および繁殖形質における近交退化と遺伝的パ
ラメータの推定

成田　紹人 ニホンジカ被害軽減対策としてのジビエ活用畜産学専攻
森井　貴也 ニホンイノシシにおける遺伝的多様性と家畜ブタ遺伝子の流入
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バイオセラピー学専攻
◎人と動植物の新たな関係を切り拓く

健康で豊かな私たちの生活をつくる科学技術としての農
学を基盤として、人と動植物とのかかわりを多面的に学び、
地球環境と人の生活をまもる基礎的な知識と技術の習得
をめざします。すなわち、動植物がつくる生態系の持続
的な保全と保護、人間の生活の質の向上、心身の健康維
持と改善など、現代社会がかかえている諸課題および将
来の社会が遭遇する課題に対処できる能力を身につけます。
本専攻は、植物、動物および人の心理などにかかわる学
際領域の形成をめざして、それぞれの専門領域における
高度な技術者および研究者を育成し、植物、動物、環境、
人間、社会、療法にかかわる広い分野で活躍できる人材
を養成しています。

指導教授・准教授（博士前期・後期課程）   平成 28 年 4 月 1 日現在

氏　　名 	 佐々木　剛　教授
SASAKI Takeshi

研究テーマ 	 野生動物集団の包括的理解に向けた遺伝的多様性に基づく研究
Molecular genetic approach toward a comprehensive understanding of 
population of wild animal

氏　　名 	 浅野　房世　教授
ASANO  Fusayo

研究テーマ 	 死生学と風景の関係、小児の植物介在療法の手法と評価の研究
Relationship between thanatology and landscape. Methods and 
evaluation of plant assisted therapy for children

氏　　名 	 太田　光明　教授
OHTA Mitsuaki研究テーマ
	 乗馬が人の健康にもたらす効果に関する研究

Effects of horseback riding on human health

氏　　名 	 小川　博　教授
OGAWA  Hiroshi

研究テーマ 	 鳥類の繁殖と保全に関する研究
Avian reproduction and conservation

氏　　名 	 小池　安比古　教授
KOIKE Yasuhiko研究テーマ
	 人と植物のかかわりに関する研究

Studies on the people-plant relation ships

氏　　名 	 増田　宏司　教授
MASUDA Koji研究テーマ
	 伴侶動物と飼い主の関係に関する研究

Relationship between companion animal and owner

氏　　名 	 御影　雅幸　教授
MIKAGE Masayuki

研究テーマ 	 高品質な薬用植物を生産するための栽培条件の探索研究
Cultivation studies for producing high-quality medicinal herbs.

氏　　名 	 宮本　太　教授
MIYAMOTO  Futoshi

研究テーマ 	 野生植物の種生物学的研究および絶滅危惧種の保全生物学的研究
Systematic and conservational studies of Sino-Himalaya and Japanese plants

氏　　名 	 岡　奈理子　客員教授
OKA Nariko研究テーマ
	 島の保全鳥類学

Island Ornithological Conservation

氏　　名 	 松林　尚志　准教授
MATSUBAYASHI Hisashi

研究テーマ 	 野生動物の生態や保全、管理に関する研究
Wildlife ecology, conservation and management in Japan and Borneo

氏　　名 	 三井　裕樹　准教授
MITSUI Yuki研究テーマ
	 野生植物の種多様性保全と資源利用に関する研究

Conservation and effective utilization of wild plant resources

カリキュラム（平成 29 年度）

バイオセラピー学専攻

授 業 科 目 単位 講 義 内 容 授 業 科 目 単位 講 義 内 容

人間動物関係学特論 2 人間にとって野生動物は重要な資源であるだけでなく、
生態系の一員であることから環境の指標でもある。
また、伴侶動物は人の生活を豊かにしてくれる存在
であり、人にとって動物の社会的役割は多様である。
本科目では動物の遺伝学的、生理学的、行動学的
特性および暮らしの中の動物の位置づけと人への影
響など、人と動物の様々な関わりと動物の社会的役
割を理解し、動物とのより良き共生とその活用を推
し進める力を付けることを目的とする。

人間動物関係学特論演習 2 暮らしの中の動物を対象とし，行動、遺伝などの動
物学的特性、人による行動管理、社会的な問題など
の様々なテーマについて、国内外の文献を熟読し、
その内容をまとめ発表し、教員と受講生全員で討議
する。また，野生動物の野外調査に関する方法やデ
ータの解析方法など，研究を実践していくための技
術を修得するとともに，動物の種多様性と，生理，
生態，行動など多様な姿を理解する。

人間植物関係学特論 2 人類を取り巻く環境の悪化は，二酸化炭素の排出、
地球温暖化、オゾン層の破壊など我々人類の生活習
慣の変化に伴って加速度的に進み、それに伴う食料
や健康問題も深刻である。本科目では、自然環境を
どのように捉えていくのか、また利用していくのか
を考え、自然環境と人類の関わり方を再考する。ま
た植物と人間との関係の歴史的発展過程と現代に生
かすべき植物との関わりが持つ福祉機能の知識とそ
の利用のための理論を学び、これからの人類がどの
ように自然環境とより良い関係を保てるかを考える。

人間植物関係学特論演習 2 様々な形で痛み、病んでいる状況にある地球環境に
対し、我々に何が出来るのか、また何をすべきなの
かを考え、実行していく必要がある。また、植物と
人間との関係の歴史的発展過程と現代に生かすべき
植物との関わりが持つ福祉機能の知識とその利用の
ための技術理論を具体的に理解する必要がある。本
特論演習ではこれらの課題について､ 人々の生活に
密接に関わる多様な植物を癒しや安らぎ、健康促進
や生活の質の向上への手法と環境修復や保全問題を
踏まえて植物の活用における問題を討論する。

博士前期課程

院生の受入可否については、必ず事前に確認してください
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　植物を観賞することや日々の手入れ、植物由来の生成物の活用によって得られる
癒しややすらぎを人の健康の増進に役立てるために、また生活空間の快適性や生
活の質（QOL）を向上させるために、植物の種類の探索や栽培・装飾方法などの
開発について取り組んでいます。ハーブとして利用されている植物などから抽出さ
れる精油の香りや様々な働きの力を借りて、健康増進に役立てるアロマテラピーも、
現在の研究テーマの一つです。アロマテラピーを行う際、リラクゼーションやリフ
レッシュのより高い効果を得るために最適な精油の種類や配合割合などを明らかに
しようと試みています。

バイオセラピー学専攻

授 業 科 目 単位 講 義 内 容 授 業 科 目 単位 講 義 内 容

授 業 科 目 単位 講 義 内 容

生物介在療法学特論 2 なぜ人は、植物から癒しを受けられるのか？あるい
はそれを療法として、活用するという行為は何なの
か？もっとも必要とされる植物介在療法のスキルと
は何なのか？これらのことを踏まえながら、植物を
療法的に用いることの人間学的意味や、どのような
治療構造のもとに行われるべきかを学ぶ。また、動
物介在療法・活動・教育（動物介在介入；Animal 
Assisted Intervention: AAI）の基本構造を学び、人
と動物の関係における位置づけについて考える。介
在動物、障がい、そして教育についての基礎的知識
とともに実践内容を学び、今後の生物介在療法の展
望を検討する。

生物介在療法学特論演習 2 動物介在療法に用いられる介在動物の特性に関し
て、特に馬を中心に、行動的・生理的側面から理解し、
動物の選択を考えたより良い動物介在療法・活動プ
ログラムの検討を行う。動物介在療法・活動におい
て対象者、スタッフとの適切な関係性と活動の運営
について検討する。また，植物介在療法における実
地体験のための立案および模擬体験を行って、課題
を抽出する。患者へのアセスメント、療法の焦点化、
プログラムの立案、実施、そして評価という一連の
行為を検討する。

野生動物学詳論 2 野生動物の存在がいかに人間生活を豊かにすること
に貢献しているかを理解するため、野生動物の多様
性を地球的視野で理解して保全することの重要性、
野生動物が人の生活や経済活動に与える負の側面、
すべての家畜の祖先である野生動物の資源としての
重要性、農学の一領域であるバイオセラピー学にお
ける野生動物学の範囲等について講義を展開する。

伴侶動物学詳論 2 伴侶動物の動物学的特性と管理技術について講義を
展開する。特に遺伝的特性、行動学的特性および行
動制御法について解説するとともに、伴侶動物の飼
養・衛生管理技術について講義を実施する。

動物介在療法学詳論 2 動物介在療法が行われる領域（医療、教育、心理等）
における諸理論および実施ガイドラインの分析、評
価法について学ぶ。また特に用いる介在動物の特性、
福祉、クライアントの状態像に即した動物の適応と
選択について議論を深める。さらにわが国における
各領域の現状に対し動物介在療法を普及させる上で
の課題を分析する。

植物共生学詳論 2 人類がこれから地球環境とどのように関わって行く
かを再考するためには、自然環境を的確に読み取り、
その結果に基づき保全・保護を考え、利用を進めて
行かなければならない。そのためには、自然環境に
おける植物の実態や役割を理解するための基礎的知
識を養う必要がある。一方、自然環境を利用するに
あたっては、人と自然環境を考慮した植物生産を理
解し、植物資源を有効適正に利用する必要がある。
本講義では、地球環境を保護、保全および利用する
ための知識と方法論について講義する。

人間植物関係学詳論 2 人間の身近な暮らしのなかにある観賞植物、景観植
物、雑草など自然景観植物、食用植物、香辛料植物、
儀礼植物などが具体的にどのような形で人間とかか
わり、どのような影響をもたらしているか、暮らし
の中で福祉を増進し、かつ地球の健康をはかるうえ
でどのように活用すればよいかの先端的事例を取り
上げて検討する。

植物介在療法学詳論 2 植物介在療法とは、患者が生きようとする姿勢を確
保、もしくは維持するために、植物のあらゆる形態
を活用することである。したがって、精神疾患 ･心
理的障害、疾病を受容できない患者など、あらゆる
患者が対象になるといっても過言ではない。本講義
では、とくにその対象として、幼児・児童をあげ、
被虐待や、発達障害のある対象者への具体的な植物
介在療法を学ぶ。

プレゼンテーション（一）
プレゼンテーション（二）

2
2

修士論文等の研究の成果を教員の指導の下とりまと
め、口頭やポスターなどにより専攻内での中間発表
や関連学会等において発表し、質疑応答を経験する。
この経験を下に学術発表のみならず社会生活におけ
るプレゼンテーション能力を養う。

論文作成法 2 研究成果を教員の指導の下論文執筆、投稿雑誌の選
択、投稿、編集者や論文の審査員とのやりとりを経
て論文化し、学術誌に掲載されるまでの過程を経験
することにより、研究者として必要な成果の論文に
よる公表方法について学ぶ。

特別講義 1 バイオセラピー学の領域あるいはそれらの関連領域
である学会、各種シンポジウム、ワークショップ、
セミナー、研究集会、講演会等に参加し、内容につ
いてまとめ、関連する文献調査を行い考察し、レポー
トを提出することにより、専門領域における最新の
研究の動向、話題、問題点等の知識を得る。

総合実践演習 1 バイオセラピー学の領域あるいはそれらの関連領域
である学会、各種シンポジウム、ワークショップ、
セミナー、研究集会、講演会等に参加し、内容につ
いてまとめ、関連する文献調査を行い考察し、レポー
トを提出することにより、専門領域における最新の
研究の動向、話題、問題点等の知識を得る。

バイオセラピー学発展
実験・実習

4 バイオセラピー学専攻の人間動物関係学，人間植物
関係学および生物介在療法学の各専修の専門分野の
内容を理解するため、授業担当教員の指導下で各専
門分野における課題や目的について、それらを解決、
達成するための実践的手法を習得する。実験・実習
のテーマは各専修で設定するが、学部で習得した内
容を発展させ、修士論文に直接関係するものだけで
なく研究者および専門性の高い職業人となるための
課題とする。本演習を通じて動植物を活用すること
による人の豊かな生活の構築について実践的な活躍
ができる人材を養成することを目的とする。

バイオセラピー学特別
実験・実習・演習

10 指導教授の下、論文研究を通し、論理的な思考能力、
研究能力および問題設定解決能力等を養う。

バイオセラピー学特別
研究総合演習（一）
バイオセラピー学特別
研究総合演習（二）
バイオセラピー学特別
研究総合演習（三）

2

2

2

研究者としての資質を磨き、博士論文作成のための
基礎作りおよびバイオセラピー学専攻の理念を理解
し，哲学を構築することを目標とする。具体的には
各自の研究の意義ならびに目的、新規性、独自性に
加え、バイオセラピー学に対して社会が求める視点
を考慮し，研究テーマの設定、研究計画の立案から
成果発表，論文化までを教員と討論を重ねながら行
う。問題解決への理論と研究成果を体系的に取りま
とめるための能力を養い，研究者として自立できる
素養を構築する。

博士後期課程

コラム　人間植物関係学研究室

学生論文のテーマ（平成27年度修了者）

博士前期課程

博士後期課程
和久　大介 ミトコンドリアDNAに基づいたユーラシアカワウソおよびニホンカワウ

ソの保全遺伝学的研究

今井　達也 ラベンダー属（Lavandula）の遺伝的多様性と香気成分
神谷　豪 シセンレッサーパンダ（Ailurus fulgens styani ）の仔育て行動及び繁殖

行動について
川尻　由美子 都市部住民の生き物に関する認識形成過程の解析

渋谷　勇介 中部国際空港におけるヒバリAlauda arvensisによるバードストライク
の防除手法に関する研究

中野　敬太 ニワトリの遺伝子解析に基づくセキショクヤケイ家畜化の起源に関する
研究

馬場　和之 レトロポゾン挿入遺伝子座に基づくイシガメ属の種間交雑に関する研究
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ce バイオサイエンス専攻
◎“先端生命科学で21世紀をパワーアップ！”

分子生物学を基盤とし、生命現象を遺伝子・タ
ンパク質・細胞レベルで解析しています。このこと
は必然的に先端生命科学を理解し、手法を会得し、
また自ら創意工夫する力を養います。さらにこうし
た知識をさまざまな方面へ応用する柔軟性を培い、
伝統を活かしつつ新時代に対応・連携できる力を
身につけます。
したがって研究者としての科学的基礎力を身に
つけるだけでなく、食料、環境、医薬など農林水
産系、理化学系各分野の技術者としても活躍でき
る人材を育成しています。

指導教授・准教授（博士前期・後期課程）   平成 28 年 4 月 1 日現在

氏　　名 	千葉櫻　拓　教授
CHIBAZAKURA Taku

研究テーマ 	哺乳動物細胞の増殖制御機構
Mechanism of mammalian cell proliferation control

氏　　名 	小川　英彦　教授
OGAWA Hidehiko

研究テーマ 	哺乳動物の細胞分化機構の解明
Mechanism of cell differentiation in mammalian cells

氏　　名 	尾畑　やよい　教授
OBATA Yayoi

研究テーマ 	哺乳類生殖細胞の発生
Development of mammalian gametes

氏　　名 	川崎　信治　教授
KAWASAKI Shinji

研究テーマ 	新規生物の探索と有用な生命代謝の発見および有効利用
Isolation of novel organisms and identification of their useful metabolic 
systems

氏　　名 	喜田　聡　教授
KIDA  Satoshi

研究テーマ 	記憶制御を中心とした脳機能制御機構の解明
Studying molecular and cellular cognition

氏　　名 	河野　友宏　教授
KONO  Tomohiro

研究テーマ 	生殖系列細胞における機能獲得機構に関する研究
Studies on mechanisms of genomic modification in germ line cells

氏　　名 	坂田　洋一　教授
SAKATA  Yoichi

研究テーマ 	植物ホルモンシグナル伝達機構の進化プロセスに関する研究
ABA signaling in plants

氏　　名 	太治　輝昭　教授
TAJI Teruaki

研究テーマ 	植物のストレス耐性におけるナチュラルバリエーションの遺
伝学的解明
Dissecting genetic control of natural variation in stress tolerances of 
plants

氏　　名 	新村　洋一　教授
NIIMURA   Youichi

研究テーマ 	酸素とその代謝の生化学的分子生物学的研究
Biochemistry and Molecular Biology of oxygen and its metabolism 
to  Application

氏　　名 	林　隆久　教授
HAYASHI  Takahisa

研究テーマ 	植物細胞壁糖鎖の遺伝的改変による糖鎖機能の解明
Genetic modification and functional role of wall components in plant cells

氏　　名 	矢嶋　俊介　教授
YAJIMA  Shunsuke

研究テーマ 	細胞機能の構造生物学およびケミカルバイオロジー解析
Cellular functions based on structural and chemical biology

氏　　名 	吉川　博文　教授
YOSHIKAWA  Hirofumi

研究テーマ 	ゲノム情報に基づく細胞機能のネットワーク解析と微生物生産システム
Functional genomics and its application to microbial cell factory

氏　　名 	阿久津　英憲　客員教授
AKUTSU Hidenori

研究テーマ 	初期化と多様性幹細胞応用研究
Research for epigenetic reprogramming and pluripotent stem cells

氏　　名 	梅澤　明弘　客員教授
UMEZAWA  Akihiro

研究テーマ 	ヒト幹細胞を用いた幹細胞生物学
Stem Cell Biology

氏　　名 	齊藤　英和　客員教授
SAITO  Hidekazu

研究テーマ 	卵胞の発育・排卵・卵子の質の研究
Study on follicle development, ovulation and quality of oocytes

氏　　名 	田中　良明　客員教授
TANAKA  Yoshiaki

研究テーマ 	ゲノム情報を利用した昆虫の発育制御機構の解明
Studies on regulatory mechanisms of insect growth and development 
using genome information

氏　　名 	秦　健一郎　客員教授
HATA  Kenichiro

研究テーマ 	哺乳類生殖システムのエピゲノム
Epigenetic analysis of mammalian reproductive system

氏　　名 	宮戸　健二　客員教授
MIYADO Kenji

研究テーマ 	配偶子から接合子への変換システム
Studies on transition systems from gametes to zygotes

バイオサイエンス専攻

院生の受入可否については、必ず事前に確認してください
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カリキュラム（平成 29 年度）

学生論文のテーマ（平成27年度修了者）

博士後期課程

博士前期課程

稲葉　洋芳 恐怖記憶制御に対するタンパク質翻訳後修飾の役割の解析
有賀　裕剛 AQUOS determines the natural variation in osmotolerance among Arabidopsis 

thaliana accessions

森下　良一 BMAL1/CLOCKによって産生されるサーカディアン転写リズムに対する細胞内情
報伝達因子群の役割の解析

バイオサイエンス専攻

秋山　英之 接合伝達とネガティブセレクションを用いた乳酸球菌ゲノム改変に関す
る研究

安藤　愛美 枯草菌におけるラギング鎖複製モデルの検証
石井　達也 タンパク質非結合性フラビンの生理機能に関する研究
井関　陽介 ホールマウント蛍光免疫染色法を用いたマウス始原生殖細胞におけるア

ポトーシスの解析
板橋　貴智 花に生息する嫌気性細菌に関する研究
内桶　香那 シアノバクテリアにおけるマルチコピーゲノムの分布制御機構の解析
岡田　拓也 絶対嫌気性菌Clostridium属細菌のO2存在下における生育停止機構に

関する研究
小川　翔大 放線菌Streptomyces coelicolor A3(2)の一酸化窒素恒常性制御機構の

解明
小田　しおり 新規単離した紅藻Cyanidium sp. N3110のMn2＋耐性遺伝子の探索と

機能解析 
蔭山　翔子 ヒメツリガネゴケの赤色光依存的な葉緑体運動におけるSnRK2の機能

解析
兼井　雅和 遺伝子ターゲティングを用いたゼニゴケABI3の機能解析
桑村　晴奈 5-アミノレブリン酸によるがん温熱細胞死増強効果とポルフィリン代謝

経路の相関性解析
左近　弘嗣 雄核発生胚由来栄養膜幹細胞においてCdx2を発現する細胞の特性に

ついて
佐藤　匠 5-アミノレブリン酸によるがん温熱細胞死増強効果に関わる遺伝子の

網羅的探索

嶋　修平 乳酸球菌Enterococcus faecium QU 50株におけるキシラン資化に関
する研究

多喜乃　雄太 枯草菌の中央代謝系と脂質代謝系を共役させる新規制御機構の解析
田中　花 恐怖記憶忘却に対する成体海馬神経新生の役割と忘却制御機構の解析
谷本　連 in vitroにおけるマウス卵胞形成阻害要因の探査と新規 in vitro系構築へ

の応用
都能　遼 マウスの原条期胚始原生殖細胞におけるDNAメチロームの特性
長嶋　雄大 過酷な環境から単離された藻類の環境ストレス応答に関する研究
中町　愛 シアノバクテリアにおける光依存的なDNA複製制御機構の解析
長葭　大海 光遺伝学的手法を用いた恐怖記憶制御に対する海馬の役割の解析
名須川　哲哉 Amphibacillus xylanus の小分子が関与する好気代謝系に関する研究
鍋田　啓介 乳酸球菌Enterococcus mundtii QU 25におけるPhosphoketolase活性

調節機構の解析
野中　詩織 ダイズシストセンチュウ孵化機構のケミカルバイオロジー研究
野村　圭代 12番染色体インプリント領域BAC-TGマウスにおけるインプリント制御
細井　昂人 ダイズシストセンチュウ誘引物質の探索
常岡　悟 MEP経路酵素DXRに対する阻害剤の探索
弥武　優郁 前頭前野を中心とする神経ネットワークのイメージング解析
山下　園加 枯草菌RNAポリメラーゼにおける鋳型選択性の解析
渡辺　玉絵 転写調節因子CREB活性化が導くビタミンB1欠乏誘導性記憶障害に対

する抵抗性
蓮沼　智也 Ankyrin repeat, SAM and basic leucine zipper domain containing 1 

(Asz1) 欠損マウスにおける精原細胞の消失に関する研究

授 業 科 目 単位 講 義 内 容 授 業 科 目 単位 講 義 内 容

授 業 科 目 単位 講 義 内 容

細胞分子機能科学特論Ⅰ 2 細胞の全体像把握を目指し、ゲノム情報に基づ 
く蛋白質間相互作用の網羅的解析、ゲノム工学
による新規有用微生物の開発と有用物質の高効
率生産、がんの根源である真核細胞の増殖制御
機構などについて、最新の知見を学ぶ。

細胞分子機能科学特論Ⅱ 2 生物間や生体内での生理作用を示す機能性分子
について、その作用機構を分子レベルで理解す
るために、機能性分子の探索、立体構造解析と
それらの構造と生物活性相関ならびに分子間相
互作用について学ぶ。

細胞分子機能科学特論実験 2 細胞分子機能科学特論に沿って種々のタンパク
質や生体機能分子の作用機構を分子レベルで解
析するための実験手法を修得する。

環境生物機能科学特論Ⅰ 2 資源、健康、環境保全に役立つ基礎研究につい
て探求することを目的として、生物のストレス応
答を酸化還元反応の解明の視点から、遺伝子・
タンパクレベルでの解析方法について学ぶ。

環境生物機能科学特論Ⅱ 2 植物のもつ乾燥・低温・病害等に対する応答機
構を分子生物学的に理解する。

環境生物機能科学特論
実験

2 各種生物におけるストレス応答とその防御機構
について研究することを目的に、モデル植物で
あるシロイヌナズナおよびヒメツリガネゴケを
用いた実験の基本技術、データベースの検索法、
遺伝学的および逆遺伝学的解析のための基本技
術を修得する。

動物生命科学特論Ⅰ 2 動物における脳機能を中心とした高次生命現象
のメカニズムを理解することを目的として、分
子生物学を中心に、生化学・細胞生物学・分子
遺伝学・オプトジェネティクス・行動学・生理学・
イメージング・栄養化学等の手法で得られた知
見を学ぶ。

動物生命科学特論Ⅱ 2 発生生物学の新た展開を基盤として、生殖細胞
の分化機構、幹細胞の特性と樹立、体細胞クロー
ンにおけるリプログラミング機構、あるいはゲ
ノムインプリント機構等を中心に、最新の情報
について学び論議する。

動物生命科学特論実験 2 動物の高次生命機能を解明するために、in vitro
から細胞、組織、個体に至る様々なレベルでの
分子生物学的解析手法を修得し、修士論文研究
の実験計画に応用できるようになることを到達
目標とする。

分子細胞生物学 2 生命の基本単位である細胞は、細胞内外のシグ
ナルに応答して増殖・分化・ストレス応答など
多種多様な機能を発現する。それらの分子メカ
ニズムと制御システムについて、最新の知見や
新規実験法を学ぶ。

生命情報工学 2 現在の生命科学の研究では、膨大な情報量をど
のように集め、どのように解釈し、どのように
自分の研究に利用するかが、その成果を左右す
る。そこで、遺伝子の相同性といった基本的な
理論から、インターネットを利用した実際の応
用までを学ぶ。

生物環境制御学 2 地球上のバイオマスに対する見識、地球に負荷
を与えない調和のとれたエネルギーを如何にし
て生産するか、植物バイオマスを中心に様々な
研究のケーススタディを行う。

遺伝育種学 2 家畜および栽培植物を対象として遺伝・育種の
歴史と具体的事例および新しい取り組みについ
て理解を深める。さらに人類が育んできた家畜
および栽培植物との共生関係について論議する。

論文英語Ⅰ
論文英語Ⅱ
論文英語Ⅲ
論文英語Ⅳ

1
1
1
1

英語論文を理解するため基礎知識の構築、研究
の主題に応じた英語論文調査、各自の研究主題
に関する最新英語論文の理解と読解力の向上を
目的として実践的に学習する。

プレゼンテーション法 2 学会等で口頭もしくはポスターによる研究発表
を筆頭筆者として行うことを最終目的として、
要旨作成と投稿の手法を学び、発表および質疑
応答などの練習をゼミ形式で実践する。

バイオサイエンス特別演習 4 バイオサイエンスに関わる研究の意義を理解
し、立案から遂行、発表までを独立した研究者
あるいは高度な専門家として自らを鍛え、更に
指導者としての見識と実力を修得する。

バイオサイエンス特別実験 8 バイオサイエンスに関わる研究の意義を理解
し、立案から遂行、発表までを独立した研究者
あるいは高度な専門家として実施し、さらには、
指導者としての見識と実力を修得する。

バイオサイエンス特別
研究

4 次代を担う見識と実力、健全で調和のとれた人
間性を有する研究者・教育者あるいは高度専門
技術者となるため、研究課題を設定し、研究計
画を立案する。技術や研究手法を修得し、様々
な研究のケーススタディを行い、その結果をと
りまとめる。バイオサイエンスに関わる研究の
意義を理解し、立案から遂行、発表までを独立
した研究者・教育者として自らを鍛え、博士と
しての見識と実力を修得する。

博士後期課程

博士前期課程
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◎化学とバイオ　ー最先端の実学主義ー

すべての生物に共通な基本構造と生命反応、進
化に伴って獲得した特異構造と高次生命現象の本
質的・統一的理解を深め、生産環境の保全・維持
における全人類的課題を基礎的・応用的に研究して
います。
また、生産環境化学、植物生産化学、生物制御
化学、微生物学、食料資源理化学、栄養生化学の
6つの専修を開設。研究を通し、理論の構築と先
端的技術の習得をめざしています。

指導教授・准教授（博士前期・後期課程）  平成 28 年 4 月 1 日現在

氏　　名 	 前田　良之　教授
MAEDA  Yoshiyuki

研究テーマ 	 植物の耐塩性に関する生態生理学的研究
Ecophysiological studies on salt tolerance of plants

氏　　名 	 五十君　靜信　教授
IGIMI Shizunobu

研究テーマ 	 乳酸菌の潜在能力に関する基礎および応用研究
Research on lactic acid bacteria and their applications

氏　　名 	 内野　昌孝　教授
UCHINO  Masataka

研究テーマ 	 食品の機能性および安全性に関する研究
Studies on function and safety for food products

氏　　名 	 髙野　克己　教授
TAKANO  Katsumi

研究テーマ 	 タンパク質、酵素、多糖などの高分子の構造と食品機能の解析
Structure and function of protein, emzyme and polysaccharide in food

氏　　名 	 野口　智弘　教授
NOGUCHI Tomohiro

研究テーマ 	 食品の特性に与えるプロテインジスルフィドイソメラーゼの影響
Effect of Protein disulfide isomerase on characteristic of foods

氏　　名 	 樋口　恭子　教授
HIGUCHI  Kyoko

研究テーマ 	 植物の無機栄養
Mineral nutrition of plants

氏　　名 	 松島　芳隆　教授
MATSUSHIMA Yoshitaka

研究テーマ 	 生物活性物質の有機合成
Organic synthesis of biologically active compounds

氏　　名 	 山本　祐司　教授
YAMAMOTO  Yuji

研究テーマ 	 ガン抑制メカニズムが生活習慣病に及ぼす役割
Studies on tumor suppressor mechanism and life style related disease

氏　　名 	 高木　和広　客員教授
TAKAGI  Kazuhiro

研究テーマ 	 複合汚染環境のバイオレメディエーション
In situ bioremediation of multiple contaminated site with recalcitrant 
organic pollutants

農芸化学専攻

ガン抑制メカニズムが生活習慣病に及ぼす役割
Studies on tumor suppresser mechanism and life style related disease

学生論文のテーマ（平成27年度修了者）

博士後期課程

博士前期課程

相澤　有美 TSC2ヘテロ欠損が肝臓・骨格筋のエネルギー代謝に及ぼす影響の解析 志賀　孝宏 Megalin依存性エンドサイトーシスのビタミンB12欠乏に起因する阻害機構
の解析

池田　一貴 ケトン体による糖代謝制御メカニズムの解析
伊勢　瑛 膵臓腺房細胞におけるGP2の機能解析
打越　春恵 トリクロロアセトイミダートにおける SN2’反応経路の確立
江崎　正信 アスコルビン酸によるアントシアニンの退色機序の解明とその抑制
小野寺　圭 Saccharomyces cerevisiae における余剰グリセロールの資化条件確立
尾畑　玲 オオムギ葉緑体のストロマにおける鉄欠乏適応応答
金井　大樹 大豆ホエーによるタンパク質系食品の物性改良効果とその要因
金子　愛 シロイヌナズナ病害に対する環状リポペプチドの抗菌活性非依存的な

病害抑制効果と化学構造の関係
鎌田　美帆 Lactobacillus agilisが示す運動性の腸内定着への影響
川島　卓也 環状リポペプチドによるトマトの病害抵抗性誘導 
川村　知代 鉄欠乏オオムギの代謝適応とSnRK1活性の関係
菊地　淳史 Lactobacillus delbrueckii TUA4408Lの多糖産生制御に関する研究

齊藤　卓弥 AMPKによるMAP1Bリン酸化を介した微小管動態の解析
杉山　拓洋 転写調節因子AP-1活性を制御するTSC2の機能解析
田中　健一 乳酸菌のYersinia由来 Invasin発現によるエンドサイトーシスの変化
原　直人 キノア(Chenopodium quinoa)の塩ストレス応答と塩嚢の関与
樋口　貴俊 酸化的製パン改良剤による小麦生地中のジスルフィド結合形成機序の

解析
丸山　慶輔 小麦デンプンの発酵による理化学特性変化とその機序の解明
三木　崇広 コシヒカリ交雑育種を用いた良食味に関わる米の理化学的特性の解明
茂木　裕暉 大腸癌細胞を用いたオリーブ葉ポリフェノールの新規機能性の解析
森脇　涼平 Lactobacillus 属における細胞壁テイコ酸の金属保持とその役割
山岸　彩乃 α化米が脂質代謝異常に及ぼす影響の解析
吉田　翔平 Ekerラットの経時的代謝変動についての解析

院生の受入可否については、必ず事前に確認してください
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カリキュラム（平成 29 年度）

コラム
ポスト石油、ポストゲノムの 21世紀
　20世紀は石油化学とゲノム解読の時代だった。資源の枯渇と深刻な環境汚染に直面して、生物の
知恵が見直されている。石油化学から生物資源の化学へ、ゲノム解読から生物の生産機能の解明へ。
21世紀、農芸化学専攻は生命、生物、食料、健康、環境、エネルギーに「化学とバイオ」で挑む、
ポスト石油、ポストゲノムのサイエンスを目指す。

農芸化学専攻

授 業 科 目 単位 講 義 内 容 授 業 科 目 単位 講 義 内 容

授 業 科 目 単位 講 義 内 容

生産環境化学特論
生産環境化学特論演習

2
2

農業生産や物質循環の基礎として重要な土壌、
劣悪環境下においても生存できる耐性植物の機
能と役割について、土壌化学、土壌物理学、粘
土鉱物学、土壌微生物学、植物生態生理学、環
境応答学の面から総合的に講義する。また、実
社会に即応できる研究応用能力を高めるため、
農業生産現場における最新の情報を事例とした
演習指導を行う。

植物生産化学特論
植物生産化学特論演習

2
2

光合成、窒素固定などの高等植物の基本的生理
と植物栄養、不良土壌に対する耐性機構などに
重点をおき論ずる。

微生物学特論
微生物学特論演習

2
2

生活に密着した微生物を、基礎的な事項からは 
じめ微生物利用、さらには化学的分類学、また
新機能開発の将来展望に至るまでの知識を教授
すると共に受講生に対し課題を与えて全員で討
論を加える。

食料資源理化学特論
食料資源理化学特論演習

2
2

食資源ならびに食品を構成する成分の化学特性
とその化学的・生化学的変化、成分間の相互作
用および加工操作による組織・物性の変化とそ
の改質、ならびに食品の鮮度保持について講義
を行う。

生物制御化学特論
生物制御化学特論演習

2
2

生体分子や生物が作り出す有機化合物の化学的
性質やその機能を有機化学的に追及する生物有
機化学を基礎に、動植物、昆虫、微生物のつく
りだす二次代謝産物を中心にその生体における
機能やその制御を解明する上で必須の周辺関連
科学を生体機能化学と併行して教授する。

栄養・生化学特論
栄養・生化学特論演習

2
2

食品、食物中の栄養成分ならびに機能性成分が 
生命活動や体の恒常性機能に対してどのような
機序で働いているのかその果たしている役割を
理解できることを学習目標にし、かつ「健康」
の在り方が、食品・食物と体機能の相互バラン
スの上に成り立っている理解をより深められる
よう栄養学や生化学の最新のトピックスを交え
て教授。特論講義内容に沿った研究を行うため
栄養生化学、分子生化学実験ならびに動物実験、
細胞実験を中心とした具体的な手技について習
得することを目標としている。食品を含めた生
体各種成分の分離分析と測定、細胞培養、タン
パク質、核酸分離、同定、蛍光顕微鏡手技、さ
らにラット、マウスに関する実験手法などの基
礎的実験と共に細胞内シグナル伝達系を主に決
められたテーマのもと応用実験を行う。

環境科学 2 人間活動から派生する環境問題の本質を化学を
中心とする科学がいかに解明し、解決するかを、
炭素循環、窒素循環、食物連鎖と有機物、天然・
人工有機物の挙動の面から体系的に論ずる。

遺伝子工学 2 遺伝子の構造と機能の特性に関する知見は、広
範囲な領域で応用を通して技術化しており、人
類の生き方に多大な影響を与えている。ＤＮＡ
組替え技術・細胞融合・生化学反応器（固定化
酵素）などに関するバイオテクノロジー技術を
駆使して、大きな成果を与えている。それらの
原理および実験法について述べる。

論文英語Ⅰ 2 博士前期課程の学生に求められる英語能力、す
なわち学術論文を正確に短時間で読解する能力
を養う。また、各自の研究内容を英語で表現し、
研究手法などに関して議論する手法を学ぶ。

プレゼンテーション法Ⅰ 2 アイデアや主張を他者に正確に伝え、効率的な
議論を進めるためには高いプレゼンテーション
能力が求められる。そこで本講義では、効果的
なプレゼンテーションを行うために必要な手
法、例えば話し方やアイコンタクトから始まり
プレゼンテーションの構成法等を教授する。集
中講義。

生体機能化学Ⅰ
生体機能化学Ⅱ

2
2

無機化学、有機化学、生物化学、天然物化学と
いった農芸化学専攻において必須の学問分野を
統合的に解説し、生命活動におけるプロセスを
化学の面から講述する。

分子細胞生物学 2 生命の基本単位である細胞は、細胞内外のシグ
ナルに応答して増殖・分化・ストレス応答など
多種多様な機能を発現する。それらの分子メカ
ニズムと制御システムについて、最新の知見を
含めて解説する。また、遺伝子の構造と発現に
おける機能との関連、遺伝子の複製、転写、翻
訳の研究の現状を原核生物と真核生物を比較し
ながら講述する。また新規実験法の紹介を行な
う。なお、適宜各分野のトピックをその道の権
威に特別講義の形で講じて頂く。

農芸化学特別総合演習
農芸化学特別総合実験

6
10

論文作成等に関わる研究指導

論文英語Ⅱ 2 博士後期課程では、論文を英語で書くことが求 
められる。そこで、英語で研究手法・結果のみ
ならず考察内容を表現しうる能力を養う。また、
外国人研究者と英語で議論できる程度の英語力
を養うことを目指す。

プレゼンテーション法Ⅱ 2 アイデアや主張を他者に正確に伝え、効率的な 
議論を進めるためには高いプレゼンテーション
能力が求められる。そこで本講義では、プレゼ
ンテーション法 Iをさらに発展させた技術を教
授する。 集中講義。

博士後期課程

博士前期課程
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醸造学専攻
◎発酵、無限大！

健康機能および嗜好性の高い多様な醸造・発酵食品
の微生物を用いた開発を目標としています。そのために、
国内外の食品関連微生物の分類、生理機能の解明、育
種や、醸造・発酵食品の味や香り、機能性成分の生成
機構の解明とそれらの活用法などについて最新の微生物
学や分子生物学、バイオテクノロジーなどを駆使してい
ます。また、排水・廃棄物処理や資源化の技術開発もお
こなっています。本専攻では、酒類生産学、発酵食品学、
醸造微生物学、醸造環境科学の4つの専修を設置して
います。

指導教授・准教授（博士前期・後期課程）   平成 28 年 4 月 1 日現在

指導教授・准教授（博士前期課程）   平成 28 年 4 月 1 日現在

氏　　名 	藤本　尚志　教授
FUJIMOTO  Naoshi

研究テーマ 	浄水処理における生物障害
Microorganism-related problems in drinking water treatment

氏　　名 	貝沼　章子　教授
KAINUMA  Akiko

研究テーマ 	酢酸発酵に関する生化学・分子生物学的研究　
Biochemical and molecular biological studies on acetic acid fermentation

氏　　名 	柏木　豊　教授
KASHIWAGI  Yutaka

研究テーマ 	ゲノム情報を活用した醸造微生物の機能解明と利用に関する研究
Application of genome science on the fermentation and food production

氏　　名 	鈴木　昌治　教授
SUZUKI  Masaharu

研究テーマ 	バイオマス由来燃料の開発と利用
Utilization and development of biomass-derived fuels

氏　　名 	額田　恭郎　教授
NUKADA  Tomoo

研究テーマ 	糖質化学
Carbonhydrate chemistry

氏　　名 	穂坂　賢　教授 
HOSAKA Masaru

研究テーマ 	自然界からの有用酵母の分離と醸造への利用
Isolating yeast from natural environment and utilization for alcoholic 
beverages

氏　　名 	田中　尚人　教授
TANAKA  Naoto

研究テーマ 	微生物資源の応用利用
Application of microbial resources

氏　　名 	石川　森夫　准教授
ISHIKAWA Morio

研究テーマ 	食品微生物の生化学的および分類学的研究
Biochemical and taxonomic studies on food microorganisms

氏　　名 	大西　章博　准教授
OHNISHI Akihiro

研究テーマ 	発酵による水素燃料の生産
Hydrogen fuel production by fermentation 

氏　　名 	進藤　斉　准教授
SHINDO Hitoshi

研究テーマ 	清酒醪の発酵機作に関する研究
Studies on fermentation mechanisms in sake mash 

氏　　名 	中山　俊一　准教授
NAKAYAMA Shunichi

研究テーマ 	発酵性微生物の代謝工学
Metabolic engineering of fermentation microorganism 

氏　　名 	前橋　健二　准教授
MAEHASHI Kenji

研究テーマ 	発酵食品の官能並びに生体調節機能
Sensory and physiological function of fermented food

氏　　名 	矢島　新　准教授
YAJIMA  Arata

研究テーマ 	微生物のケミカルバイオロジー
Chemical biology of microorganisms

醸造学専攻

学生論文のテーマ（平成27年度修了者）

博士前期課程

博士後期課程

飯塚　悠 生物活性を有する微生物二次代謝産物の合成研究
一條　洋樹 テトラミン酸新規合成法の開発
今井　健太郎 Acetobacter 属二種における基幹代謝経路の動作機序の比較解析
菊池　友希 シクロピアゾン酸生合成におけるcpaMの機能と配列多様性の解析
櫻井　顔世 屋久島で栽培された茶葉中の微量元素とその地域性
中尾　暁彦 複合感覚における苦味受容体の応答特性に関する研究
楢崎　暢 Acetobacter 属酢酸菌における酢酸発酵能と中間代謝物アセトアルデヒ

ド生成との相関
新村　梨恵 ゲノム情報を適用した酢酸菌の系統分類学的研究

清　啓自 Clostridium属細菌による植物バイオマスからの高効率ブタノール生産
に関する研究

西谷　智之 酢酸菌の内在性プラスミドの ori 領域に関する研究
藤川　祥汰 生物活性を有するポリケチド類の合成研究
松尾　朋昇 固体表面への付着現象を利用した微生物分離技術の開発
松岡　太郎 麹菌Aspergillus oryzaeにおけるDNAタギングを用いた遺伝子機能解

析法の開発
松下　紘士 PCR-DGGE 法による熟成チーズにおける乳酸菌の検出条件の検討
山本　達彦 塩麹の残存酵素活性及び調理効果に関する研究
吉澤　瞳 米蛋白質酵素分解物の脂肪蓄積抑制作用に関する研究
吉田　有希 エミューに関する生化学的研究

院生の受入可否については、必ず事前に確認してください

院生の受入可否については、必ず事前に確認してください

＊博士後期課程は環境共生学専攻指導教授
（P32参照）
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カリキュラム（平成 29 年度）

コラム
清酒、味噌、醤油の醸造に必ず必要な麹は蒸した穀粒に麹菌を繁殖させたもので、多量かつ多種類の酵素を

含んでいます。麹菌には、黄麹菌、黒麹菌、白麹菌等があり、用途に適した多くの菌株が醸造や発酵食品製造

に使われているほかに、食品・医薬品用酵素の製造にも活躍しています。そこで、麹菌は日本の「国菌」とも

言われています。酵素の生産性や麹の香り等の麹菌の優れた能力の秘密はDNA配列として遺伝子情報の中に
あります。日本の研究者の共同研究により、麹菌ゲノム配列の解読が完了し、ゲノムは８染色体に収納された約

38MbのDNAから構成され、およそ12000個の推定遺伝子がコードされていることが判りました。今後は、こ
れら遺伝子の機能解明が研究の対象となっています。

麹菌は、なぜ斯くも大量な酵素を分泌生産できるのか？麹菌の遺伝子の発現制御はどの様になっているのか？

麹菌の眠っている遺伝子の機能とは？実用麹菌の祖先はどのような菌であったのか？はたまた、将来の実用麹

菌に求められる性質とは？研究課題は山積みです。これまでにも麹菌の熱誘導タンパク質の発現制御領域に存

在する熱誘導エレメントが解明され、麹菌ゲノムにコードされている100以上のプロテアーゼの性質の解明等の
研究が進んでいます。世界中の糸状菌研究者が生化学、分子生物学、ゲノム科学、構造生物学、遺伝子工学等々

の研究手段を駆使して麹菌ゲノムの未知の大陸に分け入っています。麹菌の知られざる能力を研究して、よりお

いしい発酵食品の開発に繋げることが私たちの夢です。

醸造学専攻

麹菌プロトプラスト

授 業 科 目 単位 講 義 内 容 授 業 科 目 単位 講 義 内 容

授 業 科 目 単位 講 義 内 容

酒類生産学特論Ⅰ
酒類生産学特論Ⅱ
酒類生産学特論実験

2
2
2

清酒の製造工程に関連する微生物の取り扱いと
発酵制御法並びに製品の品質評価法について解
説する。また麹菌・酵母などの微生物の機能解
析と、関係する遺伝子の発現などについて取り
扱う。

発酵食品学特論Ⅰ
発酵食品学特論Ⅱ
発酵食品学特論実験

2
2
2

醸造調味料を含む各種の発酵食品を対象とし、 
その製造・保存プロセスにおける原料特性、機
能性成分特性の解明と活用、微生物の造成と利
用、製品の安全性、嗜好性に関与する化学成分、
生理機能特性などを取り扱う。

醸造微生物学特論Ⅰ
醸造微生物学特論Ⅱ
醸造微生物学特論実験

2
2
2

清酒酵母の性状とその歴史について述べる。清 
酒酵母を中心に実用酵母における性状の相違点
について解説する。また、醸造学に最も関係の
深い Saccharomycesに属する種の変遷につい
て講義する。

醸造環境科学特論Ⅰ
醸造環境科学特論Ⅱ
醸造環境科学特論実験

2
2
2

環境浄化に係わる新規微生物の探索と代謝産物 
の化学的解析及び環境修復技術ヘの応用を指向
する。また環境微生物の遺伝学的解析手法によ
る監視技術の開発、生分解性工業製品の開発、
水源における有害藻類の生態と制御などを取り
扱う。

酵素化学特論Ⅰ
酵素化学特論Ⅱ

2
2

酵素のタンパク質としての性質、取り扱い手法、
反応解析手法、反応速度論、構造解析方法等を
解説し、糖質関連酵素、タンパク質分解酵素を
中心として、構造と機能の関連、遺伝子との関連、
生物における酵素の意義等について解説する。

分子生物学特論 2 生物の遺伝子研究は、組換えＤＮＡ技術や塩基
配列の分析技術などの組み合わせで大きな展開
を示し、分子生物学は新しい局面を開きつつあ
るなかで、微生物を中心とする生命現象を遺伝
子研究を通して解説する。

生物化学工学特論Ⅰ
生物化学工学特論Ⅱ

2
2

バイオテクノロジーの産物を産業として成立さ
せるためには、細胞株と生産設備の管理並びに
細胞の代謝生理制御におけるバリデーション、
さらに環境負荷を考慮することが要求されるの
で、これらの技術体系を解説する。

微生物生態学特論Ⅰ
微生物生態学特論Ⅱ

2
2

環境中の代表的な微生物についての性質、代
謝、エネルギー獲得などの特性について解説し、
種々の環境に生育する微生物の特徴や微生物の
共生関係などの相互作用についても解説する。
広く環境に適応した微生物の生態について知る
ことによって、微生物の多様性について理解を
深める。

プレゼンテーション法 2 醸造学分野に於ける論文・学会発表についての 
基本を指導する。重点とするのは論理構成とその
展開手法であり使用用語の適応範囲の厳密化と論
旨の一貫性、発表内容の無矛盾性を追及する。

醸造学特別実験
醸造学特別実習

10
4

論文作成等に関わる研究指導

醸造学特別研究 4 醸造学に関わる博士号取得を目指し、また、見 
識と実力、さらに健全で調和のとれた人間性を
有する研究者あるいは高度専門技術者となるた
め、指導教授・指導准教授の指導の下に、研究
課題を設定し、研究計画を立案するとともに、
技術や研究手法を修得し、研究を実施し、その
結果をとりまとめて公表する。

博士後期課程

博士前期課程
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◎“食”と“健康”のサイエンス

ヒトに対する食品の機能は3つに分類されます。第一は人体に対する栄養素として
の機能、第二は感覚器官に作用して、味・香り・食感などの感覚を与える機能、第三
は人体の生理系統を調節して、健康の維持・回復に効果を及ぼす機能です。これら
の食品の機能は、いずれもヒトの生命活動にきわめて重要なものであり、とくに長寿
社会の我が国では食品に求められる役割は大きいのです。本専攻では、食品がもつ
3つの機能の解明とそれらの活用を目標として、食品とヒトの両サイドから基礎的なら
びに応用的研究を展開しています。

指導教授・准教授（博士前期・後期課程）   平成 28 年 4 月 1 日現在

氏　　名 	阿部　尚樹　教授
ABE  Naoki

研究テーマ 	食材に含有される生理活性物質の生物有機化学的研究
Studies on bioorganic chemistry of bioactive substances in food materials

氏　　名 	阿久澤　さゆり　教授
AKUZAWA Sayuri

研究テーマ 	食品のテクスチャーおよびレオロジー的特性に関する研究
Texture and rheological properties of food and their materials

氏　　名 	上原　万里子　教授
UEHARA  Mariko

研究テーマ 	機能性植物化学成分およびミネラルが骨・脂質代謝に及ぼす影響
Effects of functional phytochemicals and inerals on bone and lipid 
metabolisms

氏　　名 	大石　祐一　教授　
OISHI  Yuichi

研究テーマ 	栄養条件 /ホルモンの皮膚への影響に関する研究
Study on effect of nutritional conditions and hormones on skin

氏　　名 	川野　因　教授
KAWANO  Yukari

研究テーマ 	競技者のためのスポーツ栄養学、公衆栄養学、健康づくり
のための身体活動と食事摂取に関する研究
Sports nutrition for athletes, Public health nutrition, Studies on 
physical activity and dietary intakes for human health

氏　　名 	清水　誠　教授
SHIMIZU Makoto

研究テーマ 	腸管の機能（物質輸送、解毒炎症、免疫など）の食品成
	 分による制御に関する研究

Studies on intestinal functions – transport, detoxification, inflammation, 
immunity- and their modulation by food substances

氏　　名 	鈴野　弘子　教授　
SUZUNO Hiroko

研究テーマ 	食品の調理による成分および物理的変化に関する研究
Effect of various cooking conditions on the physical properties and 
composition of food

氏　　名 	田中　越郎　教授
TANAKA  Etsuro

研究テーマ 	ヒトにおける微小循環と栄養
The relationship between microcirculation and nutrition in human

氏　　名 	冨澤　元博　教授
TOMIZAWA Motohiro

研究テーマ 	ケミカルバイオロジー手法によるリガンド結合表面の解析
Defining ligand binding surfaces through chemical biology approach

氏　　名 	中江　大　教授　
NAKAE Dai

研究テーマ 	生活習慣病の制御および（食品関連）化学物質の安全性評
	 価に関する研究

The control of lifestyle-related diseases, and, the safety assessment of 
(food-related) chemicals

氏　　名 	服部　一夫　教授
HATTORI Kazuo

研究テーマ 	生活習慣病やアレルギーを予防する食品成分の研究
Study on food components that prevent lifestyle-related diseases and allergy

氏　　名 	本間　和宏　教授
HOMMA Kazuhiro

研究テーマ 	母乳の栄養素
Nutrition of breast milk

氏　　名 	松㟢　広志　教授
MATSUZAKI Hiroshi

研究テーマ 	ミネラルの過不足摂取時におけるミネラル代謝調節に関
	 する栄養生理学的研究

Nutritional physiological studies on regulation of mineral metabolism and 
dietary minerals intake

氏　　名 	村　清司　教授
MURA  Kiyoshi

研究テーマ 	微生物のストレス応答に関する研究
Studies on microbial stress response

氏　　名 	斎藤　博久　客員教授
SAITO  Hirohisa

研究テーマ 	アレルギー疾患発症・増悪に関わる分子機構の解明
Molecular mechanisms involved in development and exacerbation 
of allergic diseases

食品栄養学専攻

学生論文のテーマ（平成27年度修了者）

博士後期課程

博士前期課程

鈴木　孝子 亜鉛過不足食投与時における骨代謝機構に関する研究
砂見　綾香 大学生アスリートにおける食物摂取頻度調査票の妥当性・有用性　　 

—上気道感染症の観点から—

横山　友里 地域在住高齢者の介護予防における食品摂取多様性の意義

河上　悠香 Trichoderma sp. USF-2690由来Sorbicillinolの遺伝学的生合成研究
胡　雪婷 小麦の短時間吸水による遺伝子発現変動
佐々木　和登 大学生アスリートを対象とした半定量食物摂取頻度調査票（FFQg）の

妥当性および再現性
志村　茉里 タンパク質栄養の悪化による創傷治癒遅延の分子メカニズムの解析

寺島　健仁 Lactobacillus brevis SBC8803(SBL88)のセロトニン分泌促進作用に関
する研究

長岡　純子 へしこの米糠中に存在するアミラーゼ生産菌と生産酵素の性質
塙　信彰 鉄欠乏がビタミンD水酸化酵素に及ぼす影響
宮本　夏子 ヒハツ (Piper longum) の抗メタボリックシンドローム作用に関する研究
森岡　由夏 Branched Chain Amino Acids (BCAAs)が皮膚構成成分の代謝制御機

構に及ぼす影響

院生の受入可否については、必ず事前に確認してください
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カリキュラム（平成 29 年度）

食品栄養学専攻

授 業 科 目 単位 講 義 内 容 授 業 科 目 単位 講 義 内 容

授 業 科 目 単位 講 義 内 容

食品機能学特論 2 食品機能学分野の最新情報を基に、食品の生体機
能性、加工特性、感覚特性並びに新規素材の検索、
開発するための技術開発・分析法などについて、分
子生物学や遺伝子工学的手法、分析化学・物理化学
的手法、ケミカルバイオロジー手法などをもとに最
新情報の修得を目指す。

栄養機能学特論 2 身体機能と栄養素の機能解明および相互作用への
理解を深める。疾病、特に生活習慣病の予防戦略と
しての栄養素および非栄養性機能成分摂取および身
体活動の向上を、応用研究へ結びつけるため、遺伝
子因子、食事因子、身体活動因子などによって影響
される栄養素代謝機構についての最新の知識を紹介
し、科学的根拠とは何か、データの扱い方など、最
新栄養学の研究技法の習得を目指す。

食品生化学特論 2 最近、食品に含まれる抗がん作用物質、抗肥満作用
物質、高脂血症改善作用物質など、生活習慣病の
予防や健康の維持・増進に寄与する新しい機能性成
分が見出され、その構造と作用機序との関連性が究
明されている。本講義では、これらの研究を文献で
紹介しつつ、機能性解明の基礎的研究に必要な知識・
情報を講じる。

食品衛生化学特論 2 食品中の生理活性物質が、医薬品などと相互作用し
生体に有害性を示すことなどが知られている。この
ような現象は、生体外からの低分子化合物と生体内
機能性高分子との相互作用の結果と見なすことがで
きる。本特論では、食品中の生体調節機能性物質と
多種多様な生理作用（抗炎症活性、抗アレルギー活性、
酵素阻害活性、抗酸化活性など）との関係を、立体
化学の解析により得られた化学構造と生理活性試験
などから予想される標的分子との物質間相互作用と
いう観点から検討することで、食品中の機能性成分
に対する食品衛生化学的解析力の修得をめざす。

食品機能開発学特論 2 食品は、本来、栄養性、嗜好性および保健機能性を
有するが、加工することによりそのような機能を新
たに食品に付与することができる。また、加工する
ことにより食品に保存性を付与することができ、よ
り安全な食品をつくり出すことが可能である。本特
論では、加工による食品への機能付与という観点か
ら、“酵素と食品加工”“微生物と食品加工”“機能
性成分と食品加工”などについて具体的に考察する。

調理科学特論 2 食品素材の化学的性質と並んで、品質保持および食
味特性を決定する重要な因子である物性を機器測定
によるレオロジー的な側面から評価するとともに、
食物を摂取する人間の心理学的測定により評価する
方法について解説する。

栄養生理化学特論 2 生体の機能を考えるにあたり、栄養素、特に微量栄
養素の過不足に視点を置き、栄養生理化学的な側面
からを検討する。即ち、微量栄養素の機能と生体へ
の影響、相互作用をふまえ、微量栄養素の代謝調節
機構を理解する。さらに微量栄養素の過不足により
引き起こされた疾病への食品の機能性成分の利用効
果について安全性も含め、疾病モデル動物もしくは
標的細胞を用いた研究結果を中心に、生理化学的に
検証する。

保健栄養学特論 2 食は、ヒトの生涯にわたる QOLの向上、健康の維持・
増進において重要な位置をしめている。本特論では、
アスリートやすべてのライフステージにあるヒトを対
象に、ハイリスクアプローチやポピュレーションアプ
ローチの手法を用いて、人間まるごと（身体活動や食
環境、食行動等）を評価し、予防医学の観点に立った
具体的栄養施策の立案と実施、評価の各スキルの修得
を目指す。

臨床栄養学特論 2 病気の概念を把握しその病態生理を理解した上で、各
種の病態における栄養の問題を解説する。具体的には
生活習慣病や代謝性疾患等を中心にした病的状態にお
ける治療ならびに予防としての栄養の意義を解説する。

食品安全学特論 2 食を通じて摂取しうる化学物質、すなわち、食品添加
物、サプリメント類、嗜好品、医農薬、微生物産生物
質などについての見識を深め、どのような機序を経て
多様な生体影響を顕わすのかを知ることをゴールとす
る。とくに有害因子と生体との相互作用を有機化学の
視点から定義し、さらに分子病理学的解析や新しい安
全性評価法の開発、健康への悪影響の予防・治療など
についても学ぶ。

ケミカルバイオロジー 2 恒常性維持のための生体内化学反応や外来物質と標的
タンパク質との相互作用などを有機化学の視点で理解
する。そのため、イオン結合、共有結合、分子間相互作用、
有機電子論、官能基や構造部分の物理化学性質や反応
性について復習する。次いでタンパク質の高次構造、
内因性または外来物質との相互作用、創薬またはプロー
ブ設計への応用、ケミカルバイオロジー研究の考え方
や手法について説明する。

分子細胞生物学 2 人体は 60兆個の細胞からなっている。この 1個 1
個の細胞は、ホルモン、サイトカイン等が受容体に
結合し、細胞内シグナルが応答し、増殖、分化、分
子合成等を行う。これらの分子メカニズムと制御シ
ステムについて理解するために、遺伝子の複製、複
写、翻訳、シグナル伝達について講義した後、栄養
学に関連する分子、サイトカイン、ホルモンの作用
メカニズム、さらに最新の知見を解説する。

生物化学 2 生物化学は、生体反応に作用している物質の構造と
機能を明らかにし、さらに、生体成分の生合成と変
換、エネルギー代謝、およびこれらの過程に含まれ
る生化学反応制御の機構などを究明することによっ
て、生命現象の本質を明らかにしようとする学問で
ある。本特論では生理活性物質について、化学的な
視点からみた生合成制御機構と生物的な視点からみ
た生理的機能について解説することにより、生命活
動に対する論理的理解の修得を目指す。

食品機能利用学 2 食品が有する栄養機能、感覚応答機能および生体調
節機能を利用する上で必要とされる、食品の成分化
学、物理化学、機能化学などを概説し、食品の保蔵、
加工、調理における、成分変化、物性変化、機能変
化などについて詳説する。

フード・バイオテクノロジー 2 人類は、これまでに育種学的手法を用いて農畜産物
を遺伝的生産能力の高いものに改良してきた。しか
し、近年の著しい人口増加や地球規模での気候変動
に伴い、食糧増産や気候変動に耐えうる品種の作出
が急務である。遺伝子組換え作物やクローン個体の
作出といったバイオテクノロジー技術は、新たな品
種を作出する手法として不可欠なものとなってきて
いる。本講義では、バイオテクノロジー技術とそれ
らを用いた農畜産物生産の現状と問題点の基本的知
識の習得を目指すと共に、今後の展開について議論
する。

ニュートリゲノミクス 2 ニュートリゲノミクスとは、食品成分の摂取に伴っ
て起こる mRNAやタンパク質、あるいは代謝物量
の変動を、DNAマイクロアレイなどを用いて、網
羅的に解析する手法、あるいは一人ひとりの遺伝子
型に応じた食品について研究する手法である。これ
は、分子栄養学の研究によって蓄積されてきた栄養
素のシグナル伝達機構の仮説を検証することにな
り、疾病リスクと関わる健康指標（バイオマーカー）
の探索にも役立つ。本講義においては、ニュートリ
ゲノミクスの基礎となる DNAマイクロアレイ法を
含めた手法、また、解明されつつある栄養素のシグ
ナル伝達機構など、この手法を用いて得られた結果
について、具体的に講義する。

人間栄養学 2 生活習慣病を予防する上でのヒトの栄養状態を栄養
疫学の基本的考え方とその適用、国民健康・栄養調
査、食事摂取基準について網羅して解説する。さら
に、データの統計処理について演習を行う。

論文英語 2 This course's main goal is to improve students' 
English reading, writing, and presentation skills in  
scientific contexts. Students do activities at various  
language levels (vocabulary,  grammar, etc.) that  
help build their understanding and use of English.  
Classes involve lecture,  individual/pair work, and   
group/class discussion. Considerable class time is  
spent on strategies to support students' reading of 
scientificpapers and writing of their own research   
paper abstracts.

プレゼンテーション法 2 専門的なプレゼンテーション技術を理解し、学会発
表の準備から発表までのプロセスを理解し、国内外
の学会あるいはセミナー等研究発表を筆頭著者とし
て行う技術を習得することを目指す。

食品栄養学特別演習
食品栄養学特別実験

6
10

修士論文作成に関わる研究指導を行う。

食品栄養学特別研究 4 食品栄養学に関わる博士号取得を目指し、また、見
識と実力、さらに健全で調和のとれた人間性を有す
る研究者あるいは高度専門技術者となるため、指導
教授 ･指導准教授の指導の下に、研究課題を設定し、
研究計画を立案するとともに、技術や研究手法を修
得し、研究を実施し、その結果をとりまとめて公表
する。

博士後期課程

博士前期課程
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e 林学専攻
◎森林と樹木と人間を結ぶ研究・教育

森林は、生物が持続的な生活を可能にするための環境
保全機能、木材をはじめ多様な林産物を生産する生物生
産機能と地域特有の文化を創出する文化・教育的機能をも
っています。本専攻は、森林の保全・育成・活用と、林
産物の高度有効利用を図り、自然循環型の社会形成と人
類の持続的発展に寄与する研究・教育をおこなっています。
そのために森林環境保全、森林資源生産、森林資源利用、
森林文化情報の4つの専修を開設しています。

指導教授・准教授（博士前期・後期課程）   平成 28 年 4 月 1 日現在

氏　　名 	今冨　裕樹　教授
IMATOMI  Yuki  

研究テーマ 	林業工学
Forest engineering

氏　　名 	上原　巌　教授
UEHARA  Iwao 

研究テーマ 	造林学、森林療法
Silviculture, Forest therapy

氏　　名 	江口　文陽　教授
EGUCHI  Fumio 

研究テーマ 	林産化学、きのこ学
Forest product chemistry, Mushroom science

氏　　名 	大林　宏也　教授
OHBAYASHI Hiroya

研究テーマ 	木材工学　
Wood Science and technology

氏　　名 	佐藤　孝吉　教授
SATO  Takayoshi

研究テーマ 	森林経営学
Forest management

氏　　名 	菅原　泉　教授
SUGAWARA  Izumi

研究テーマ 	造林学
Silviculture

氏　　名 	関岡　東生　教授
SEKIOKA Haruo

研究テーマ 	林政学、森林教育学
Forest policy, Forest education

氏　　名 	武生　雅明　教授
TAKYU Masaaki

研究テーマ 	森林生態学
Forest ecology

氏　　名 	中村　幸人　教授
NAKAMURA  Yukito

研究テーマ 	東アジアの森林植生の植生学的研究
Phytosociological study on forest vegetation in  Eastern Asia

氏　　名 	福永　健司　教授
FUKUNAGA Kenji

研究テーマ 	緑化工学
Revegetation technology

氏　　名 	宮林　茂幸　教授
MIYABAYASHI_ Shigeyuki 

研究テーマ 	森林の総合的利用と地域振興
The Utilization of forest and development of mountain village

氏　　名 	矢口　行雄　教授
YAGUCHI  Yukio

研究テーマ 	森林病理学、森林微生物生態
Forest pathology, forest microbial eco-logy

氏　　名 	山㟢　晃司　教授
YAMAZAKI Koji

研究テーマ 	大型野生哺乳類の行動生態および管理に関する研究
Study on behavioral ecology and management of large wild mammals

カリキュラム（平成 29 年度）

林学専攻

授 業 科 目 単位 講 義 内 容 授 業 科 目 単位 講 義 内 容

森林環境保全学特論
森林環境保全学特論実験

2
2

森林環境保全学特論では、組成と構造による植生
型を成立要因と対応させながら理解し、さらに攪乱
など、植生が崩壊したあとの動態について、遷移、
物質生産、生物多様性の変化などを論究する。また、
人工地盤による修復、緑化による生態系の回復のた
めの技術やモニタリング手法を習熟するために表層
地質や地すべり現象などの理解を深める。実験フィ
ールドには奥多摩演習林、群馬分収林、富士農場が
含まれる。

森林資源生産学特論
森林資源生産学特論実験

2
2

森林資源生産学特論と特論実験では、森林の育成
から利用搬出までの総合的な研究・管理能力を養う
ために、森林、特に人工林を育成するための森林立
地、更新や樹種間の競合とその緩和、それらの森林
内の動植物の多様性に関わる要因を理解させ、また、
森林の伐採、搬出に必要な森林の生産基盤である
林道・作業道や林業機械についての講義とそれに関
わる実験を行う。

森林資源利用学特論
森林資源利用学特論実験

2
2

資源は持続的利用が可能で、環境負荷が小さいもの
でなければならない。森林資源（木材など）はその
ような性質をもともと備えているが、その利用技術
も環境負荷が小さく、有効利用が可能なものでなく
てはならない。そのような技術について学ぶととも
に、新しい価値観に基づく技術の開発や評価・検討
ができる能カを養う。化学的手法と物理的手法によ
るものに分けて進めていく。

森林文化情報学特論
森林文化情報学特論実験

2
2

森林文化情報学は、森林計画学や森林経営学あるい
は林業経済学や林政学を基礎に、森林の利用・林業・
山村・林産業などに関する多様な情報を分析し、現
代社会から未来社会を見据えた森林の文化的・社会
的・経済的な利用法やそのための地域調査や森林調
査法、森林計画のあり方、地域政策のあり方につい
て文献購読や現地調査分析によって論究する。

博士前期課程

院生の受入可否については、必ず事前に確認してください
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学生論文のテーマ（平成27年度修了者）

博士前期課程

林学専攻

猪俣　麻美 東京農業大学奥多摩演習林における林床植生の有無によるミミズ類の
個体数および種組成

大渕　香菜子 伊豆天城山夏緑広葉樹林におけるヒメシャラとヒコサンヒメシャラの同
所的共存

河鍋　直樹 東京農業大学富士農場周辺のヒノキ人工林における鳥類の種子散布

上月　涼平 木造住宅の部材分析によるヒノキ林経営の視点と指標
設樂　拓人 北東アジアとの種組成比較に基づいた本州中部内陸部の大陸型夏緑広

葉樹林の植生地理学的研究
三澤　成貴 東京農業大学奥多摩演習林におけるカラマツ造林地への更新補助作業

と間伐による天然更新の促進

授 業 科 目 単位 講 義 内 容 授 業 科 目 単位 講 義 内 容

授 業 科 目 単位 講 義 内 容

森林生態学特論 2 森林生態学特論では森林の生態系が有する機能を種
組成と構造、生産（形態）・立地（生態）・更新（動
態）に分けて教授する。とくに日本列島に分布する
自然林の種組成、林分構造、立地、遷移、動物・微
生物との共生関係、分布を教授するために授業では
室内と野外における実習を行い、英文誌を用いて語
学能力も高める。

治山緑化工学特論 2 地球上の森林の変遷、森林と無機的環境との相互作
用、また森林の環境保全機能について詳述し、森林
の存在意義を科学的に理解する。さらに、山地で発
生する土砂移動現象の素因・誘因と個々の特徴、発
生機構、森林との関係、発生予測技術などについて
詳しく述べる。それらを踏まえて、自然環境の荒廃・
劣化地における自然回復、生物多様性保全、災害防
止などを目的とした緑化技術について講述する。

森林微生物学特論 2 森林生態系における微生物は分解者に位置づけら
れ、物質循環に重要な役割を果たしていると考えら
れてきた。しかし今日、森林における微生物、特に
菌類の役割は、森林植物の持続的更新に多様な機能
を及ぼしていることもわかりつつある。そこで、本
特論では菌類と植物との寄生、腐生、共生関係の中
で発現する情報を、様々なレベルで解説し、微生物
の多様性について講述する。

造林学特論 2 造林学とは、形質の優れた林木を更新させ、林地の
生産力を持続的に最も有効な形で利用し、森林を育
成する方法を明らかにすることである。そのために、
樹種の更新・生理・生態的特性や森林の構造、造林
における各種保育の手法やその理論など広範な知識
を総合的に習得させる。また、生物多様性の保全な
ど多様な機能の発揮と関連づけた森林の育成方法に
ついて多角的に考察する。

森林療法学特論 2 森林環境の持つ健康増進や精神・心理面、また福
祉、医療分野における効用を活用した森林療法につ
いて、国内外の事例を取り上げながら考察し、今後
の地域社会における森林療法の可能性や、その効果
の発揮できる森林環境のあり方、また保健休養効果
の数量化の手法について考察する。

林業工学特論 2 森林のリフレッシュに不可欠な木材生産に関連し
て、効率的、経済的な木材の収穫搬出技術、木材処
理機械、生産システム等に関する国内外の技術情報、
森林作業者の安全・労働負担並びに林業生産の基盤
的施設である路網の効果について講義を行い、将来
における森林路網や機械作業のあり方を論究する。

木材工学特論 2 木材工学に関連した論文の理解・作成に必要となる
英語表現や専門用語を習得するために、英論文の講
義を行う。また、論文の作成にあたって必要となる
問題の把握・考えの整理と発想・実験計画の作成に
関する思考技術についての紹介・解説と演習を行う。
また、実験遂行に必要な計測技術の解説とそれを用
いた小実験を行う。

林産化学特論 2 木材の細胞壁構成成分、セルロース、ヘミセルロー
ス、リグニン、木材の抽出成分についてその化学的
性質と利用を講義する。木材の生物劣化現象とその
防止方法、木材腐朽菌の検索とその利用、きのこの
成分と薬理効果など、木材のバイオマス利用、DNA
解析等についても講義する。ゼミ形式で進め、木材
学会大会等に参加させる。

林政学特論 2 林政学特論では、現代社会までの森林政策の特徴と
これからの森林政の特徴に関する議論をもとに新た
な森林政策の方向について議論する。具体的には、
林政学の的現状について、森林政策の展開を明らか
にし、今日における政策課題を講究する。専門的な
文献を元にした理論展開とともに、新たな山村振興
ないしは林業振興の方向について、文献的な理論分
析や現地実習において論究する。

森林経営学特論 2 森林経営学特論は、森林経営にとって必要な森林計
画とその最適化、森林経営の歴史や現状、森林経営
を活かす木材の生産・流通・消費についての理論と
研究の視点について演習する。さらに森林調査理論
と実践をとおしたその技術開発、現地調査やその取
りまとめにより、森林資源の持続的、計画的な利用
についての基本理念や課題について学習する。

プレゼンテーション法 2 指導教員による指導内容および指導に要した時間数
の記録を行い、研究発表（オーラルもしくはポス
ター）の方法を習熟する。所定時間、あるいは所定
枠内に簡潔にまとめる能力、理解されやすい発表の
組み立て方、図・表のわかりやすい表示のしかた、
を十分に習熟し、聴衆に理解してもらえるようにす
る。本人による研究発表が目標となるが、中間発表
会もそのステップのひとつとなる。

科学英語 2 辞書と文法書の助けを借りながら、英語の文献を読
み、理解するための英語力の養成をめざす。林学関
連の文献を輪読形式で読み、説明や要約を求めるこ
とが中心となる。その際、英文の形式や専門用語な
どにも留意して、林学のエキスパートとして遜色の
ない英語力を身につけてもらえるよう考慮したい。

実験・調査計画法 2 実験および調査によるデータの効率的な収集方法
と、収集したデータの解析方法を習得することを学
習目標とする。収集方法については、実験計画法を
中心に講義する。解析方法については、統計学的手
法である分散分析、回帰分析、多変量解析を中心に
講義する。

論文英語 2 指導教員による指導内容および指導に要した時間数
の記録を行い、英語論文の作成に至る過程を重視す
る。授業のねらいは英語論文の投稿で、投稿、ある
いは要旨が論文と認められた学会発表によって教育
目標は達成される。最初の複数回の講義では英語で
作成する論文作成の基本を英語教員が指導する。

論文作成法 2 指導教員による指導内容および指導に要した時間数
の記録を行い、論文（和文）の作成に至る過程を重
視する。授業のねらいは論文（和文）の投稿で、投稿、
あるいは要旨が論文と認められた学会発表によって
教育目標は達成される。

フィールド調査 2 フィールド調査を最低、5日間以上行なうことによ
り、フィールドに合わせた調査法を習熟する。ま
た、フィールド調査に必要な知識を習得する。指導
教員は指導内容および指導に要した時間数の記録を
行い、その過程を評価しながら教育目標を達成する。
フィールドは奥多摩演習林、群馬分収林、富士農場
のほか、調査に必要な国内外とする。 

林学特別演習
林学特別実験

6
8

修士論文作成等に関わる研究指導。

上級実験・調査計画法 2 高度な実験および調査によるデータの効率的な
収集方法と、収集したデータの解析方法を習得
することを学習目標とする。収集方法について
は、実験計画法を中心に講義する。解析方法に
ついては、統計学的手法である分散分析、回帰
分析、多変量解析を中心に独創的な研究に対処
できる講義を行なう。

特別研究総合演習 12 森林の保全・育成・活用と、林産物の高度有効
利用を図り、自然循環型の社会形成と人類の持
続的発展に役立てる研究・教育を行なう。その
教育目標のために環境保全、資源生産、資源利
用、分化情報の４つの分野において研究題目を
課し、特別研究総合演習を行う。演習は学生の
主たる研究課題に関連する研究課題を設け、複
数研究領域にまたがる横断的研究とする。

博士後期課程
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農業工学専攻
◎農業・農村・食料問題への環境工学的アプローチ

流域から圃場までの地域における生産・生活環境の保
全および水資源の有効利用と土地資源の利用計画について
研究する「地域資源利用学」、生物生産に関わる環境情報
について広域および局地の両面からとらえて生産環境計画
を研究する「生産環境情報・計画学」、農業生産や生活環
境の向上に必要な生産基盤施設の設計・評価あるいはバイ
オマスのエネルギー化・有効利用を研究する「施設工学」、
食料、環境、エネルギーを考えた農作業技術と農産物加
工流通技術、農業情報技術を研究する「農業生産システム
工学」の4つの専修を設置し、教育・研究を展開しています。

農業工学専攻

指導教授・准教授（博士前期・後期課程）   平成 28 年 4 月 1 日現在

氏　　名 	三原　真智人　教授
MIHARA  Machito

研究テーマ 	土壌・水環境の修復保全と地域資源の持続的利用
Rehabilitation and conservation of soil and water environment and 
sustainable use of regional resources

氏　　名 	岡澤　宏　教授
OKAZAWA  Hiromu

研究テーマ  水文循環と物質循環（N, P）を考慮した流域環境モデルの
開発
Developing environmental models of coupled hydrological and 
biogeochemical (N,P) cycling at catchment-scale

氏　　名 	小梁川　雅　教授
KOYANAGAWA   Masashi

研究テーマ 	コンクリート舗装の信頼性に関係する研究
Reliability of concrete pavement

氏　　名 	坂口　栄一郎　教授
SAKAGUCHI  Eiichiro

研究テーマ 	米調製技術に関する研究
Studies on rice processing technology

氏　　名 	島田　沢彦　教授
SHIMADA  Sawahiko

研究テーマ 	衛生画像データ・GISを用いた環境モニタリング
Environmental monitoring using Remote Sensing data and GIS

氏　　名 	竹内　康　教授
TAKEUCHI  Yasushi

研究テーマ 	生産基盤施設の維持・管理法
Maintenance and rehabilitation method for agricultural facilities

氏　　名 	田島　淳　教授
TAJIMA  Kiyoshi

研究テーマ 	農作業ロボットのための耕うんシステムの開発
Development of tillage system for farm work robot

氏　　名 	豊田　裕道　教授
TOYODA  Hiromichi

研究テーマ 	地域及び農業生産環境の広域的評価
Wide area evaluation of agricultural field and human life using 
environmental information

氏　　名 	中村　好男　教授
NAKAMURA  Yoshio

研究テーマ 	流域における水循環システムと水環境保全
Circulating water systems and water environment in the river basin

氏　　名 	本田　尚正　教授
HONDA Naomasa

研究テーマ 	数値シミュレーションに基づく自然災害の予測と防災対策
に関する研究
Prediction and countermeasure of natural disaster based on 
numerical simulation

氏　　名 	渡邉　文雄　教授
WATANABE  Fumio

研究テーマ 	乾燥・半乾燥地における水の有効利用法
Effective water usage methods in arid and semi-arid areas

氏　　名 	佐々木　豊　准教授
SASAKI Yutaka

研究テーマ 	農業情報とバイオロボティクスのためのシステム開発
Systems development for agricultural informatics and bio-robotics

氏　　名 	鈴木　伸治　准教授
SUZUKI  Shinji

研究テーマ 	気候変動が熱帯乾燥地および寒冷地農地の熱・水環境に及
 ぼす影響

The impact of climate change on hydrothermal region of arable land 
in each tropical arid and cold regions

氏　　名 	中村　貴彦　准教授
NAKAMURA Takahiko

研究テーマ 	農村生態系における資源循環と物質移動に関する研究
Materal cycle and mass transfer around rural areas

氏　　名 	藤川　智紀　准教授
FUJIKAWA Tomonori

研究テーマ 	農村及び都市における農地保全の技術
Techniques and policies for farm land conservation in rural and urban 
areas

氏　　名 	村松　良樹　准教授
MURAMATSU Yoshiki

研究テーマ 	農産物の加工流通過程における輸送現象に関する研究
Transport phenomenon in processing and transportation of agricultural 
products

院生の受入可否については、必ず事前に確認してください
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カリキュラム（平成 29 年度）

高品質な酒造用精白米を低コストで製造できる精米技術

米の非球形モデル を用いて、精米条件によって粒子のどの部分
が削れやすいかをコンピュータシミュレーションし、タンパク質濃度が低
くなる精白米形状を検討している。

農業工学専攻

学生論文のテーマ（平成27年度修了者）

博士後期課程

博士前期課程

Hayat Khan SHAMS
Study on Effective Utilization of Irrigation Water in Afghanistan

郭　冠霆 Study on Determining C Factor of Universal Soil Loss Equation 
(USLE) Based on Remote Sensing 

砂川　光 耕うん同時通気性試験装置の開発　−初期設定圧力と蓄圧タンク容積
が通気性指数に及ぼす影響−

Sergio Azael MAY CUEVAS
Land Degradation Assessment and Soil Conservation Strategy for 
Mixteca Region, Mexico

鶴巻　尚斗 降雨パターンの変動が北海道網走地域の農地の水文環境に及ぼす影響

授 業 科 目 単位 講 義 内 容 授 業 科 目 単位 講 義 内 容

授 業 科 目 単位 講 義 内 容

地域資源利用学特論Ⅰ＊
地域資源利用学特論Ⅱ＊
地域資源利用学特論演習＊

2
2
2

新しい農業技術に対応できる生産性と保全性の
高い圃場整備手法、作物生産と人間生活との共
存のための農村計画の理論と技術、また、流域
内の水循環と水資源の保全機構に基づいた地域
環境を支える水利システム、物質動態に基づい
た土壌・水環境の修復保全・持続的利用と住民
参加に基づいた国際環境協力のあり方について
講義・演習を行う。

生産環境情報・計画学特論Ⅰ＊
生産環境情報・計画学特論Ⅱ＊ 
生産環境情報・計画学特論演習＊

2
2
2

生物生産に関わる広域及び局地の環境情報、植
物生体情報などの収集・分析・評価方法、およ
び生物生産における水と土との相互作用、それ
らを利用した生物生産環境の保全と改善のため
の計画と技術について講義・演習を行う。

施設工学特論Ⅰ
施設工学特論Ⅱ
施設工学特論演習＊

2
2
2

各種施設の建設が自然環境に及ぼす影響につい
て講義し、さらにダム、堰、水路、道路等農業
土木施設の設計・施工に必要な具体的な手法に
ついて講義・演習を行う。

農業生産システム工学特論Ⅰ＊
農業生産システム工学特論Ⅱ＊
農業生産システム工学特論演習 ＊

2
2
2

農業生産システムを構成するいくつかのサブシス
テムを取り上げて、システムの構成要素・組織構
造・情報の流れ・制御機構に関する分析、及び最
適な計画・制御・運用に関する設計について講義・
演習を行う。

水利施設管理学特論＊ 2 農業水利施設の技術ならびに構造的特徴、地域
農業や国土・環境保全に果たす機能について、
具体的事例を紹介するとともに、水利施設の管
理組織である土地改良区の今日的役割、河川の
水利技術における施設構造の特性、水利システ
ムが地域の水環境や生態環境保全に果たす役割
などを踏まえた環境に配慮した水利施設管理の
あり方について講義する。

海外農業開発学特論＊ 2 アフリカ、アジア諸国での事例紹介による、開
発途上国を対象とした海外農業開発に関する工
学的手法による試験・研究や技術開発協力のあ
り方について講義する。

土壌物理学特論＊ 2 土壌水のポテンシャルに関する熱力学的考察、
土壌における浸潤現象のメカニズムと灌漑排水
への応用、土壌侵食のメカニズムと土壌保全へ
の応用について講義する。

農村計画学特論＊ 2 農業・農村がもつ多面的機能の根幹となる水と
土とバイオマスといった農村資源に着目し、土
地利用計画、水資源利用や水環境計画、有機性
廃棄物などの未利用資源利用、生態系保全と
いった内容に関してその理念や計画論について
講義する。

農地環境学特論＊ 2 農地における土壌中の水や空気、養分の存在や
移動の実態を考慮して、持続して作物を生産す
るための生産環境づくりについて講義する。

土木材料学特論＊ 2 土木、農業土木の構造物に用いられるコンク
リート系の材料特性を中心に、環境に対する材
料の影響について講義する。

土木施工法特論＊ 2 資源環境への配慮や資源の有効利用を考慮し
た、国内外の施設設計法ならびに環境問題に配
慮した土木施工法について講義する。

農業ロボット工学特論＊ 2 農業機械の自動化とロボット化の相違点、農作
業ロボットの考え方とその構成要素である農作
業技術、農業機械技術、自動化技術、制御技術、
プログラミング等について講義する。

農産プロセス工学特論＊ 2 高品質で安全な農産物や食品を、高いエネル
ギー効率と環境負荷の低いシステムで加工処理
する技術開発における、加工処理技術の問題点
の解決法について講義する。

広域環境情報学特論＊ 2 地域の水・土・植物生態情報など多岐にわたる
環境情報を広域の視点でとらえて収集し、現地
での各種条件をふまえ、地理情報システム（GIS）
や GPSによる位置の特定、リモートセンシン
グによる画像解析に関する技術手法について講
義する。

フィールド調査＊ 2 国内外を問わずフィールド調査を行い、フィー
ルド調査法およびデータ処理方法について学ぶ。

農業工学専修実験＊ 2 室内実験、現場実験等を実施し、要求される精
度のもとでのデータの取得・処理方法について
学ぶ。

論文作成法＊ 2 論文執筆の準備から完成までの一連のプロセス
を通じ、科学論文の作成法について学ぶ。

プレゼンテーション法＊ 2 各専修関連学協会等での口頭発表の準備から実
施までの一連のプロセスを通じ、プレゼンテー
ション法およびコミュニケーション法について
学ぶ。

農業工学特別演習＊ 8 学位論文の作成に必要となる演習を行う。

農業工学特別研究＊ 4 研究課題の設定・研究計画の立案とともに、調査・
測定技術や研究手法の習得、さらに結果をとり
まとめて公表するといった一連のプロセスを通
じて、農業工学に関わる研究者、さらには指導
者たりうる人材に必要とされる事項を学ぶ。

博士後期課程

博士前期課程

 ＊一部を英語で実施する

試験用精米機による実験結果 シミュレーション結果

コラム
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造園学専攻
◎人と自然が共生する美しい環境を創造する～つくる・はぐくむ・まもる

造園学専攻は、日本で唯一、修士（造園学）、博士（造
園学）を授与する「造園学」の総合的教育研究機関として
世界的にも重要な役割を担っています。
造園学専攻には「造園計画・設計学」、「造園施工・施

設材料学」、「造園植物・植栽学」の3つの専修分野と、
その関連領域における確かな学理と知識・技術の修学を
目指します。
「人と自然との豊かな共生」の実現を目指し、①庭園・
公園などの基本的空間、②都市から自然地域までの環境
計画・デザイン思想と技術力、③植物をはじめとした生物
資源や景観計画・建設技術に関する知識と応用能力の深
化及び総合化を、ソフト・ハードの両面から探究します。

指導教授・准教授（博士前期・後期課程）   平成 28 年 4 月 1 日現在

指導教授・准教授（博士前期課程）   平成 2８ 年 4 月 1 日現在

氏　　名 	服部　勉　教授
HATTORI  Tsutomu

研究テーマ 	日本庭園における空間構成とその意味に関する研究
The composition and meaning of japanese garden.

氏　　名 	麻生　恵　教授
ASO  Megumi

研究テーマ 	自然環境・自然風景地における調査分析手法に関する研究
Methods of Taking Surveys about Natural Environment and Scenic Area

氏　　名 	金子　忠一　教授
KANEKO  Tadakazu

研究テーマ 	都市緑地計画とパークマネージメント
Urban Landscape Planning  and Park Management

氏　　名 	鈴木　貢次郎　教授
SUZUKI  Kojiro

研究テーマ 	ユリ科やサクラ類の生活史と利用に関する研究
Life history and appllication of Prunus and liliaceous plants.

氏　　名 	鈴木　誠　教授
SUZUKI  Makoto

研究テーマ 	造園デザイン史
History of Landscape Design

氏　　名 	高橋　新平　教授
TAKAHASHI  Shinpei

研究テーマ 	芝草と造園地被植物の生育特性と利用に関する研究
Growth Characteristic and appllication of Lawn and Groundcover plants.

氏　　名 	山崎　元也　教授
YAMASAKI  Motoya

研究テーマ 	GIS、VRを利用した道路景観設計
3D ROAD Landscape Architecture using Geographic Information 
system and Virtual Reality

氏　　名 	濱野　周泰　教授　
HAMANO  Chikayasu

研究テーマ 	樹木の分布と生育地要因
Distribution and Habitat Factor of Trees

＊博士後期課程は環境共生学専攻指導教授
（P32参照）

カリキュラム（平成 29 年度）

造園学専攻

山口家住宅（雨岳文庫）でのヒアリング調査 (伊勢原市）

授 業 科 目 単位 講 義 内 容 授 業 科 目 単位 講 義 内 容

造園学総論 2 造園学の歴史や、緑地政策、造園・環境教育、
及び調査、計画、設計、施工の手法や技術、材
料（生物を含む）と管理手法と、その基礎とな
る自然科学、社会科学、芸術の各分野、及びそ
の総合化を概説する。

造園学特論1 2 造園学専攻で学ぶ上での目標の構築、論点や思考、
発想法を養うオリエンテーションとしての位置付
けにあたる。造園学に関わる思想、知識、技術を、
現代社会においてどのように応用・展開すべき
かを考える。

造園学特論2 2 国内外で活躍する造園界の特別講師も交え、身
近な庭園・公園から都市・自然環境づくりや、
造園政策論など、造園界にかかわるトピック的
な話題や課題について、具体的な事例をまじえ
ながら、討議を含めた授業を行う。

造園学特論実験・演習 8 修士論文（制作）に関わる成果の整理・分析・
考察・表現手法、プレゼンテーション能力などを、
討議や発表を通じて修得する。

造園計画・設計学特論1 2 造園計画の基本的概念の整理を行う一方、造園
計画の具体的方策について、各種事例を通して
講述する。また、造園計画のあり方、要素、組
み立て、手順について考えるとともに、事例分
析を通して課題や問題の発見と設定、理念と具
体化の方向性、実現への戦略、戦術的展開につ
いての修得を図る。

博士前期課程

院生の受入可否については、必ず事前に確認してください

院生の受入可否については、必ず事前に確認してください
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授 業 科 目 単位 講 義 内 容 授 業 科 目 単位 講 義 内 容

授 業 科 目 単位 講 義 内 容

造園計画・設計学特論
演習1

2 造園計画に関する理念・目的、方法・手段、技
法・技術を学ぶ。歴史的庭園・公園、都市・ま
ちづくり、地域・自然環境を計画対象として扱
う。立案された計画の評価、計画作成プロセス
の学習、計画実現手法の検討、環境経済などに
着目し、各種計画を演習を通じて学ぶ。

造園計画・設計学特論2 2 持続可能な環境を計画的に保全し創造するため
の、緑と共生する造園デザイン、すなわち周囲
の環境、文化、景観との関わりのもと、芸術的
表現などの概念の理論と技術について学ぶ。

造園計画・設計学特論
演習2

2 造園におけるデザインは、身の周りの空間から
国土空間にわたる多様な空間を対象としてい
る。持続可能な環境を計画的に保全・創造する
ために、自然、文化、景観などの多面的な観点
から、自然と人間の共生する造園（環境）デザ
インの理論と技術の実際について演習を通じて
学ぶ。

造園植物・植栽学特論1 2 植栽や緑化、植生の再生、復元、保全、活用、森
づくり、また植栽や植生の管理・診断に資する基
礎的な植物学を論じる。造園植物の分類・特性、
植物生理、様々な環境適応、植物生態の領域に重
点をおく。関連する造園植栽・緑化の研究現状や
課題についても提示し、基礎学と応用との関連、
研究手法やその方向性について学ぶ。

造園植物・植栽学特論
演習1

2 植物資源の分類特性、栽培生理、各種環境への
適応戦略、及び生態学の応用に関して修得する。
植栽、植生の再生復元・保全・利活用、森づくり、
植物の管理・診断に資する基礎的知見を、内外
で展開している実際の手法や事業を題材にして
演習で学ぶ。

造園植物・植栽学特論2 2 植栽技術に必要な土壌、植物の生理、生態、環
境に関わる知見を応用し、公園、緑地、街路、
高速道路、工場、学校、テーマパーク等の広範
な造園空間の植栽の設計、施工から管理までの
あり方を論じる。関連政策、デザイン手法、設
計に必要な原単位や研究成果の解説も行う。

造園植物・植栽学特論
演習2

2 造園植栽や緑化の意義、樹木や芝草の生育や特
徴を理解するための成長 解析、園芸植物の生育
特性や利用、植生保全、植生管理、生態に関す
る調査研究を事例とする。データの意義、読解、
作表・作図などについての具体的な手法を、演
習を通じて理解する。

造園施工・施設材料学
特論1

2 造園は、産業として建設の一翼を担っている。
造園建設（ランドスケ−プ コンストラクション）
の理論と技術を、設計・施工・管理に亘り学び、
造園におけるエンジニアリングと基盤整備に関
する知識を修得するものである。

造園施工・施設材料学
特論演習1

2 造園建設（ランドスケ−プ コンストラクション）
の理論と技術を、設計・施工・管理の観点から
演習を通して修得するものである。建設に関わ
る技術開発の動向についても理解を深め、社会
の実例も含めて造園建設を身近なものとして捉
えられるようにする。

造園施工・施設材料学
特論2

2 造園施設とされる対象は、庭園、都市公園、道
路造園など、造園建設の空間のスケ−ルによっ
て、様々である。造園施設の構造・機能と材料（石
材、木材、コンクリ−ト、鋼、アスファルトなど）
の利用法を、事例研究を含めて学ぶ。

造園施工・施設材料学
特論演習2

2 造園施設とその材料について、演習を通じて学
ぶ。造園施設とされる対象は、庭園、都市公園、
道路造園など、造園建設の空間のスケ−ルに
よって、様々である。造園施設の構造・機能と
材料の利用法を、フィールドにでて身近にとら
えられるようにする。

造園調査法詳論 2 今や環境問題は、国境を超えている。造園学の
特徴である生物学的な発想に基づく環境問題へ
の対応が急務である。本詳論では、造園学をグ
ローバルスタンダードで探求するために、国内
外を越えて研究を行うための調査・分析能力の
修得を学ぶ。

造園調査法詳論演習 2 院生、教員の研究テーマを設定し、フィールド
ワークを通して、調査・分析能力を修得する。「造
園調査法特論」とあわせて、国内外でのフィー
ルドで行う。

観光計画詳論 2 地域計画を含めた観光計画を造園学的視点から
学ぶ。地域資源（景観、生物資源）などを活か
したまちづくりやその観光的な活用（地域振興）
について、資源論、計画論、政策論、参加論な
どの視点から理解を深める。

日本庭園詳論 2 日本庭園を対象として、歴史や特徴、デザイン、
技術について文化・社会的背景から読み解く。
これにより、都市空間や田園景観における展開
の可能性など、現代社会における庭園の位置づ
け・役割について造園計画学的側面から考察す
る。庭園の評価・研究上必要となる各種文献な
どの分析方法・研究の視点についても修得する。

ランドスケープマネージ
メント詳論

2 ランドスケープマネジメントは、資源性、経済
性、地域性等をふまえた利活用、行政・市民・
企業の協働、施設運営や地域づくりの評価シス
テムの構築など、ハードメンテナンスから、トー
タルエリアマネジメントへと展開している。造
園空間や地域におけるマネジメントの実例や環
境経済などの視点を通して、ランドスケープマ
ネジメントの実践力を修得する。

ランドスケープデザイン
詳論

2 ランドスケープデザインは、庭園デザイン、公
園デザイン、環境デザインと拡大し展開してき
ている。多様な空間や地域を対象として、ラン
ドスケープデザインの思潮展開とともに、最近
のランドスケープデザインを取り巻く環境や状
況について、ランドスケープアーキテクトによ
る実務紹介を通して、ランドスケープデザイン
の手法や技術について修得する。

ランドスケープ空間
情報詳論

2 GIS、GPS(GNSS)、リモートセンシング、レー
ザ計測等の空間情報技術は、地形や構造物の測
量を行う上で欠かせない技術となっている。本
講義では、ランドスケープ分野の各種フィール
ドにおいて、空間情報を効果的に取得する方法
論を学ぶ。

樹芸詳論 2 樹木の分類、生理、形態、生態を基礎として樹
形美、色彩美、季節美を発揮させるための成長、
育成、植栽、剪定、保護などの取扱いについて
講義する。また樹木がもっている美性を発揮さ
せながら生産・経済事業として展開させる術と
ともに、樹木が地域の景観形成へ寄与するため
の人の生活と文化活動についても講義する。

芝生詳論 2 国内外における公園やレクリエーション空間、
スポーツ施設に利用される芝草 (turf) の種類、
生育分布、生育特性、造成・管理方法などにつ
いて植物学的な視点から修得する。緑地・公園・
スポーツレクリエーション空間等における芝草
の役割や今後の造成・管理に関する視点を究め
る。

造園学特別研究 4 造園学に関わる総論、造園史、調査法、計画、
設計、施工、材料、マネージメントに関わる高
度な知識と技術を得る上で必要となる研究手
法、応用能力の深化・総合力を修得する。

博士後期課程

学生論文のテーマ（平成27年度修了者）

博士前期課程
天野　公太朗 近代日本画家の住宅画室に付随する庭園の特徴に関する考察 
大山　佑 生活史から見たツクバキンモンソウ (Ajuga yezoensis var. tsukubana)

の栽培化に関する研究 
許　鵬 東京都都心から西部にみられる巨木の存続背景に関する研究
清水　雅之 Zoysia属芝草の外部形態と遺伝的形質に関する基礎的研究
闕　煒翌　 小石川後楽園の庭橋に関する研究
趙　子健 中国の山西省における高速道路のり面緑化に関する研究

中島　宏昭 二次林におけるアズマネザサの刈り取りがヤブラン亜科3種の生育及び
開花に与える影響

中村　慶人 埼玉・見沼田圃における市民農園の景観阻害に関する研究
仲村　優志 沖縄県における伝統的有用植物の造園的利用についての基礎的研究
野口　翔 関東西部におけるヤマザクラ地域集団の遺伝的組成
渡辺　拓哉 異なる塩分環境下における4種芝草類の生育と塩分寛容性についての

基礎的研究
汪　冰 近代日本における噴水デザインの変遷とその特色
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国際農業開発学専攻
◎人・農業・環境の国際開発協力

世界の食料・環境・貧困問題の解決に寄与する持続可
能な農業の確立と国際協力の実践に関わる専攻です。自
然科学・社会科学両科学分野の学際的研究により農業開
発や国際協力にかかわる問題の解決を図るための論理的
思考力と実践力、さらに異なる文化や習慣を尊重した活
動を展開出来る人材を育成しています。現場への理解か
ら先端科学技術の習得まで、教員、内外の共同研究者と
ともに研究室で、そして、フィールドで学ぶ充実した大学
院教育を実施し、農業とその関連産業、農村、国際社会
の発展に貢献できる人材を送り出しています。講義は英語
で行われます。

国際農業開発学専攻

指導教授・准教授（博士前期・後期課程）   平成 28 年 4 月 1 日現在

指導教授・准教授（博士前期課程）   平成 28 年 4 月 1 日現在

氏　　名 	小塩　海平　教授
KOSHIO  Kaihei

研究テーマ 	熱帯園芸作物の化学的生育制御
Chemical Control of Tropical Horticultural Crops

氏　　名 	足達　太郎　教授
ADATI  Tarô

研究テーマ 	総合的害虫管理
Integrated Pest Management

氏　　名 	入江　憲治　教授
IRIE Kenji

研究テーマ 	熱帯作物の遺伝的多様性に関する研究
Genetic diversity of tropical crops

氏　　名 	岩本　純明　教授
IWAMOTO  Noriaki

研究テーマ 	日本と開発途上国の比較農村開発論
Comparative Study of Rural Development in Japan and Developing 
Countries

氏　　名 	弦間　洋　教授
GEMMA Hiroshi

研究テーマ 	熱帯果樹の収穫後鮮度保持技術の研究
Study on postharvest technology of tropical fruits

氏　　名 	志和地　弘信　教授
SHIWACHI  Hironobu 

研究テーマ 	熱帯作物の生理生態に関する研究
Study on Morphology  and Physiology in Tropical Crops

氏　　名 	杉原　たまえ　教授
SUGIHARA  Tamae

研究テーマ 	農村開発と慣習
Rural Development and Traditional Customs

氏　　名 	高根　務　教授
TAKANE  Tsutomu 

研究テーマ 	アフリカ諸国の農業・農村開発
Agricultural and Rural Development in Africa

氏　　名 	板垣　啓四郎　教授
ITAGAKI  Keishiro

研究テーマ 	アジア地域における食料需給と食料政策
Demand and Supply of Food and Food Policy in Asia

氏　　名 	田中　信行　教授
TANAKA Nobuyuki

研究テーマ  熱帯荒廃地の緑化、森林生態系の自然再生、気候変化の
植生への影響評価
Rehabilitation of degraded lands in tropics, restoration of natural 
forest ecosystems, and climate change impact on vegetation

氏　　名 	中西　康博　教授
NAKANISHI  Yasuhiro

研究テーマ 	熱帯環境における栄養動態・影響に関する研究
Nutrients Dynamic and Impact in Tropical Environment

氏　　名 	夏秋　啓子　教授
NATSUAKI  Keiko, T.

研究テーマ 	植物病原の同定と多様性解析
Identification and Diversity Analysis of Plant Pathogens

氏　　名 	山田　隆一　教授
YAMADA Ryuichi

研究テーマ 	アジアの貧困農村地域における農業経営問題の解明
Problem identification of farm management in poor rural areas of Asia

氏　　名 	石川　雅之　客員教授
ISHIKAWA  Masayuki

研究テーマ 	植物ウイルスの増殖機構に関する研究
Studies on the Mechanisms of Plant Virus Multiplication

氏　　名 	友岡　憲彦　客員教授
TOMOOKA  Norihiko

研究テーマ 	アジア Vigna属植物遺伝資源の多様性とその育種的利活用
Diversity and Use of the Asian Vigna Genetic Resources

氏　　名 	眞岡　哲夫　客員教授
MAOKA Tetsuo

研究テーマ 	植物ウイルス病の同定・診断・解析に関する研究
Studies on Identification, Diagnosis and Characterization of Plant Virus Diseases

＊博士後期課程は環境共生学専攻指導教授
（P32参照）

院生の受入可否については、必ず事前に確認してください

院生の受入可否については、必ず事前に確認してください
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カリキュラム（平成 29 年度）

国際農業開発学専攻

授 業 科 目 単位 講 義 内 容 授 業 科 目 単位 講 義 内 容

授 業 科 目 単位 講 義 内 容

生物生産科学特論
生物生産科学特論実験
生物生産科学特論演習

2
2
2

安定した熱帯作物生産に求められる作物学、園
芸学、作物保護学、農業環境科学、生態学など
の諸理論を総合的に講述し、問題点やその解決
手法の発見と実践を可能にする学識・技術を講
述する。

国際農業開発学特論
国際農業開発学特論演習１
国際農業開発学特論演習２

2
2
2

途上国の貧困削減と所得向上に向けた農業開発
の戦略と手法、技術の開発・普及・農業者教育、
農業経営の計画と実行、農産物流通と貿易につ
いて包括的に講述する。また世界の食料安全保障、
環境保全に配慮した農業・農村開発、ジェンダー・
イシュー、国際農業協力のあり方について講述
する。

熱帯作物学特論 2 熱帯作物学、作物生理学、育種学における基礎 
理論から最近の研究動向について講述するとと
もに、研究対象の作物もしくは生産環境につい
て講述する。

熱帯園芸学特論 2 園芸作物に係わる栽培、加工、流通、貯蔵、消
費などの知識や技術を講述し、人口・食料問題
あるいは環境問題における園芸学の役割につい
ても講述する。

熱帯作物保護学特論 2 熱帯農業における作物保護の背景と現状を、各
地域の事例に基づき把握するとともに、植物病
理学や応用昆虫学のほか、分子生物学や生化学、
生理学、生態学など諸分野における最新の知見
をとりいれ、環境保全型の総合的病害虫管理に
ついて講述する。

農業環境科学特論 2 安定・持続的な食料生産を実現するため、活性
窒素などの農業由来物質や物質循環の変化に起
因する環境問題について、その理論、調査実例、
対策技術を講述する。

農業開発経済学特論 2 開発経済学を農業・農村開発に適用し、農業・農
村開発の課題と目的、伝統的農業の性質、既存の
農業開発理論の系譜をたどり、伝統的農業を近代
化していくうえでの前提条件、外部条件とその変
化、考慮すべき事柄を念頭におきつつ、近代化離
陸へのプロセスとメカニズムを講述する。

農村開発協力特論 2 農村社会学および農業経営学の理論に基づい
て、農村地域の開発と協力について実証的に講
述する。具体的には、自然的・社会経済的条件
に適合した技術選択、技術導入・普及、担い手
育成および住民組織化などである。

英語論文作成法 2 各種の英語論文を読み、そのスタイルや表現を
学ぶとともに、熱帯農業および国際協力に関わ
る国際誌を批判的に解読できる読解力および執
筆能力を修得する。そのうえで、指導教授の指
導のもとに英語による論文を筆頭著者として執
筆し、査読付き学術誌に掲載する。

論文作成法 2 指導教員より指導を受けて執筆および執筆にか 
かわるプロセスを理解し、査読付き学術誌（和
文、英文、原著、短報問わず、学協会誌、大学
紀要、およびそれに準じる学術誌）に筆頭著者
として論文を執筆し掲載する。

英語によるプレゼンテー
ション法

2 指導教員より指導を受けて英語によるプレゼン
テーションの準備から発表までのプロセスを理
解し、国際学会あるいはセミナー等で英語によ
り研究発表（口頭あるいはポスター）を筆頭著
者として行う。

サイエンスコミュニケー
ション法

2 指導教員より指導を受けてプレゼンテーション
の準備から発表までのプロセスを理解し、学協
会での口頭あるいはポスター発表を筆頭著者と
して行う。

国際協力のための英会話 2 国際協力に必須な英会話を、国際協力の様々な
場面ごとに修得するとともに、語学のみなら
ず、国際理解のために必要な思考方法も深める。
英語が母語である院生については日本語検定な
どの公的検定試験によって証明された語学力を
もって評価することもできる。

情報処理・文献検索 1 Web of Scienceや Scopusなど、様々な文献検
索エンジンの特徴を学び、有効な活用法を学ぶ。
また、End Noteによる文献整理技術を習得する。

フィールド調査 2 指導教員あるいは指導教員に委嘱された研究者
の指導の下に、内外を問わずフィールド調査を
行い、フィールド調査の手法に理解を深め研究
を推進する。

コンピュータ演習 2 国際農業開発学の修士論文をまとめる上で必要
なコンピュータの使用方法について、基本的な
ソフト（ＭＳワード・エクセル・パワーポイン
トなど）の操作方法、統計処理ソフトの操作方
法、情報収集の手段であるインターネット等の
各種メディアの活用方法・検索・分析などにつ
いて学ぶ。

プロジェクトサイクルマ
ネジメント

2 PCMの目的とそのアプローチの仕方、プロジェ
クトの案件形成に PCMを適用した場合の効果
を学び、関係者分析・問題分析・目的分析・プ
ロジェクト選択の規準を習得した後、具体的な
事例に則して PDMを作成し、それをもとに演
習参加者が相互に討論する。

特別講義 2 学内外で実施される学会や研究機関のシンポジ
ウム、ワークショップ、研究集会へ参加し、専
門的・学際的知識を蓄積することを目的とする。
担当教員によってあらかじめ指定された講義に
出席し、レポートを提出するとともに、教員の
指導によりその理解を深める。

国際農業開発学特別演習 8 論文作成等に関わる研究指導。

国際農業開発学特別研究 4 博士論文作成のための研究指導を指導教員から
受けるとともに、定期的に専攻内外で研究計画
および研究実施状況について報告をおこない、
研究内容の深化と発展を図る。

博士後期課程

博士前期課程

学生論文のテーマ（平成27年度修了者）

博士前期課程

博士後期課程

一條　香奈恵 有機質肥料および微生物資材の施用がエダマメの生育、収量および品
質に及ぼす影響−土壌の微生物多様性・活性に着目して−

岡田　千春 Study on Fertilizer Responses of Organically, Conventionally and 
Hydroponically Grown Tomato (Micro-Tom)

Ghulam Hazrat Qasemi
Effect of Gibberellin and Removing Inflorescence with Phosphorus 
Application on Flowering of “Irwin” Mango (Mangifera indica L.) 

邱　仲宏 ダイジョ(Dioscorea alata L.),ジネンジョ(D. japonica)およびナガイモ 
(D. polystachya)種内の遺伝的変異の解明

Gulbuddin Gulab
Physiological Study of Tomato Fruit (Solanum lycopersicum) to Keep 
Freshness under High Temperature Condition

鵜家　綾香 東アフリカ産Rice yellow mottle virusの性状解析および検出法の開発

坂本　彩 アジアにおけるAllium属ウイルスの発生とその同定
髙田　花奈子 ダイジョ（Dioscorea alata L.）の生物的窒素固定能に関する研究
比嘉　脩人 イチジク果実における不飽和脂肪酸の処理が果実成熟、エチレン生成

および代謝産物に及ぼす影響
Lutfullah　BEHZAD

Character ist ics and Control of Fungal Tomato Diseases in 
Afghanistan

尹　堵鉉 日韓における農業の6次産業化と農商工連携に関する比較研究
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◎世界の農業・食料・環境に社会科学でアプローチ

農業経済学専攻は、農業および食料、環境の諸
分野において、経済・経営・社会・地理・歴史等の
社会科学の多面的な知識を身に付け、高い分析能力
と論理的思考能力を持った研究者および高度専門技
術者を養成しています。
本専攻のカリキュラムは、農業経済学、農政学、
食料経済学を基幹科目（特論および特論演習）として、
専門領域における特論、総合演習を設置しています。
これによって、国際的な視野に立った専門的な知識と
研究手法を体系的に修得するとともに、プレゼンテ
ーション能力や問題解決能力を学修できるように配
慮されています。
修了生は、大学教員などの研究者や企業・団体の
職員として活躍しています。

指導教授・准教授（博士前期・後期課程）   平成 28 年 4 月 1 日現在

氏　　名 	高柳　長直　教授
TAKAYANAGI  Nagatada

研究テーマ 	フードシステムの空間構造に関する経済地理学的研究
Economic Geographical Study on Global Food Systems

氏　　名 	大浦　裕二　教授
OURA Yuji

研究テーマ 	食品マーケティングと消費者行動に関する研究
Study on Food Marketing and Consumer Behavior

氏　　名 	金田　憲和　教授
KANADA  Norikazu

研究テーマ 	農産物貿易の計量経済学的研究
Econometric Study on Agricultural Trade

氏　　名 	上岡　美保　教授
KAMIOKA Miho

研究テーマ 	食料消費構造の変化と食育に関する社会科学的研究
Economic Study on Food Consumption Structure and Food and 
Nutrition Education ( Shokuiku )

氏　　名 	北田　紀久雄　教授
KITADA Kikuo

研究テーマ 	農業経営の経営管理と農業情報に関する研究
Study on Business Administration and Information of Farm Management

氏　　名 	菅沼　圭輔　教授
SUGANUMA  Keisuke

研究テーマ 	アジアの農業・農村開発問題に関する研究
Study on the Problems of Agriculture and Rural Development in Asia.

氏　　名 	立岩　壽一　教授
TATEIWA  Toshikazu

研究テーマ 	世界の農業及び農業問題に関する研究
Study on World Agriculture and Agricultural Problems

氏　　名 	田中　裕人　教授
TANAKA Hiroto

研究テーマ 	環境評価に関する研究
Study on Environmental Valuation

氏　　名 	寺内　光宏　教授
TERAUCHI  Mitsuhiro

研究テーマ 	食料需給に関する計量経済学的研究
Econometric study on food demand and supply.

氏　　名 	友田　清彦　教授
TOMODA  Kiyohiko

研究テーマ 	農・食・環境に関する歴史的研究
Historical Study on Agriculture, Food and Environment

氏　　名 	原　珠里　教授
HARA  Juri

研究テーマ 	農村生活及びジェンダーに関する社会学的研究
Sociological Study on Rural Life and Gender

氏　　名 	堀田　和彦　教授
HOTTA  Kazuhiko

研究テーマ 	農商工連携による地域活性化に関する研究
Study on Rural Revitalization by the Agriculture, Commerce and 
Industry Network

氏　　名 	吉野　馨子　教授
YOSHINO Keiko

研究テーマ 	日本、「第三世界」の資源利用管理と地域社会に関する研究
Study on Resource management and Local Community in Japan 
and Third World

農業経済学専攻

院生の受入可否については、必ず事前に確認してください
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カリキュラム（平成 29 年度）

農業経済学専攻

学生論文のテーマ（平成27年度修了者）

博士前期課程

博士後期課程

岩井　勇輔 離島における架橋による産業への影響　　　　　　　　　　　　　　
—長崎県松浦市鷹島を事例として—

斉　彬 中国の農村における就業構造の変化が農業経営に及ぼす影響に関する
研究—遼寧省阜蒙県M集落を事例として−

下村　明德 明治前期における西洋野菜栽培の展開と食生活—津田仙と学農社『農
業雑誌』による啓蒙活動を中心に—

卓　佳樺 台湾における食品安全に対する消費者意識及び購買行動に関する研究
—台北都市圏を対象として—

于　蓉蓉 中国黄土高原における草食家畜飼養の展開と飼料確保に関する研究
−山西省のヤギ・羊を事例として−

呉　双 中国における落花生産業の展開に関する研究　　　　　　　　　　　
—遼寧省における落花生産業の支援策の分析—

中西　翔 農村地域におけるスポーツ・ツーリズムによる地域振興の取り組みと課
題—江田島市と伊東市の市民マラソン大会を事例として—

山﨑　祐輔 ナレッジマネジメントの視点から分析する水田農業における6次産業化
成功の要因に関する研究

吉田　均 米国種子市場における寡占化と反トラスト規制の緩和

MAKOSA Dan Developing the Rice Markets in Uganda：A Value Chain Analysis

授 業 科 目 単位 講 義 内 容 授 業 科 目 単位 講 義 内 容

農業経済学特論Ⅰ
農業経済学特論Ⅱ
農業経済学特論演習Ⅰ
農業経済学特論演習Ⅱ

2
2
2
2

経済学及び歴史学・社会学、統計学の理論と手
法を学び、その応用経済学の一つとしての農業
経済学を深める。特に農業と食料経済の実態、
農業と環境との関わり、農業発展の歴史的動向、
各国農業の現状等について国内・国際的視点か
ら理論的・実証的に解明する。

農政学特論Ⅰ
農政学特論Ⅱ
農政学特論演習Ⅰ
農政学特論演習Ⅱ

2
2
2
2

グローバルかつローカルな農業・農村・食料に
関する政策を中心に、協同組合、金融・財政、
地域社会に関する諸問題を、経済学、社会学及
び歴史学の理論と手法を用いて理論的・実証的
に解明する。

食料経済学特論Ⅰ
食料経済学特論Ⅱ
食料経済学特論演習Ⅰ
食料経済学特論演習Ⅱ

2
2
2
2

食料の生産・流通・消費の全国的及び国際的な
展開という変化を視野に入れ、それらに関する
問題を経済学的・地理学的観点から解明する。
とくに食料の生産・供給の地理学的接近、流通・
市場構造の理論的・実証的解明を行う。

農業法特論Ⅰ
農業法特論Ⅱ

2
2

食料・農業・農村に関する法制、すなわち、基 
本法、食品安全・表示・流通、農業に対する経
済的・技術的支援、経営・土地利用、行政・団
体組織等の法制について、現状分析をしつつ、
当面する課題の解決方向を究明する。また、関
連する実用法学を究明する。

農業貿易特論 2 経済理論によって農産物貿易および貿易に関わ
る政策を分析するための基礎を学ぶ。部分均衡
分析と２財ケースの一般均衡分析により国際市
場の価格メカニズムを検討する。

論文作成法 2 論文作成に当たって必要とされる的確な日本語
表記法、文献表記法、さらには基本的な全体構
成等について教授する。

プレゼンテーション法 2 プレゼンテーション方法の基礎およびその具体 
的・実践的な方法を教授する。

農業経済学総合演習 8 論文作成等に関わる研究指導を行う。

食品産業経済研究特論 2 食品企業・アグリビジネスの経済的特質・問題
点等をマーケティング論・流通論・消費者行動
論の視点から究明する。主な内容は、食品企業・
アグリビジネスのマーケテング戦略、農産物の
消費者行動等である。  

食料環境経済研究特論 2 循環型社会の視点から食料生産及び食料消費に
関する諸問題を農業経済学・環境経済学に依拠
して解明する。主な内容は、主として環境保全
型農業システムと地域資源循環システムについ
てである。

 計量経済学 2 農村調査、アンケート調査および各種統計資料
収集後における論文作成に必要な新しいデータ
処理・分析方法について教授する。

フィールド調査 2 本専攻における研究の特徴は、社会科学の側面 
から農村調査をふまえた理論的・実証的研究を
体系的に深めることにある。フィールドにおい
て適切な表現とヒアリングを可能とするコミュ
ニケーション能力を高めるための講義を行う。

研究発表手法論 2 指導教員より指導を受けて、学協会登録学会で
の口頭あるいはポスター発表を筆頭筆者として
行う。

農業経済学研究総合演習 12 論文作成等に関わる研究指導を行う。

博士後期課程博士前期課程
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国際バイオビジネス学専攻
◎世界の食・農・環境のビジネスを研究する

人類の持続的発展のために必要不可欠である食料の供給や
環境保全にかかわる経営組織体（バイオビジネス）の国際的発
展と経営理論の探求という社会的要請に応えるため、バイオビ
ジネス経営学、バイオビジネス情報学、バイオビジネス環境学
の3領域を配置し、研究・教育を展開しています。国内外で活
躍する実践的な経営管理専門家ならびに教育・研究・行政機
関などでバイオビジネスの発展に貢献する国際専門家の人材育
成をめざしています。

指導教授・准教授（博士前期・後期課程）   平成 28 年 4 月 1 日現在

氏　　名 	土田　志郎　教授
TSUCHIDA  Shiro

研究テーマ 	バイオビジネス経営管理に関する研究
A Study of Biobusiness Administration

氏　　名 	泉田　洋一　教授
IZUMIDA  Yoichi

研究テーマ 	バイオビジネス金融に関する研究
Study on Biobusiness Finance

氏　　名 	稲泉　博己　教授
INAIZUMI Hiroki

研究テーマ 	実践共同体における農業知識・情報システムに関する研究
Study on the Agricultural Knowledge and Information Systems in the 
Community of Practice

氏　　名 	渋谷　往男　教授
SHIBUYA Yukio

研究テーマ 	企業経営とマーケティング戦略
Corporate management and Marketing Strategy

氏　　名 	新部　昭夫　教授
NIBE  Akio

研究テーマ 	システムダイナミックスを利用した食料生産のモデリング
Modeling of Food Production Using System Dynamics

氏　　名 	畑中　勝守　教授
HATANAKA  Katsumori

研究テーマ 	バイオビジネス資源情報のデータベース化と分析に関する研究
Study on the Database and Analysis of Biobusiness Resource Information

氏　　名 	平尾　正之　教授 
HIRAO Masayuki

研究テーマ 	バイオビジネスマーケティングと消費者行動に関する研究
Study on Biobusiness Marketing and Consumer Behavior

氏　　名 	内山　智裕　准教授
UCHIYAMA Tomohiro

研究テーマ 	農業ビジネス経営に関する研究
Study on the Farm Business management

氏　　名 	鈴村　源太郎　准教授 
SUZUMURA Gentaro

研究テーマ 	バイオビジネスの経営者機能の解明
Research on the Competency on Biobusiness

コラム
　現代の企業経営には明確な倫理観、高度なマネージメント能力そして
国際性・戦略性が要求されます。本専攻では実際的な国際バイオビジネ
ス学の確立を目指して、世界の多様な食・農・環境分野のビジネスを対
象に、ビジネスの起業・発展に必要な理論と手法を教育研究します。世
界中から多くの留学生が集まり、バイオビジネス学を基本に世界の食・農・
環境ビジネスの発展とネットワーク化に向けた研究を展開しています。

国際バイオビジネス学専攻

学生論文のテーマ（平成27年度修了者）

博士後期課程

博士前期課程

DANGAASUREN BAYARSAIKHAN
モンゴル国における小麦生産の生産性に関する経済学的研究

大野　雄太 農村女性起業経営者の経営者特性と形成プロセスの評価
SAVILLE RAMADHONA

A Study of the Numerical Analysis of ICT and Sensor Network 
Applications toward Sustainable Coastal Fishery

REIHAN AKIRA
Freshwater Aquaculture in Bogor Regency, Indonesia

GARCIA, JOSEPH ANDREW
A Study of Consumers' Attitude toward Organic Vegetables in Metro 
Manila, the Philippines

CORNEL KIBONA
Impacts of the System of Rice Intensif ication (SRI) on Rice 
Production in Tanzania: The Ilonga- Msalabani Irrigation Scheme

FADHILLA IZZATY SYAUKAT
Improving Villagers' Livelihoods through Small Ruminants in Rural 
Indonesia: A Case Study of Petir Village, Bogor Regency, West Java

RISKINA JUWITA
ナツメグ製品の生産・販売の現状と販売拡大方策に関する研究 —イン
ドネシア西ジャワ州ボゴール県の事例から—

ZIBTSEV MAKSYM
A Study of the Impact of Political Instability in Ukraine to Agriculture 
Production

THANYAPORN MITKUL
Factors for the Success of Adoption of New Strawberry Variety in 
Northern Thailand :A Case of Ang Khang and Samoeng, Chiang Mai 
Province

NGUYEN THE HUY
ベトナムにおけるジャポニカ米の需要拡大可能性に関する研究

RAHEL KICHAWELE MSUYA
A Study of Semi-formal Microfinance Institutions in Tanzania : 
Challenges of BRAC and SACCOS

院生の受入可否については、必ず事前に確認してください
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カリキュラム（平成 29 年度）

授 業 科 目 単位 講 義 内 容 授 業 科 目 単位 講 義 内 容

授 業 科 目 単位 講 義 内 容

バイオビジネス経営学
特論Ⅰ
バイオビジネス経営学
特論Ⅱ
バイオビジネス経営学
特論演習Ⅰ
バイオビジネス経営学
特論演習Ⅱ

2

2

2

2

1．バイオビジネス経営学の基礎理論とその実証
方法について学ぶ。具体的には、バイオビジネ
スにおける経営倫理、組織構築の方法、経営者
能力や経営行動、経営管理、マーケティング、
プロジェクトマネジメント、ナレッジマネジメント、
経営の戦略や計画に関する基礎的な経営学理論
を学ぶ。さらに、こうした経営理論の実証のた
めの調査方法ならびに分析手法を実践例に即し
て学ぶ。
2．現代日本の農業ビジネスの現状や新時代農
業の方向についてテキストに基づいて幅広く学ぶ
とともに、そのような流れを背景とする農業を
核にしたわが国のバイオビジネスの経営成長と
評価に関する理論的課題について学び、この領
域に関する基礎知識の習得と研究能力の向上を
はかることを目標にしている。

バイオビジネス情報学
特論Ⅰ＊
バイオビジネス情報学
特論Ⅱ＊
バイオビジネス情報学
特論演習Ⅰ＊
バイオビジネス情報学
特論演習Ⅱ＊

2

2

2

2

バイオビジネスにおいて情報の収集、分析、情
報システム、組織的活用について学ぶ。情報の
収集ではインターネット等の各種メディアの活
用方法と検索等について、分析では多変量統計
分析やＯＲ等について、欧米ビジネスにおける
情報システムを例に、その活用方法（経営リス
クや環境経営への対処）や組織的運用のあり方
について学ぶ。

バイオビジネス環境学
特論Ⅰ＊
バイオビジネス環境学
特論Ⅱ＊
バイオビジネス環境学
特論演習Ⅰ＊
バイオビジネス環境学
特論演習Ⅱ＊

2

2

2

2

農業ビジネスの成立およびビジネス環境と経営
成長との相互関係を理論的実証的に教育研究す
る。バイオビジネス環境は自然環境のみならず、
政策・制度などの社会文化条件、市場態様や技
術変化などの経済条件を含む。とくに日本及び
発展途上国の農業を対象として、経営環境変化
と経営対応のあり方を探究し経営成長理論を深
化させる。

バイオビジネス人類学
特論＊

2 狩猟、採集、農耕という最もシンプルな食料獲
得の手段の検討を通じて市場（ローカル ･マー
ケット）、環境、コミュニティなど総合的な視
点（人類学的視点）から経済活動（バイオビジ
ネス）の発展方向をさぐる。

農産物国際マーケティ
ング特論

2 国際マーケティング戦略に関する基礎理論、
マーケティング・リサーチおよび農産物貿易の
現状、制度について教育研究する。

バイオビジネス経営主
体特論＊

2 経営者能力の形成と主体的で合理的な経営対応 
に関する理論と評価法、経営主体養成制度の課
題に関して教育研究する。

計量分析手法 2 経済活動や経営活動にともなう実証的な数量
データに対する計量分析の理論を解説し、そ
の分析手法の実際を教示する。分析ソフトは
Excel統計や SPSSを用いる。

バイオビジネス経営分
析特論

2 一般企業および農業経営の経営分析に必要な理
論と手法について学ぶ。具体的事例を取り上げ
て講義や演習を行うことにより、経営分析に対
する受講者の理解を深め、実践場面での応用能
力を養う。

生態系保全農業特論＊ 2 アグロエコロジーを基礎とし、世界各地の事例
を通して生態系のデザインと管理を学び、持続
的食料生産システムとしての地域農業の在り方
を考察する。

農業ビジネス経営学特論 2 生物資源、生命活動、地域循環、自然との共生
等をキーワードとするバイオビジネスの中でも
最も重要な位置を占める農業を対象にして、そ
の国際的位置や産業としての特性をふまえ、農
産物の生産から加工、流通、販売にいたる農業
ビジネスの理論について体系的に理解を深める
ことを目的にする。

農村開発・地域計画学
特論＊

2 資源は有限である。この枠組みの中で環境保全
の推進と農業生産力の向上を図るためには資源
の計画的利用が必要不可欠になる。そこで、本
特論では農村の土地資源に焦点を当て土地資源
利用計画及び農村計画の理論と方法を習得する。

空間情報解析学特論 2 地理情報システム（GIS）は、バイオビジネス
学のみならず自然科学、社会科学の各分野で広
く利用されている分析手法である。GISは、空
間の時間的変化、多層・多次元的変化、計量的
変化、位相幾何学的変化などを統一的に分析で
きる手法であり、分析結果から必要な情報を考
察することにより意思決定を支援する手法であ
る。本講義では、GISの基礎理論を修得するこ
とを目的とした講義を展開する。同時に、GIS
が実際に応用されている事例から、GISからも
たらされる意思決定の重要性について考察し、
GISによる意思決定における理論的考察力の育
成を目的とした講義を行う。

国際地域農業特論＊ アジアの食料・農業問題への理解を深め、農業 
問題を国際的な視野から捉える見方を養う。

バイオビジネス環境経
済学特論

2 企業のリスクマネジメントの一つとして環境対
応が不可欠となる中、経済活動がいかなる環境
影響を社会に及ぼしているか捉える必要があ
る。本科目は環境経済学の理論を理解し、バイ
オビジネスの環境コストと効果を経済評価する
方法を習得することを目標とする。

論文英語Ⅰ＊
論文英語Ⅱ＊

2
2

大学院では英語を用いた文献展望、論文執筆、
発表能力の習得が不可欠である。本科目では、
各院生が英語で社会科学的な論文作成能力と発
表能力を向上させることを目的とする。そのた
め、英語での執筆、発表、討論を反復し、英語
論文の表現、構成、展開について経験を蓄積し、
論文英語の基礎を習得する。

国際バイオビジネス学
特別総合演習＊

8 定期的に各院生が研究計画、実施状況、成果報
告を行う。報告準備として原稿作成方法を学び、
報告で発表スキルを鍛錬し、指導教授や他院生
との討論を通じて研究を深化させる。他院生の
研究内容を学び、広くバイオビジネス学の知識
を涵養する。

上級フィールド調査計
画・実践論＊

2 バイオビジネスの経営者を対象とした経営調査
を行うための、調査票の作成、インタビュー法、 
調査結果の取りまとめを、実際の営農現場で実
践して修得する。

プロジェクト調査計画論＊ 2 バイオビジネス学は経営、情報および環境分野 
に三大別され、それぞれの研究手法が同一では
ない。本科目では、各指導教授が専門領域での
調査研究方法論を教授する。各院生の研究課題
を題材として、それぞれの調査研究目的・方法
等の研究の理論的枠組を精緻化する。

上級論文英語Ⅰ＊
上級論文英語Ⅱ＊

2
2

博士後期課程では英語での学位論文作成能力と
国際会議などでの発表能力を習得することを目
的とする。各院生が自分の研究成果を実際に
英語で執筆、発表、討論する経験を深化させ、
publishableな高水準の英語論文の作成を目指す。

特別研究総合演習＊ 12 定期的に各院生が研究計画、実施状況、成果報
告を行う。報告準備として原稿作成法を精緻化
し、報告で発表スキルを習得し、指導教授や他
院生との討論を通じて研究水準を高度化させ
る。他院生の研究内容を学び、広くバイオビジ
ネス学と関連分野の知識を深化させる。

博士後期課程

博士前期課程

＊全部あるいは一部を英語で授業する科目
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環境共生学専攻
◎環境共生社会の実現を科学する

地球温暖化や環境汚染など生物や健康への影響は深
刻化しています。こうした問題を解決するためには、環境
と共生できる社会の実現をめざさなければなりません。本
専攻は、広範な自然科学、社会科学ならびに人文科学の
融合により環境との共生を追究する総合科学の研究・教
育を意図して開設されました。なお、本専攻は、修士号
取得者の進学のほかに、特に社会人で一定のキャリアと研
究業績を有する者が入学できます。在勤、在宅のまま年2
回のスクーリングと論文指導を受け、実務上得た知識や技
術を基盤とし博士論文の作成をめざすこともできます。

指導教授・准教授（博士後期課程）   平成 28 年 4 月 1 日現在

氏　　名 	樫村　修生　教授
KASHIMURA  Osamu

研究テーマ 	運動生理学、高所医学、循環、スポーツ機能性食品
Exercise physiology, high altitude medicine, circulation, functional 
food factors in sports

氏　　名 	板垣　啓四郎　教授
ITAGAKI  Keishiro

研究テーマ 	アジア地域における農業開発と食料・農産物の輸出拡大の可能性
Agricultural development and the possibility of increased export for 
food and  agricultural products in Asia

氏　　名 	上岡　洋晴　教授
KAMIOKA  Hiroharu

研究テーマ 	統合医療のシステマティック・レビュー、介入・観察研究
	 における研究方法論

Systematic review on complementary and alternative medicine, 
research methodology of interventional and observational studies

氏　　名 	田中　尚人　教授
TANAKA  Naoto

研究テーマ 	微生物資源の応用利用
Application of microbial resources

氏　　名 	濱野　周泰　教授
HAMANO  Chikayasu

研究テーマ 	樹木の分布と地域環境要因
Distribution and regional environment factor of trees

氏　　名 	古庄　律　教授
FURUSHO Tadasu

研究テーマ  食品の機能性に関する研究・ビタミンAの代謝に関する研究
Study in the functional foods / Study in the metabolism on vitamin A

氏　　名 	両角　和夫　教授
MOROZUMI  Kazuo

研究テーマ 	地域資源を活用して取り組む環境と経済が両立する地域社会の構築
Sustainable community development focusing on local resources

氏　　名 	鈴木　伸一　客員教授
SUZUKI  Shin’ichi

研究テーマ 	植物群落の植物社会学的分類とその体系化
Phytosociological study on vegetation classification and the systematization

環境共生学専攻

農業ハウス内での熱中症予防対策（運動生理学）

院生の受入可否については、必ず事前に確認してください
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学生論文のテーマ（平成27年度修了者）

博士後期課程
島田　美樹子 慢性腎臓病血液透析患者に対する食物繊維ミニゼリーの開発
上原　由美 慢性腎臓病患者に対する洗米によるリンおよびカリウム低減の食事療

法に関する研究

赤池　一彦 混作や間作など作付構成の多様化を利用した野菜の有機栽培に関する
研究

北湯口　純 地域在住高齢者の運動器の疼痛が転倒とその危険因子に与える影響に
関する疫学研究

コラム

カンボジア農村における野蚕の養蚕普及と製品の商品化
　カンボジアは、農業をベースとした東南アジアの後発途上国である。懸
命に国づくりに励んでいるが、農村を中心に依然として貧しい。貧しい理
由の一つに、高い市場性をもつ農林水産物やその製品が少ないことが挙
げられる。
　そこでいま、野蚕の養蚕を通じて生糸を取り出し、それを織り込み製品
化して市場へ販売する活動が注目されている。カンボジアではその緒につ
いたばかりであるが、タイやベトナム、インドネシアではカンボジアに先立
って、その製品化と商品化に取り組んでいる。野蚕から取り出される生糸
は、軽くて丈夫なうえに紫外線をカットする機能性を有しており、消費者
の潜在的ニーズはきわめて高い。
　貧しい農家の間で、野蚕を養蚕し、生糸を編んで製品化し販売していけ
ば、仕事の機会が増え、追加的な所得が確保される可能性が高い。この
普及と製品化・商品化のために、カンボジア政府と一体となった国際協力
は欠かせない。このことを問題意識とした学位論文が完成した。

環境共生学専攻

エリ蚕から取れた生糸を紡ぐカンボジア農家の女性

授 業 科 目 単位 講 義 内 容 授 業 科 目 単位 講 義 内 容

環境共生生物学特論Ⅰ
環境共生生物学特論Ⅱ
環境共生生物学特論実験

2
2
2

1．伝統発酵食品や天然物に生息する微生物（主
に、酵母や乳酸菌）を探索し、機能性のある微
生物の可能性の講義をする。また食品の安全や
新規食材の品質評価を行い、食そのものの拡大
の可能性を学ぶ。
2．人間を中心とする生物の自然環境に対する生
体反応、つまり適応および不適応のメカニズム
を生理学・医学的観点から追求する。また、健
康食品の効果を主に実験動物によりメカニズム
を解明する。
3．本特論では食品原料の物理・科学的特性な
らびに加工特性を学び、各食品における流通・
保蔵技術を理論的・実証的に理解する。また、
食品加工に必要な加工理論と実践的加工技術を
総合的に学び、今後の加工食品の将来展望につ
いて考察する。
4．未開拓な食材の活用や微生物をはじめとす
る新規食材を環境中から探索をする。また個々
の機能性についても評価し、さらに食の安全や
豊かな生活に貢献する道筋を探る。

環境共生資源学特論Ⅰ
環境共生資源学特論Ⅱ
環境共生資源学特論実験

2
2
2

1．人間を含む生物の生存環境として地域資源
の重要性はいうまでもない。特に資源・エネル
ギー利用に際しては、資源本来のもつ循環機能
を十分に認識して活用する必要がある。本特論
では生産環境のみでなく生活環境の面から地域
資源の活用について追究する。

環境共生地域学特論Ⅰ
環境共生地域学特論Ⅱ
環境共生地域学特論実験

2
2
2

1．国内外における地域農業の展開を、環境・
資源─生産─加工・流通─消費─貿易に連なる
フ ードシステムの枠組みに沿ってグローバルな
視点でとらえ、その特質と課題を明らかにする
とともに、課題解決の手法を提示する。
2．環境共生社会を実現するために、無機的環
境と生物による環境形成、それらと人の生活の
関係について、方向性と課題・対応を総合的に
論述する。
3．人文学と農学にまたがる学際的研究の一つ
の試みとして、仏教の環境に対するアプローチ
を考察する。
4．Bioethicsの概念を最初に導入した Potterの
“Bioethics”を読み、この言葉の本来的な意味
について考察する。

環境共生学特別総合演習
環境共生学特別総合実験

4
2

論文作成等に関わる研究指導
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生物生産学専攻
◎オホーツク！生物資源の宝庫で徹底サイエンス！

生物生産学専攻では、農学、林学、畜産学、バイオサ
イエンスに自然生態学カテゴリーを加え、野生動植物の多
様性の保全を含めた生物生産に関する資源開発ならびに
環境共生など、21世紀の生物産業が担う新しい側面を視
野に入れた学部の教育理念を基盤にしており、その専門
領域をさらに高度に発展させることを目的としています。
本専攻は植物資源生産学分野と動物資源生産学分野の2
分野からなり、そのどちらもオホーツク圏の農業と自然に
関わる生物現象の中から課題を見つけ、基礎研究として
成立させながらも、最終的に生物産業に資する応用研究
を目指して取り組み、各専門領域における確かな知識を身

に着けた様々な課題に対応できる高い専門性を備えた指
導的役割を果たせる人材の養成を目指します。

指導教授・准教授（博士前期課程）  平成 28 年 4 月 1 日現在

氏　　名 	小栗　秀　教授
OGURI  Suguru

専門分野 	糖鎖生物学、植物分子生物学
研究テーマ 	植物における糖鎖とタンパク質の相互作用に関する研究

Study on the sugar chain-protein interactions in plants

氏　　名 	伊藤　博武　教授
ITOH Hirotake

専門分野 	作物生産管理学
研究テーマ 	畑作物の根系からみた栽培技術に関する研究

Study on the cultivation technic based on the root system in field 
crops

氏　　名 	亀山　祐一　教授
KAMEYAMA  Yuichi

専門分野 	動物生殖工学
研究テーマ 	哺乳動物の精子と卵子における発生工学

Developmental engineering in mammalian sperm and egg

氏　　名 	相馬　幸作　教授 
SOUMA Kousaku

専門分野 	動物栄養学、動物生産管理学
研究テーマ 	飼育下におけるエゾシカの栄養学的研究

A nutritional study of sika deer (Cervus nippon yesoensis) under farming

氏　　名 	寺澤　和彦　教授
TERAZAWA Kazuhiko

専門分野 	森林資源保全学
研究テーマ 	冷温帯および北方森林の生態と管理に関する研究

Ecology and management of cool-temperate and boreal forests

氏　　名 	吉田　穂積　教授
YOSHIDA  Hozumi

専門分野 	作物生産管理学
研究テーマ 	寒冷地畑作物の総合的生産管理法構築に関する研究

The development of the integrated crop production management 
technology on the cold latitudes area

氏　　名 	中村　隆俊　准教授
NAKAMURA Takatoshi

専門分野 	植物生態学、植物生態生理学
研究テーマ 	湿生植物の生態と生理

Ecophysiology of wetland plants

氏　　名 	平山　博樹　准教授
HIRAYAMA Hiroki

専門分野 	動物遺伝増殖学
研究テーマ 	家畜の改良増殖に関する分子生物学的研究

Molecular biological study on improvement and increased production 
of livestock

学生論文のテーマ（平成27年度修了者）

博士前期課程

生物生産学専攻

黒田　祐樹 オオアシトガリネズミの実験動物化に向けた行動特性の把握
長谷川　清香 新規白内障モデルマウス、nat の発症原因遺伝子の同定
濱口　朝日 体外で加齢させたマウス卵母細胞におけるミトコンドリアの機能と動態

授 業 科 目 単位

プレゼンテーション技術演習（一） 2

プレゼンテーション技術演習（二） 2

学術論文作成法（一） 2

学術論文作成法（二） 2

特別講義 2

特別認定（一） 2

特別認定（二） 2

特別認定（三） 2

特別認定（四） 2

生物産業学研究科共通科目

院生の受入可否については、必ず事前に確認してください
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生物生産学専攻

授 業 科 目 単位 講 義 内 容 授 業 科 目 単位 講 義 内 容

植物資源生産学特論（一）
植物資源生産学特論実験（一）

2
2

植物は、陸圏の生物生産において無機物より有
機物を生産する重要な生産者である。このこと
から生物生産学の修得には、植物資源の保全、
環境に適合した植物生産、さらに新たな植物の
機能開発と植物資源の開発にかかわる教育が必
要である。植物資源生産学特論（一）では、既
存の植物資源の保全や生産にかかわる背景や現
状について理解するとともに環境に適合した植
物生産管理法や生物資源機能の新しい応用など
についての基礎的な知識も習得するものとする。

植物資源生産学特論（二）
植物資源生産学特論実験（二）

2
2

植物資源の生産利用にかかわるバイオテクノロ
ジー技術の理論とその応用例を学ぶ。従来から
組織培養と遺伝子組換え技術は作物生産を支え
る重要な技術となっている。これらの技術は植
物分子生理学に立脚した植物ホルモン作用機作
や環境耐性メカニズムを基礎としている。さら
に近年は本来植物が生産できない二次代謝産物
や有用タンパク質を植物に生産させる取り組み
がされている。本講義では他に作物のゲノム解
析の現状とその利用についても述べる。

動物資源生産学特論（一）
動物資源生産学特論実験（一）

2
2

動物資源生産を扱う専門領域は広く、農学、畜
産学、生態学に渡っている。動物の多様性の保
全を含めた生物生産は総合科学と位置付けら
れ、新しい動物資源の開発や環境保全に配慮し
た動物資源生産の拡大、さらに動物資源機能の
新しい応用などにかかわる教育が必要である。
動物資源生産学特論（一）では、まず、既存の
動物資源の生産にかかわる背景や現状など基礎
的な知識を習得する。

動物資源生産学特論（二）
動物資源生産学特論実験（二）

2
2

食料自給率の向上、新規動物資源の開発、資源
動物種の減少など、動物資源の生産には多くの
課題があるが、これらの課題は複合的な専門領
域で扱われてきている。本講（一）では、その
生産にかかわる複合的背景と現状を基礎的に学
んだ。本講（二）ではさらに新規動物資源の開
発、多様な環境に配慮した資源生産の拡大、動
物資源機能の新しい応用などについて、動物育
種・繁殖及び動物バイテクの観点から現状や最
新の話題、課題について学び、総合的な知識か
ら将来について考える力を養う。

植物バイオテクノロジー特論 2 近年、抗体医薬などの組換えタンパク質の宿主
として植物の有する高生産性が注目されてい
る。植物バイオテクノロジーは植物細胞の分子
生物学に立脚しており、本特論ではこれらの知
識の基礎となる遺伝子発現制御、細胞内輸送、
植物特有の翻訳後修飾過程である糖鎖生合成経
路とその役割について講義する。さらに植物の
環境応答メカニズムの分子機構の解明と、環境
耐性植物の作出についても学ぶ。

作物生産管理学特論 2 作物の生産向上には、その遺伝的能力が最大限
に引き出される最適な生産環境を構築し、管理
維持することが必要である。作物生産管理学特
論においては作物生産環境の基盤となる土壌と
作物への栄養供給に関する理論、作物生産環境
に適合した作物の栽培技術に関する理論、生産
環境での作物と他生物との相互関係に関する理
論を教授し、最適な作物生産管理を行う際のこ
れら各理論の総合的な関連性について理解する
ことを講義の目的とする。

植物資源保全学特論 2 現在、身近な自然が急速に失われつつあり、わが
国においても生物多様性基本法が成立するなど、
野生生物の保全への関心が高まっている。本講義
では、湿原、海浜植生、森林群落などの自然環境
を対象として、植物生態学、植生管理学、森林保
全学などの視点から、保全に関する実例を交えて、
自然環境の保全と再生に関する理解を深める。

食料生産学特論 2 地球上の爆発的な人口増加と環境の悪化は、現
在、世界の安定した食料供給に大きな影響を与
えている。食料生産学特論は、主に陸圏の動植
物を対象に未活用バイオマスなどを利用した
新規食料資源開発に関する講義とともに、近年
食料生産現場で新たに生じている食料の生産
を抑制する要因について、地域的規模から世界
的規模までの事例を講義し、安心・安全で環境
に負荷をかけない持続的な食料生産法につい
て理解を深めることを目的とする。

動物生産管理学特論 2 動物生産管理学は動物生産学、動物栄養学、飼
料資源学、動物管理学など扱う学問領域は広い。
また、動物生産は新規動物生産の発展により、
既存の畜産業の枠組みに当てはまらなくなって
いる。一方、環境保全や生命倫理の観点から、
生産効率や経済優先の考え方を見直す時代に来
ている。産業としての新規動物生産管を通して
動物生産管理学を学ぶ。

動物資源管理学特論 2 本特論で扱う動物資源とは家畜、実験動物、野
生動物である。家畜種・実験動物の遺伝資源に
ついては、国内外における保存事業の現状を紹
介し、それら種の特性を明らかにして、その管
理の意義を解説する。一方、野生動物は保全生
態学の考え方や、生態系の維持機能における各
種の役割から保全管理の意義を解説する。資源
管理については、動物資源の価値を背景に分子
生物学、家畜育種学（経済形質）、個体群・群
集生態学の各分野において包括的に講述する。

細胞工学特論 2 細胞工学は細胞培養を基礎とし、細胞融合、核
移植、遺伝子導入などによって細胞の持つ遺伝
的な性質を人為的に改変することにより、新た
な機能をあるいは性質を持つ細胞、さらにはそ
れらによって構成される組織や生命体を構成す
る技術である。本講義では植物および動物細胞
の性質・機能について解説しながら、細胞培養、
細胞改変技術とその原理、有用性、革新性、実
用例、将来的な展望について紹介する。

動物バイオテクノロジー
特論

2 動物バイオテクノロジーとは、主に哺乳動物の
生殖細胞や胚を人為的に操作し、個体の再生、
遺伝子発現の制御、遺伝子導入による有用個体
の作出などを行う技術であり、発生工学あるい
は生殖工学などともよばれている。本特論では
発生工学の基本原理を解説するのみならず、生
物産業にかかわる遺伝子改変動物を用いた哺乳
動物の遺伝子発現機構の解析など、最新技術、
問題点から今後の展望について講述する。

保全生態学特論 2 保全生態学は、基礎生物学、基礎生態学、進化
生態学、生物地理学、遺伝学など広範な学問領
域に基づいた応用的学問である。また、近年の
地球環境問題への意識の高まりとともに、さら
に様々な学問・研究分野を取り込みながら現在
も急速な発展を続ける新しい学問でもある。本
詳論では、生態系を構成する様々な階層で表現
される生物多様性について、多面的な視点から
その維持機構について論じるとともに、最新の
研究事例を交えながら保全の方策などについて
講ずる。

生物生産学特別総合実験 10 修士論文作成のために実施する専門実験をとおし
て、論理的思考能力、分析能力、コミュニケーショ
ン能力等を身につけさせる。さらに植物資源生産
学持論実験（一）（二）、動物資源生産学持論実験
（一）（二）、プレゼンテーション技術演習（一）（二）、
学術論文作成法（一）（二）、特別認定（一）～（四）
を通して養われた実験や調査の遂行能力に加え、
学会発表や投稿論文作成等の実践的経験を積みな
がら研究成果をまとめ、表現する能力を高める。
このような一連の実験や演習により、各研究テー
マの計画策定から計画の実行、結果のまとめ、研
究成果のプレゼンテーションに至る総合力を養い
つつ修士論文を完成させる。

博士前期課程
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◎オホーツクから地球の未来を創造する

氷結する海域であるオホーツク海は我が国の水産業や
環境問題の将来を左右する重要な海であると言われており、
オホーツク海をフィールドとした教育・研究は温暖化等の
地球環境変化の影響予測に大いに貢献します。本専攻では、

氷海域特有の知識や技術を身につけ、研究をリードする
研究者を育て、氷海域での水産学と環境学についての専
門性の高い指導的役割を果たせる人材の養成をめざします。

指導教授・准教授（博士前期課程）  平成 28 年 4 月 1 日現在

氏　　名 	渡邉　研一　教授
WATANABE  Kenichi

専門分野 	魚病学、魚類防疫学、水圏微生物学
研究テーマ 	魚介類の安定生産のための安心・安全な防疫学

How do we prevent the fish diseases with reliable and secure methods?

氏　　名 	小林　万里　教授
KOBAYASHI Mari

専門分野 	海生哺乳類学
研究テーマ 	海生哺乳類の行動・生態に関する研究とその保全管理

Invetigation on ecology of marine mammals and it's conservation 
management

氏　　名 	塩本　明弘　教授
SHIOMOTO  Akihiro

専門分野 	化学海洋学、生物海洋学
研究テーマ 	水圏環境と植物プランクトン生産性に関する研究

Aquatic environment and phytoplankton productivity

氏　　名 	白井　滋　教授
SHIRAI  Shigeru

専門分野 	進化生物学、集団遺伝学、水圏動物学
研究テーマ 	水圏動物の進化生物学に関する研究

Evolutionary biology of aquatic animals

氏　　名 	瀬川　進　教授
SEGAWA Susumu

専門分野 	無脊椎動物学、動物生理学、海洋環境学
研究テーマ 	海洋環境と頭足類

Marine environment and cephalopod biology

氏　　名 	千葉　晋　教授
CHIBA Susumu

専門分野 	進化生態学、ベントス生態学
研究テーマ 	進化生態学の水産資源管理への応用

Application of evolutionary ecology to fisheries management

氏　　名 	西野　康人　教授
NISHINO Yasuto

専門分野 	氷海生態学、水圏生態学
研究テーマ 	氷海と海草藻場の低次生産層に関する研究

Marine ecosystems of lower trophic levels in the ice-covered sea 
and seagrass bed

氏　　名 	中川　至純　准教授
NAKAGAWA Yoshizumi

専門分野 	浮遊生物学、生物海洋学
研究テーマ 	氷海のプランクトンの生態に関する研究

Plankton ecology in the ice-covered sea

氏　　名 	松原　創　准教授
MATSUBARA Hajime

専門分野 	水圏生殖生物学、増養殖学
研究テーマ 	水圏生物の生殖生物学、オーガニック養殖システムの開発

Reproductive biology of aquatic animals, Development of organic 
aquaculture system

アクアバイオ学専攻

学生論文のテーマ（平成27年度修了者）

博士前期課程
樋口　亜弥子 プロバイオティクスを用いるシオミズツボワムシ培養の安定化
水野　米利子 ゼニガタアザラシの歴史的分岐背景を考慮した北海道内における集団

遺伝構造

諸星　綾 北海道に生息・来遊するゼニガタアザラシとゴマフアザラシの近年の成
長様式と繁殖生態に関する研究

新井　優一 ゴマフアザラシとゼニガタアザラシのランドマーク法による雌雄・成長
段階の頭骨の形状比較

院生の受入可否については、必ず事前に確認してください
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カリキュラム（平成 29 年度）

アクアバイオ学専攻

授 業 科 目 単位 講 義 内 容 授 業 科 目 単位 講 義 内 容

オホーツク水産生物学
特論（一）
オホーツク水産生物学
特論実験（一）

2

2

農業と異なり、水産業は自然状態の資源を直接
利用するという側面を色濃く持っている。従って、
水産研究では農業分野に比べるとより基礎的な
生物学領域の比重が高い。分類、生態、生理、
遺伝など生物学諸分野における共通テーマとして
統計学的思考がある。本特論では、実例を通し
ながら、研究発表や論文作成に必要な統計学的
な技法とその基本的な考え方について講義する。

オホーツク水産生物学
特論（二）
オホーツク水産生物学
特論実験（二）

2

2

世界の人口は60億を越え、今後、地球規模で
食糧不足が起こる可能性は高い。したがって、
効率的な食糧生産技術の開発が望まれている。
水産養殖学は水産資源生物の繁殖や育成および
その環境を積極的に管理して、最終生産物まで
育成する技術に関わる学問で、水産増殖とは相
互に関連した学問領域である。本特論では、水
産資源動物の生殖特性などの生命現象や育成環
境について理解を深め、育種や種苗生産に係わ
る養殖学全般について考究する。

オホーツク水圏環境学
特論（一）
オホーツク水圏環境学
特論実験（一）

2

2

オホーツク海の環境が、多様性に富み、生物量
の豊富なオホーツク海特有の生態系を支え、世
界有数の漁場を作り出している。近年、温暖化
の影響がオホーツク海にも表れ始め、生態系は
もちろん水産業への影響が懸念されている。環
境と生態系との関係を明らかにするうえにおい
て最も重要なことは、植物プランクトンへの栄
養供給メカニズムの解明である。本特論では、
オホーツク海特有の供給メカニズムを中心に海
洋環境について講義する。

オホーツク水圏環境学
特論（二）
オホーツク水圏環境学
特論実験（二）

2

2

オホーツク海は豊かな生物群が活動し続けてい
る世界有数の漁場であり、これはオホーツク海
特有の生態系とそれを支えている環境に依存し
ている。近年、地球環境の変動、特に温暖化か
ら受ける影響が懸念されるようになった。環境
変動の影響を予測するには、生態系を構成する
生物群集について様々な知識が要求される。本
特論では、オホーツク海特有の生態系とその構
成生物群集に関する知見を総観する。

水産増殖学特論 2 これからの水産業においても、魚介類の増養殖
は重要な分野である。増養殖法は、生態系のバ
ランスを考慮に入れる必要がある。現在、持続
可能かつ環境負荷のより少ない増養殖法が模索
されている。本講義では、対象生物の生物学特
性及び個体群・群集・生態系に関する生態学的
知見を基礎として、資源生物とその生育環境の
保全と利用について考察を深め、自然との調和
を考慮したオホーツク海における水産増養殖の
今後の展望について論ずる。

水産生態学特論 2 近年、様々な水産有用魚種で、資源量の著しい減
少が報告されており、世界規模の経済問題となっ
ている。この講義では、水産をベースとした応用
生態学を扱い、漁業活動による水圏生態系の歪み
とその解決策について、最新の知識を教授する。
個体群生態学、群集生態学、進化生態学的見地か
ら漁業活動について考え、生態系に対する漁業の
影響を知り、対策や解決策を学ぶ。

水族繁殖学特論 2 水圏生物では性転換やクローン発生、ゲノムの
変異（3倍体生物など）が自然に生じるなど、
遺伝的な機能制御が不確定である。したがって、
水産生物では、生殖および発生メカニズムをコ
ントロールすることによって、効率的に生産す
ることが可能となる。そこで、本講義では水圏
生物の生殖および発生メカニズムを学ぶととも
に、オホーツクの魚種を中心とした最先端の研
究を紹介し、食糧生産技術の開発の糧となるよ
うな講義を行う。

水圏生物化学特論 2 水圏動物の繁殖に性フェロモンが深く関与してい
る事は古くから知られている。しかし魚類におい
て、これまで解明された性フェロモンは一部のモ
デル魚種のものであり、増養殖対象魚種の多くは
フェロモン物質もその機能も殆ど判っていない。
ここでは、それらを解明するための生物活性試験
法や生体試料の機器分析法の使用例を学び、水圏
動物における新規フェロモンの同定と機能解析に
ついて理解する事を目標とする。

氷海環境学特論 2 海洋生態系の出発点である植物プランクトンの
生産力は環境の影響を強く受ける。冬季のオ
ホーツク海は海氷に覆われるため、水中への光
環境や大気からの栄養供給が他の季節とは著し
く異なる。また、海氷の形成は、海洋中の鉛直
混合を左右することから、下層からの栄養供給
にも作用する。これらのことから、海氷は植物
プランクトンの生産力に大きな影響を与える。
このような氷海特有の環境について、とくに植
物プランクトンとの関係を中心に講義をする。

氷海生態学特論 2 厳寒の季節、極域やオホーツク海では海氷に覆わ
れる。氷に覆われた海の生物生産は休止すると考
えられがちだが、実際には海氷は生物生産を高め
る機能をも果たしており、それゆえ、オホーツク
海に豊かな生物生産をもたらしているともいえ
る。本特論では、氷海における生物生産の特性に
ついて考えることにより、海洋生態系の低次およ
び高次生産層に関する理解を深める。

水圏モニタリング特論 2 海氷が接岸する南限であるオホーツク水圏は地
球環境変化に敏感であり、海氷被覆面積や海表
面温度などの観測データを長期モニタリングす
ることは地球環境を考えるうえで重要である。
また、環境変化にともない生物の現存量や種組
成も大きく変化することから、現存量や種組成
についての長期モニタリングも不可欠である。
このため本特論では、船舶、人工衛星やブイを
用いた水圏環境やネット等を用いた生物のモニ
タリングの方法論を学ぶ。

水圏生物資源学特論 2 水産業とは野生生物を対象として行われる、最
大の経済活動である。そのため、単に野生生物
を保護するだけではなく、野生生物と人間社会
との相互関係を考慮に入れた上で、持続的な利
用を考えていく必要がある。また、野生生物の
個体群生態学を考える上では、種間相互作用を
考慮した系としての野生生物を考える必要性が
ある。そこで、本講義では系としての野生生物
と人間社会との関わり方を、オホーツク海を中
心とした実例を通して学ぶことを目的とする。

アクアバイオ学特別総
合実験

10 論文作成指導に係る研究指導

博士前期課程

授 業 科 目 単位

プレゼンテーション技術演習（一） 2

プレゼンテーション技術演習（二） 2

学術論文作成法（一） 2

学術論文作成法（二） 2

特別講義 2

特別認定（一） 2

特別認定（二） 2

特別認定（三） 2

特別認定（四） 2

生物産業学研究科共通科目
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食品香粧学専攻
◎「食べる」「香る」「粧う」を科学する

現代社会では、ただ生活するだけでなく、「充実し
た生活」を送ることが望まれている。このためには、
インナービューティーとアウタービューティー、すなわ
ち体の外も中も健康を保つことが必要である。食品と
香粧品は、人間の健康と充実した生活に直結する重要
な要素である。食品香粧学専攻では、生物資源の機
能性や微生物利用、および食品と香粧品の製造加工・
安全管理に関する高度な知識と技術を修得する。当専
攻の教育研究では、オホーツク地域ならではの多彩で
豊富な生物資源を扱うため、独創性の高い研究ができ
るという特徴がある。当専攻では、国民の食生活と健
康推進に関わる分野で、指導的役割を果たす人材を輩
出する。

指導教授・准教授（博士前期課程）  平成 28 年 4 月 1 日現在

氏　　名 	丹羽　光一　教授
NIWA  Koichi

専門分野 	細胞生理学、生化学
研究テーマ 	培養細胞を用いた消化管と皮膚の細胞生理学

Cellular physiology on gastrointestinal tract and skin with cultured cells

氏　　名 	久保田　紀久枝　教授
KUBOTA Kikue

専門分野 	感覚科学、フレーバー科学
研究テーマ 	食品に新しい価値を付加する香り成分の化学的・感覚科学的研究

Study on chemical and sensory qualities of flavor components to 
improve the values of foods

氏　　名 	相根　義昌　教授
SAGANE Yoshimasa

専門分野 	生物化学、分子生物学
研究テーマ 	食品に関連するタンパク質の構造と機能に関する研究

Sutudy on structure and function of food-related proteins

氏　　名 	佐藤　広顕　教授
SATO  Hiroaki

専門分野 	食品化学、食品資源利用学
研究テーマ 	センサーを用いた美味しさの客観的評価

Objective evaluation of the taste using the sensor

氏　　名 	戸枝　一喜　教授
TOEDA  Kazuki

専門分野 	糖質化学、食品機能学
研究テーマ 	北海道農産物からの化粧品及び機能性食品素材の開発

Development of cometics and functional foods using agricultural 
products in Hokkaido

氏　　名 	中川　純一　教授
NAKAGAWA   Junichi

専門分野 	微生物生化学、応用微生物学
研究テーマ 	微生物の新規機能分子の発掘と食品素材及びバイオマス有

効利用への応用
Discovery and molecular characterization of novel bacterial enzymes 
applicable to food and biomass conversion

氏　　名 	渡部　俊弘　教授
WATANABE  Toshihiro

専門分野 	タンパク質化学、酵素化学
研究テーマ 	タンパク複合体の構造とサブユニット間相互作用に関する研究

Study on structure of protein complex and subunit interaction

氏　　名 	遠藤　明仁　准教授
ENDO Akihito

専門分野 	微生物生態学、発酵食品学
研究テーマ 	フルクトフィリック乳酸菌の生態学、発酵食品用優良

 スターターの開発
Ecology of fructophilic lactic acid bacteria, Development of novel 
starter microorganisms for food fermentation

食品香粧学専攻

学生論文のテーマ（平成27年度修了者）

博士前期課程
池原　作務 ワインアロマと酵母遺伝子の発現調節
尾関　峻輔 香辛料香気成分による呈味改善作用に関する研究
野中　なつみ ハマナス香気放散機構の解明

福田　夏美 ペットボトル緑茶飲料の経時変化に関する研究
横田　健 深海魚ハタハタの卵巣タンパク質の構造と機能に関する研究

院生の受入可否については、必ず事前に確認してください
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カリキュラム（平成 29 年度）

食品香粧学専攻

授 業 科 目 単位 講 義 内 容 授 業 科 目 単位 講 義 内 容

食品資源利用学特論（一）
食品資源利用学特論実
験（一）

2
2

諸外国の食糧生産や食品製造力が著しく向上す
る中で、今後我が国の食品産業が発展し生き残
るためには、食品産業自体が高度な技術力を駆
使できる産業へ脱皮することが不可欠となる。
そのため、本特論では、グローバル化した社会
において、食品の一次生産から最終消費に至る
フードサプライチェーンのすべての過程において
重要となる、食糧資源の基礎的な特性とその利
用について講述する。

食品資源利用学特論（二）
食品資源利用学特論実
験（二）

2
2

北海道は、我が国の食糧供給基地となっている。
反面、規格外の未利用資源も多く、日本の自給
率向上にはそれらの有効活用が不可欠である。
オホーツク地域は加工による高付加価値化率が
低く、一次産品の高次加工が望まれている。本
講義では、北海道の質の高い食品・香粧品資源
について理解し、その高度活用法について考える。
地域資源の理解とそれを活用する考え方の習得
を目標とする。

食品バイオサイエンス
特論（一）
食品バイオサイエンス
特論実験（一）   

2

2

食の安全を守り健康な社会を作るためには、微
生物汚染や狂牛病蛋白質の検査、遺伝子組み換
え食品検査など、最先端バイオテクノロシーを
用いなければ解決できない課題が多い。これら
に対応するため、本講義では汚染生物の分子生
物学、および食べる側の代謝生理を学ぶ。さらに、
食品や香粧品の機能性を科学的に理解するため
の手法の技術理論を併せて食品分野におけるバ
イオサイエンスの応用範囲とその理論を学ぶ。

食品バイオサイエンス
特論（二）
食品バイオサイエンス
特論実験 （二）

2

2

本講義では、機能性食品や香粧品の素材である
植物の二次代謝物の研究に不可欠なバイオテク
ノロジー、植物成分の抽出法、クロマトグラ
フィー技術、核磁気共鳴法やマススペクトルな
どの機器分析について概説する。特に、香料に
関する抽出・分離精製法や構造決定法に関する
知識を習得し、香料植物の香気成分に関する知
見を深め、さらに多糖類や糖類関連酵素を利用
した有用物質の生産法について講述する。

食品製造学特論 2 食品製造の意義には食品素材に保存性や付加価
値をつけること、新製品の創造などがあり、そ
のためにはろ過、分離、乾燥、冷蔵、加熱など
多くの操作が必要である。本講義では、食品製
造における各操作について解説し、食品加工の
基礎と応用力を習得する。そして、加工工程の
目的や意義を理解し、実際の食品工場において
役立つ応用力を習得することを目標とする。

食品加工学特論 2 食品の加工工程において、原料の特性、単位操
作の組合せや順序は相互に関連しており、製品
の品質に大きく影響する。本講義では、基礎的
な加工技術および実際の加工応用例について取
り上げ、特に品質保持を目的とした加工技術や
副原料の重要性、加工中の成分間反応と品質と
の関連、機能性・有用性付与による高付加価値
化などについても学び、食品加工に関する知識
を習得し応用力を涵養することを目的とする。

食品安全保蔵学特論 2 食品保蔵学は、食品の劣化原因と貯蔵性獲得の
原理を究明し、安全性と品質を保ための学問で
ある。食品保蔵学上、微生物は食品を不可食化
する劣化要因のひとつとして重要な位置を占め
る。そのため、本講義では特に食品を劣化させ
る微生物の種類と分布、食品中の微生物の生育
に影響を及ぼす環境因子、さらには各種環境因
子を利用した微生物制御技術について説明する。

サーモエンジニアリン
グ特論

2 本講義では、乾燥・冷凍など熱的単位操作を研
究するうえで必要となる熱力学やそれらの諸熱
操作における輸送現象 (熱・物質移動 )の原理
とその解析手法について詳述し、理解を深めさ
せる。熱力学分野に関しては熱力学の一般関係
式を詳述するとともに、冷凍理論・空気調和に
ついても解説する。輸送現象に関しては伝熱 (伝
導、対流、放射 )および物質移動の基礎、諸物
理現象の解析技法について解説する。

食品機能解析学特論 2 本講義では、生物資源の機能性に着目した製
品開発について具体的な事例を詳述する。エ
ミューオイル、ハマナスやハーブなどの香粧品
原料、アルギン酸などの多糖類、加水分解型タ
ンニンやフラボノイドなどのポリフェノール類
について、化学的研究から in vitroや in vivoで
の機能性に関する研究までを詳述する。さらに、
発酵法による機能性素材の生産と製品開発につ
いて詳述する。

応用蛋白質化学特論 2 生命現象は、生体分子、特に構造タンパク質や
化学反応を触媒する酵素タンパク質の働きよっ
て成り立つ。遺伝子により発現したタンパク質
は、折りたたみ、分子内切断などの翻訳後修
飾を受けるだけでなく、集合して巨大なサブユ
ニット構造を形成して機能を発揮するものもあ
る。ここでは、特にボツリヌス菌の産生するタ
ンパク質毒素複合体に関する研究を基にタンパ
ク質の機能と構造解析について講述する。

微生物バイオテクノロジー
特論

2 微生物を利用する物質生産は、醗酵食品を起源
として古くから行われてきた。そして近年では、
遺伝子変換技術、遺伝子発現制御技術、網羅的
遺伝子発現解析技術、タンパク質改変技術が著
しい進歩を遂げたことに並行して、さらに多様
な物質生産技術が生み出されてきた。本講義で
はそれらの技術を支える基礎的な理論を学び、
実際に工業的にはどのように工夫され、組み合
わされているのかを最新のトピックを交えて紹
介する。

生物有機化学特論 2 生物は有機化合物によって構成されているた
め、生物の働きについて研究するためには、生
体成分の構造と変化を理解することが重要であ
る。また、植物の二次代謝物には食品機能性に
関与する成分も多く、他の分野で利用されるも
のも多い。ここでは主に植物成分を中心に、医
薬、香粧、生活用品に応用されている有機化合
物について、歴史的な背景も含めて講述する。
さらに、それらの成分分析に重要な機器分析法
について解説する。

細胞生理学特論 2 食品中の栄養素は、消化管の上皮細胞から血液
あるいはリンパ液に移行して初めて「体内」に
吸収されたことになる。この吸収機構は、約 1
億個の腸管内在ニューロンと自律神経の協調作
用により精密に制御されている。本講義では栄
養素がどのように体の細胞へ行き渡るのかを理
解してもらうため、消化器官や血管の細胞生理
学を解説するとともに、細胞生理学に関するト
ピックを紹介する。

食品科学特別総合実験 10 論文作成等に係る研究指導

博士前期課程

授 業 科 目 単位

プレゼンテーション技術演習（一） 2

プレゼンテーション技術演習（二） 2

学術論文作成法（一） 2

学術論文作成法（二） 2

特別講義 2

特別認定（一） 2

特別認定（二） 2

特別認定（三） 2

特別認定（四） 2

生物産業学研究科共通科目
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e 産業経営学専攻
◎オホーツクでビジネスモデルのシーズを探求

地域力の創造・地方の再生が求められている現代、
地域経済の分析能力、地域リーダーのマネジメント能
力が重要となってきています。
産業経営学専攻は、経営学・経済学の理論と先端
的手法を修得し、社会科学的分野から地域生物産業
を担う企業の持続的発展と問題解決に寄与する実学
に基づく研究活動を行います。
地域資源を活用した地域ブランドの創造、6次産業
化や農商工連携による地域産業の活性化、環境共生
に向けた地域企業の環境マネジメントなどの研究に取
り組みます。
このような専門知識を身につけ、地域の生物産業や
企業の持続的発展を支える地域にこだわりグローバル
に活躍できる専門職業人、経営コンサルタントや研究
者を育成します。

指導教授・准教授（博士前期課程）  平成 28 年 4 月 1 日現在

氏　　名 	菊地　哲夫　教授
KIKUCHI  Tetsuo

専門分野 	農業経済学、食品流通論
研究テーマ 	農産物の流通システムと市場の分析

Distribution System of Agricultural Product and Market Anaiysis

氏　　名 	黒瀧　秀久　教授
KUROTAKI  Hidehisa

専門分野 	農業経済学、林業経済学、環境経済学
研究テーマ 	日本農林業の再生産構造論的研究

Study on Reproduction Structure of Japanese Agriculture and Forestry

氏　　名 	長澤　真史　教授  
NAGASAWA  Masashi

専門分野 	農業経営学、農業経済学、農業市場論
研究テーマ 	農業・食糧問題の経済学的研究

Economic Research of Agriculture and Food Problem

氏　　名 	美土路　知之　教授  
MIDORO Tomoyuki

専門分野 	農業経済学、アグリフードビジネス
研究テーマ 	地域アグリビジネス・フードビジネスの研究

Study on Local Agribusiness and Food Business

産業経営学専攻

コラム

土地資源に新たな光を当てる実践的マーケティングを研究
　マーケティングは都市型の学問と思われていますが、実践という観点か
らはむしろここオホーツクのほうが「生きた」マーケティングを学ぶチャン
スがあります。地場産業の人たちが大学に意見を求めてきますし、生物産
業学部で取り組む「エゾシカ学」では、学生が実際にエゾシカ肉を利用し
た商品開発や販路開拓などに取り組んだりしています。まさに本学が重視
する“実学”です。
　農産物などの第一次産品を地域の魅力にまで広げようとする「地域ブラ
ンド」や、エコツーリズムなどで土地自体の魅力をアピールする「観光マー
ケティング」が、地域活性化のキーワードとして知られるようになりました。
食や習慣などその土地に根付く文化すべてを含む総合的な視点からのマー
ケティングが必要とされています。
　資源の豊富な北海道にはいろいろな可能性がありますし、「北海道」は、
それ自体がブランドなのです。このブランドをきちんと守っていくために不
可欠な「エシックス」（倫理）の問題も重要な研究テーマになります。

院生の受入可否については、必ず事前に確認してください
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カリキュラム（平成 29 年度）

産業経営学専攻

授 業 科 目 単位 講 義 内 容 授 業 科 目 単位 講 義 内 容

産業経営経済学特論（一）
産業経営経済学特論演習（一）

2
4

一般経営学･経済学の学説史の基礎的理解をベー
スに現実を解明する方法論的立場を確立し、経
済学的素養を伴った応用経営学として再構築を
行う。農業･食料農村問題が、旧来のような狭い
農業経営経済学のなかにとどまるのではなく、グ
ローバル化した国際関係の変化のなかで、学問
的枠組み自体の変革も求められ、それに対応した
多様なアプローチが可能な力量を養う。

産業経営経済学特論（二）
産業経営経済学特論演習（二）

2
4

日本における産業振興政策は戦前来、連線たる
伝統をもつが、戦後の産業政策は日本の高度経
済成長に方向指示を与えたものであり学ぶにた
りる。しかしそれは地域政策とワンセットで進め
られたがゆえに、両者の有機的連携への着目が
必要である。それとともに高度経済成長以降、
各地において知識集約型・ネットワーク型の地
域産業経営も存在感をもちつつある。この現状
と課題についても掘り下げたい。

地域企業マネジメント
特論（一）
地域企業マネジメント
特論演習 （一）

2

4

地域資源を活用した農林水産業を主体とする生
物産業の持続的発展方向を解明する上で、地域
企業のマネジメント問題の一般的知識を習得し、
グローバル経済下の地域企業、地域経済におけ
る農林水産業の位置、地域農林水産業のマネジ
メント、近年の食の安心・安全問題と関連した
リスクマネジメントの考察を通じて地域生物産
業のマネジメントをめぐる課題を講述する。

地域企業マネジメント
特論（二）
地域企業マネジメント
特論演習（二）

2

4

生態系や自然資源の適切な管理と地域社会の持
続的な発展を両立すべく、エコシステムマネジ
メントと企業経営の両方の視点からマネジメン
ト論の基礎的理解を深める。特に、地域資源
保全型産業への転換が求められている農林水産
業に着目しながら、地域経済の基礎構造や新た
な地域ビジネスとして注目されている「環境コ
ミュニティ・ビジネス」を分析するなかで、持
続的な地域社会を担う地域企業のあり方につい
て模索する。

産業経営学特論 2 オホーツク地域の企業活動と環境保全の両立の
観点を重視し、地域産業を中核としたエコシス
テムマネジメントや観光マネジメントを学ぶ。
地方自治体の「平成の大合併」にともなって行
政単位が広域化し、地方制度改革が進められて
いるなかで、企業が立地する地域の行財政問題、
民間ボランティアや NPOのあり方など、地域
産業経営の今日的課題について幅広く学ぶ。

地域企業経営史特論 2 本講義は、経営学の基礎理論から方法論的に学 
ぶ。経営学の理論・企業経営史・今日の企業経
営の分析といった三位一体的体系研究を基礎と
し、生物産業（農・林・畜・水産）の経営経済
的分析や 21世紀の“環境共生型”の地域ビジ
ネスについて模索する。

地域企業マーケティン
グ特論

2 本講義では、マーケティング戦略の基礎を学習
した後、地域および地域企業が抱える観光、流
通、地場産業、プロモーション、情報発信など
の諸課題について学び、これらを解決する地域
企業にとって実施可能なマーケティングやマネ
ジメントについて論理的に討論・検討する。

地域産業クラスター特論 2 地域産業クラスター論を理論 ･歴史 ･政策の各
側面において考究する。日本における産業クラ
スター政策の導入は北海道から始まったことに
かんがみ、北海道のとりくみをやや丁寧にみる
とともに、日本各地の事例としては地方圏に目
くばりをし、最終的にはオホーツク地域の産業
クラスターの新展開への示唆を得ることを重視
する。

環境経済学特論 2 21世紀に入り、地球生態系そのものの破壊と
いう危機的状況に直面しており、この環境破壊
の克服にむけた人類社会における「持続可能な
発展」が主張されている。本講義は、環境問題
を経済学の枠組みで分析する環境経済学につい
て、経済システムのなかで環境改善（破壊）の
要因がどのように生じるか整理した上で、循環
型社会を構築するための条件について学ぶ。な
お、本講義では、環境問題を、環境汚染、アメ
ニティ破壊、自然破壊、循環型社会システムの
再構築の課題、グローバルな環境問題の 5つの
側面から社会経済的に追究する。

産業経済学特論 2 わが国産業構造がいかなる発展過程をたどり、
90年代不況から近年の世界同時金融危機にいた
る現局面において、産業界の再編、産業構造の
展望、産業政策の課題等を見定めるための基礎
的知識の習得をベースに、地域に賦存する豊か
な資源を活用した農林水産業を主体とする生物
産業とその加工業に関して地域活性化視点とグ
ローバル経済対応を中心に講述する。

地域企業会計学特論 2 会計学の基本的な知識を習得し、それをベース
に新しい会計の姿をどのように考えるのか、現
代会計制度に不足している多くの問題をいかに
解決するのか、経営者は意思決定や業績評価に
会計をどのように役立てるべきなのか、そして
リスクマネジメント視点から会計が抱えるリス
クの問題を取りあげ、地域企業における新しい
会計の姿を講述する。

戦略市場計画特論 2 授業は基礎 ･応用 ･事例的検証の３部構成で進
める。（1）戦略市場計画の理論的基礎と諸範疇
を踏まえ、（2）グローバル経済の波にさらされ
たわが国の食料市場やフードシステムの現況に
ついて整序したのち、（3）各論として個別品目
や部門におけるマーケティングの態様と課題に
ついて検証し、産地やフードビジネスの経営戦
略や市場計画について講述する。

新事業開発特論 2 新事業開発に係わる最近の文献解題、事例の分
析を中心におこなう。また、新事業創出にあたっ
ての法・行政支援システムについても整理する。
新事業開発による異業種間の連携、事業展開に
よる地域活性化まで議論を展開する。受講者自
身でも地域資源活用の可能性を、マーケティン
グ思考で検討してもらい発表してもらう。

地域企業情報管理特論 2 情報処理技術と情報通信技術を利用した商品の
販売管理・受発注・在庫管理や決済に関してつ
いて講述する。さらに、パソコンや携帯とイン
ターネットの発展の現状を明らかにし、それら
を利用した商品の販売や予約システムについて
講述する。

産業経営学特別総合演習 6 論文作成等に関わる研究指導。

博士前期課程

授 業 科 目 単位

プレゼンテーション技術演習（一） 2

プレゼンテーション技術演習（二） 2

学術論文作成法（一） 2

学術論文作成法（二） 2

特別講義 2

特別認定（一） 2

特別認定（二） 2

特別認定（三） 2

特別認定（四） 2

生物産業学研究科共通科目

学生論文のテーマ（平成27年度修了者）

博士前期課程
望月　潤太郎 企業の農業参入による農業産出への影響分析
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try 生物産業学専攻（博士後期課程）
◎さらに深く、広く。生物産業を探究する。

指導教授・准教授（博士後期課程）  平成 28 年 4 月 1 日現在

氏　　名 	塩本　明弘　教授
SHIOMOTO  Akihiro

専門分野 	化学海洋学、生物海洋学
研究テーマ 	水圏環境と植物プランクトン生産性に関する研究

Aquatic environment and phytoplankton productivity
氏　　名 	小栗　秀　教授

OGURI  Suguru
専門分野 	糖鎖生物学、植物分子生物学
研究テーマ 	植物における糖鎖とタンパク質の相互作用に関する研究

Study on the sugar chain-protein interactions in plants
氏　　名 	伊藤　博武　教授

ITOH Hirotake
専門分野 	作物生産管理学
研究テーマ 	畑作物の根系からみた栽培技術に関す

る研究
Study on the cultivation technic based on the root 
system in field crops

氏　　名 	亀山　祐一　教授
KAMEYAMA  Yuichi

専門分野 	動物生殖工学
研究テーマ 	哺乳動物の精子と卵子における発生工学

Developmental engineering in mammalian sperm and egg
氏　　名 	相馬　幸作　教授

SOUMA Kousaku
専門分野 	動物栄養学、動物生産管理学
研究テーマ 	飼育下におけるエゾシカの栄養学的研究

A nutritional study of sika deer (Cervus nippon 
yesoensis) under farming

氏　　名 	寺澤　和彦　教授
TERAZAWA  Kazuhiko

専門分野 	森林資源保全学
研究テーマ 	冷温帯および北方森林の生態と管理に関する研究

Ecology and management of cool-temperate and boreal forests
氏　　名 	吉田　穂積　教授

YOSHIDA  Hozumi
専門分野 	作物生産管理学
研究テーマ 	寒冷地畑作物の総合的生産管理法構築に関する研究

The development of the integrated crop production 
management technology on the cold latitudes area

氏　　名 	中村　隆俊　准教授
NAKAMURA Takatoshi

専門分野 	植物生態生理学、植物生態学、
	 保全生態学
研究テーマ 	湿性植物の分布メカニズムに関する生態生理学的研究

Evaluation on ecophysiological strategy on 
plant distribution in wetland ecosystem

氏　　名 	平山　博樹　准教授
HIRAYAMA Hiroki

専門分野 	動物遺伝増殖学
研究テーマ 	家畜の改良増殖に関する分子生物学的研究

Molecular biological study on improvement and 
increased production of livestock

氏　　名 	渡邉　研一　教授
WATANABE  Kenichi

専門分野 	魚病学、魚類防疫学、水圏微生物学
研究テーマ 	魚介類の安定生産のための安心・安全な防疫学

How do we prevent the fish diseases with 
reliable and secure methods?

氏　　名 	小林　万里　教授
KOBAYASHI Mari

専門分野 	海生哺乳類学
研究テーマ 	海生哺乳類の行動・生態に関する研究とその保全管理

Invetigation on ecology of marine mammals 
and it's conservation management

氏　　名 	白井　滋　教授
SHIRAI  Shigeru

専門分野 	進化生物学、集団遺伝学、水圏動物学
研究テーマ 	水圏動物の進化生物学に関する研究

Evolutionary biology of aquatic animals
氏　　名 	瀬川　進　教授

SEGAWA Susumu
専門分野 	無脊椎動物学、動物生理学、海洋環境学
研究テーマ 	海洋環境と頭足類

Marine environment and cephalopod biology
氏　　名 	千葉　晋　教授

CHIBA Susumu
専門分野 	進化生態学、ベントス生態学
研究テーマ 	進化生態学の水産資源管理への応用

Application of evolutionary ecology to 
fisheries management

氏　　名 	西野　康人　教授
NISHINO Yasuto

専門分野 	氷海生態学、水圏生態学
研究テーマ 	氷海と海草藻場の低次生産層に関する

研究
Marine ecosystems of lower trophic levels 
in the ice-covered sea and seagrass bed

氏　　名 	中川　至純　准教授
NAKAGAWA Yoshizumi

専門分野 	浮遊生物学、生物海洋学
研究テーマ 	氷海のプランクトンの生態に関する研究

Plankton ecology in the ice-covered sea
氏　　名 	松原　創　准教授

MATSUBARA Hajime
専門分野 	水圏生殖生物学、増養殖学
研究テーマ 	水圏生物の生殖生物学 , オーガニ

ック養殖システムの開発
Reproductive biology of aquatic animals, 
Development of organic aquaculture system

氏　　名 	丹羽　光一　教授
NIWA  Koichi

専門分野 	細胞生理学、生化学
研究テーマ 	培養細胞を用いた消化管と皮膚の細胞生理学

Cellular physiology on gastrointestinal tract and 
skin with cultured cells

氏　　名 	久保田　紀久枝　教授
KUBOTA Kikue

専門分野 	感覚科学、フレーバー科学
研究テーマ 	食品に新しい価値を付加する香り成分

の化学的・感覚科学的研究
Study on chemical and sensory qualities of flavor 
components to improve the values of foods

氏　　名 	相根　義昌　教授
SAGANE Yoshimasa

専門分野 	生物化学、分子生物学
研究テーマ 	食品に関連するタンパク質の構造と機能に関する研究

Sutudy on structure and function of food-related proteins

生物産業学専攻

氏　　名 	佐藤　広顕　教授
SATO  Hiroaki

専門分野 	食品化学、食品資源利用学
研究テーマ 	センサーを用いた美味しさの客観的評価

Objective evaluation of the taste using the sensor
氏　　名 	戸枝　一喜　教授

TOEDA  Kazuki
専門分野 	糖質化学、食品機能学
研究テーマ 	北海道農産物からの化粧品及び機能性食品素材の開発

Development of cometics and functional ffods 
using agricultural products in Hokkaido

氏　　名 	中川　純一　教授
NAKAGAWA  Junichi

専門分野 	微生物生化学、微生物利用学
研究テーマ 	微生物の新規機能分子の発掘と食品素

材及びバイオマス有効利用への応用
Discovery and molecular character izat ion of novel 
bacter ia l enzymes appl icable to food and biomass 
conversion

氏　　名 	渡部　俊弘　教授
WATANABE  Toshihiro

専門分野 	タンパク質化学、酵素化学
研究テーマ 	タンパク複合体の構造とサブユニット間

相互作用に関する研究
Study on structure of protein complex and subunit interaction

氏　　名 	遠藤　明仁　准教授
ENDO Akihito

専門分野 	微生物生態学、発酵食品学
研究テーマ 	フルクトフィリック乳酸菌の生態学、

発酵食品用優良スターターの開発
Ecology of fructophilic lactic acid bacteria, 
Development of novel starter microorganisms 
for food fermentation

氏　　名 	菊地　哲夫　教授
KIKUCHI  Tetsuo

専門分野 	農業経済学、食品流通論
研究テーマ 	農産物の流通システムと市場の分析

Distribution System of Agricultural Product 
and Market Anaiysis

氏　　名 	黒瀧　秀久　教授
KUROTAKI  Hidehisa

専門分野 	農業経済学、林業経済学、環境経済学
研究テーマ 	日本農林業の再生産構造論的研究

Study on Reproduction Structure of Japanese Agriculture and Forestry
氏　　名 	長澤　真史　教授 

NAGASAWA  Masashi
専門分野 	農業経営学、農業経済学、農業市場論
研究テーマ 	農業・食糧問題の経済学的研究

Economic Research of Agriculture and Food Problem
氏　　名 	美土路　知之　教授

MIDORO Tomoyuki
専門分野 	農業経済学、アグリフードビジネス
研究テーマ 	地域アグリビジネス・フードビジネスの研究

Study on Local Agribusiness and Food Business

博士前期課程の4専攻に対応して、 生物資源の生産・加工・流通に
関わる 「生物生産学」 「アクアバイオ学」 「食品香粧学」 「産業経
営学」 の4専修分野が配置されています。 学生は、 各自が専攻する学
問領域の実験・実習を含む教科を必修科目とし、 さらに、 他専修分
野の講義も選択科目として履修し、 生物産業において国内外で指導的
役割を果たす幅広い見識と高度な学問水準を持つ研究者、 技術者、 経
営者になることをめざしています。

院生の受入可否については、必ず事前に確認してください
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カリキュラム（平成 29 年度）

生物産業学専攻

コラム

水産資源と進化論
　近年、水産資源の減少が大きな問題となっています。水産物を考える時、私たちはそれ
を農畜産物と同じように考えがちですが、両者には大きな違いが幾つかあります。例えば、
ほとんどの農畜産物は改良された品種であるのに対し、ほとんどの水産物は自然種です。
また水産物の場合、農畜産物のような区画管理も困難です。つまり、水産物を野生生物と
考える方が、問題の理解と解決に近づきます。
　水産資源量は漁獲圧で変わるので、資源維持にはまず乱獲をしない量的管理が必要で
す。しかし、水産物を野生生物と考える時、漁獲圧を淘汰圧として捉えることもできます。
漁業では成長の良い個体、すなわち大きな個体が優先的に獲られる傾向にありますが、こ
れは大きな個体が淘汰されやすいとも言えるでしょう。つまり、大きく成長しない遺伝子
型の方が有利になるわけです。しかし、大きくならない個体では、漁獲量を維持できるだ
けの十分な子孫を残せないかもしれません。これは漁業によって起こる悪い方向への遺伝
的変化、すなわち不自然な進化を意味します。生物産業学専攻では、不自然な進化が起こ
る条件を解明し、その回避方策の提案を目的とした研究も行っています。

授 業 科 目 単位 講 義 内 容 授 業 科 目 単位 講 義 内 容

生物生産学特論（一） 植物資源生産学特論（一）、動物資源生産学（一） 
を基礎として学んだ植物資源と動物資源の生産
や保全にかかわる背景と現状をふまえ、本講義
ではそれぞれの専門領域から課題を抽出する。
これまでの研究成果、既存の知見から課題解決
へ向けた対策や展望を議論する。

生物生産学特論（二） 植物資源生産学特論（二）、動物資源生産学（二） 
を基礎として学んだ新規資源の開発、資源生産
の拡大、資源機能の新しい応用などについてさ
らに発展させ、生物資源の管理、育種、繁殖、
バイオテクノロジーの観点から、これまでの研
究成果、既存の知見から課題解決ヘ向けた対策
や展望を講義する。

アクアバイオ学特論（一） 我が国の食料自給を高めるため、水産資源の有 
効かつ持続的な利用を進めることは喫緊の重要
課題である。昨今の環境変動や漁獲努力の増加
による資源の減少が懸念されるなか、水産資源
の適切な管理や増養殖技術の改良などが図られ
ている。本特論では、より応用的な資源学、増
養殖学などをはじめ最新の水産生物学に関する
知識を習得させ、とくにオホーツク海における
水産資源をいかにして守り育てていくかを考究
する。

アクアバイオ学特論（二） 海の生態系は今後、温暖化などの影響を受けて 
大きく変わっていく可能性がある。この変動を
正確に捉えることは、水産業への影響を正しく
予測するうえで不可欠である。このためには、
生態系内における物質やエネルギーの循環につ
いての知識は当然のこと、環境変動に伴う物質
やエネルギー循環の変動についての知識を習得
することが肝要である。本特論では、とくに氷
海における環境変動が生態系内の物質とエネル
ギーの循環に及ぼす影響について講義する。

食品科学特論（一） 博士前期課程から引き続いて、食品原料として 
の生物資源の成分的特徴、食品の機能性、加工
特性について最新の情報を解説するとともに、
それらの原料特性を活用した加工法、加工品な
どについて説明する。地域の未利用資源の有効
利用、新規食品素材の開発、特定保健用食品な
ど食品開発・利用学に関する幅広い食品科学の
専門知識を得ることを目標とする。

食品科学特論（二） 博士前期課程から引き続いて、食品における安
心・安全にかかわる食中毒起因微生物、遺伝子
組み換え食品を理解するため、遺伝子発現調節、
遺伝子産物の解析、ＤＮＡ鑑定、バイオインフォ
マティクスなど多岐の専門領域にわたって、そ
の最新技術、問題点および今後を展望について
講述し、食品科学に精通した専門的研究者、技
術者の育成を図ることを目標とする。

産業経営学特論（一） 経済のグローバル化が急速に進展する中、地域
産業の在立構造と展開、そして地域産業を構成
する企業経営の組織と管理の特質について講義
する。産業経営学を学ぶ際の現代的課題を踏ま
えた上で、地域の農林水産資源をはじめとする
生物資源、環境ビジネス、地域企業経営、6次
産業化や地域の農商工連携などを生かした地域
活性化の現実を目指す学的体系を構築するため
の専門知識の修得を目標とする。

産業経営学特論（二） 産業経営学特論（一）を基礎として、地域産業 
の特質を踏まえた産業経営の分析方法について
講義する。地域資源活用型付加価値戦略、自然
生態系と自然資源の適切な管理および地域社会
の持続的発展、地域企業のマネジメント戦略、
6次産業化や農商工連携に関する地域連携の構
築手法など地域活性化の現実を目指す学的体系
を構築するための専門知識をさらに深めること
を目標とする。

生物産業学特別総合演習 生物産業学に関する実学の精神と文理融合の教
育体系に基づき、北方圏の地域性を活用した農
林水産に関わる生物資源、バイオテクノロジー、
経営経済分野の領域で活躍できる能力を修得さ
せることを教育・研究上の目的とする。

生物産業学特別総合実験 生物産業学に関する実学の精神と文理融合の教
育体系に基づき、北方圏の地域性を活用した農
林水産に関わる生物資源、バイオテクノロジー、
経営経済分野の領域で活躍できる能力を修得さ
せることを教育・研究上の目的とする。

博士後期課程

学生論文のテーマ（平成27年度修了者）

博士後期課程
新　　穂高 Functional analyses of sirtuin in Lactobacillus paracasei 
	 Lactobacillus paracaseiにおける脱アセチル化酵素サーチュインの機能

解析
林　慎太郎 Study on three-dimensional structure and sugar recognition 

characteristics of HA-33 of toxin complex from Clostridium botuli-
num serotype C strain Yoichi 

 ボツリヌスＣ型菌 Yoichi株が産生する毒素複合体構成成分 HA-33の
立体構造および糖認識特性に関する研究

澁谷　未央 Changes in population structure and behavioral ecology with relation 
to the life history of　spotted seals (Phoca largha) in Rebun Island, 
Hokkaido, Japan

 北海道礼文島に生息するゴマフアザラシ (Phoca largha )の過去からの
生息状況の変遷および生活史別行動生態の特徴に関する研究

芝野あゆみ A study of accuracy and precision of length composition date based 
on effective sample size　with consideration to cluster sampling

 クラスターサンプリングを考慮した有効サンプル数に基づく体長組成デ
ータの精度に関する研究
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大学院の入学から修了まで

博士前期課程入学

大学院各研究科委員会（承認）

修　　了（学位授与）

1年
①指導教授・指導准教授の決定
②修士論文テーマ決定・実験・調査開始
③専修分野科目を中心に受講

2年

①実験・調査まとめ
②修士論文の作成
③専攻内で修士論文発表
④専攻内最終試験

1年
①指導教授・指導准教授の決定
②研究テーマ決定・実験・調査開始

2年
①実験・調査継続
②学術論文の作成と投稿等
③学会発表等

3年

①実験・調査まとめと博士論文の作成
②学術論文の作成と投稿
③学会発表等
④公開本人口頭発表会
⑤専攻内最終試験

博士後期課程入学

大学院各研究科委員会（承認）

修　　了（学位授与）

大学院の入学から修了まで
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入試データ
農学研究科

大学院で取得できる教員免許

◎中学・高校専修免許状を取得するためには、下記の条件をすべて満たすこと。
1. 当該教科の中学・高校一種免許状を取得していること。
2. 大学院当該専攻の教職関連科目の単位を24単位以上修得すること（他専攻聴講で修得した単位及び一部単位を除く）。
3. 修士の学位を取得すること。

資格について

生物産業学研究科

専攻名
平成26年度 平成27年度 平成28年度

志願者数 合格者数 志願者数 合格者数 志願者数 合格者数
本学出身 他大学 計 本学出身 他大学 計 本学出身 他大学 計 本学出身 他大学 計 本学出身 他大学 計 本学出身 他大学 計

博
士
前
期
課
程

農学専攻 16 0 16 13 0 13 15 0 15 15 0 15 31 1 32 20 1 21
畜産学専攻 17 2 19 13 1 14 7 0 7 7 0 7 14 0 14 13 0 13
バイオセラピー学専攻 8 1 9 7 1 8 4 0 4 3 0 3 10 2 12 10 2 12
バイオサイエンス専攻 45 2 47 40 2 42 61 0 61 51 0 51 39 1 40 38 1 39
農芸化学専攻 39 2 44 27 1 28 36 2 38 27 1 28 35 2 37 27 1 28
醸造学専攻 30 0 30 19 0 19 38 1 39 24 0 24 39 5 44 26 2 28
食品栄養学専攻 10 3 13 10 2 12 15 8 23 10 4 14 7 2 9 7 2 9
林学専攻 9 0 9 7 0 7 9 0 9 8 0 8 13 2 15 11 2 13
農業工学専攻 3 1 4 3 1 4 8 1 9 8 1 9 9 2 11 9 2 11
造園学専攻 10 4 14 8 4 12 12 5 17 11 3 14 11 3 14 10 1 11
国際農業開発学専攻 10 5 15 9 5 14 9 6 15 8 6 14 8 14 22 8 14 22
農業経済学専攻 5 2 7 5 2 7 5 3 8 5 2 7 3 2 5 3 2 5
国際バイオビジネス学専攻 13 1 14 9 1 10 15 3 18 10 3 13 18 0 18 14 0 14

計 206 23 238 170 19 190 234 29 263 187 20 207 237 36 273 196 30 226

博
士
後
期
課
程

農学専攻 0 1 1 0 1 1 2 0 2 2 0 2 2 0 2 2 0 2
畜産学専攻 2 0 2 2 0 2 0 1 1 0 1 1 2 0 2 2 0 2
バイオセラピー学専攻 2 0 2 2 0 2 0 1 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0
バイオサイエンス専攻 4 0 4 2 0 2 2 0 2 2 0 2 3 0 3 3 0 3
農芸化学専攻 1 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0
醸造学専攻 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
食品栄養学専攻 2 0 2 2 0 2 0 0 0 0 0 0 2 0 2 2 0 2
林学専攻 1 0 1 1 0 1 2 0 2 2 0 2 0 0 0 0 0 0
農業工学専攻 0 0 0 0 0 0 0 2 2 0 2 2 0 1 1 0 1 1
造園学専攻 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 3 2 0 2
国際農業開発学専攻 1 2 3 1 2 3 1 0 1 1 0 1 1 1 2 1 1 2
農業経済学専攻 0 2 2 0 2 2 0 0 0 0 0 0 3 0 3 3 0 3
国際バイオビジネス学専攻 1 0 1 1 0 1 2 0 2 2 0 2 1 0 1 1 0 1
環境共生学専攻 0 4 4 0 4 4 0 1 1 0 1 1 0 3 3 0 3 3

計 14 9 23 12 9 21 10 5 15 10 5 15 17 5 22 16 5 21

課　程 専　攻　名
平成26年度 平成27年度 平成28年度

志願者数 合格者数 志願者数 合格者数 志願者数 合格者数
本学出身 他大学 計 本学出身 他大学 計 本学出身 他大学 計 本学出身 他大学 計 本学出身 他大学 計 本学出身 他大学 計

博士前期課程

生物生産学専攻 3 0 3 3 0 3 7 0 7 6 0 6 4 1 5 4 1 5
アクアバイオ学専攻 5 1 6 5 1 6 14 0 14 12 0 12 4 0 4 3 0 3
食品香粧学専攻 6 0 6 6 0 6 4 0 4 4 0 4 8 0 8 7 0 7
産業経営学専攻 1 0 1 1 0 1 1 2 3 1 2 3 4 3 7 3 3 6

博士後期課程 生物産業学専攻 3 1 4 3 1 4 1 1 2 1 1 2 1 0 1 1 0 1

専攻名 課程 中学専修免許状 高校専修免許状
農学専攻 博士前期課程 農業
畜産学専攻 博士前期課程 農業
バイオセラピー学専攻 博士前期課程 農業
バイオサイエンス専攻 博士前期課程 理科 理科
農芸化学専攻 博士前期課程 理科 理科
醸造学専攻 博士前期課程 理科 理科
食品栄養学専攻 博士前期課程 理科 理科
林学専攻 博士前期課程 農業
農業工学専攻 博士前期課程 農業
造園学専攻 博士前期課程 農業
国際農業開発学専攻 博士前期課程 農業
農業経済学専攻 博士前期課程 農業
国際バイオビジネス学専攻 博士前期課程 農業
生物生産学専攻 博士前期課程 農業
アクアバイオ学専攻 博士前期課程 理科 理科
食品香粧学専攻 博士前期課程 理科 理科
産業経営学専攻 博士前期課程 社会 公民

入試データ／資格について



主な就職先

＜農学専攻＞ 
アース環境サービス　公益財団法人園芸植物育種研
究所　河野製作所　一般財団法人自然環境研究セン
ター　誠和　セコム上信越　多機能フィルター　Ｗ
ＤＢエウレカ　ネイチャーズウェイ　プロトリーフ 
公務員（神奈川県庁） 

＜畜産学専攻＞ 
ＩＴＴＯ個別指導学院秋田広面校　オタフクソース
オリンパスメディカルサイエンス販売　サンダイヤ
ダイナコム　ＷＤＢエウレカ　友栄食品興業　日清
丸紅飼料　加藤レディスクリニック　認定ＮＰＯ法
人生態工房 

＜バイオセラピー学専攻＞ 
共和メンテナンス　ＮＰＯ法人霧多布ナショナルト
ラスト　ＫＤＤＩエボルバ　シンカーミクセル永遠
幸レディスクリニック　持田植木　公務員（環境省
奄美自然保護官事務所） 　ランフリー　教員（学校
法人目白学園）

＜バイオサイエンス専攻＞ 
アクアス②　エースコック　カネコ種苗　協和発酵
キリン　独立行政法人国立精神・神経医療研究セン
ター　コスモ・バイオ　四国化工機　シミック②信
越明星　新日鉄住金ソリューションズ　新日本空調
　住友化学　タイキ　大庄 高千穂化学工業　タカ
ラバイオ　一般財団法人新潟県環境衛生研究所日機
装　財団法人日本穀物検定協会②　パレクセル・イ
ンターナショナル②　ＢＭＬフード・サイエンス　
ホクレン農業協同組合連合会　まいばすけっと　ユ
ニ・チャーム　ワークスアプリケーションズ教員（県
立相模原青陵高等学校） 　学校法人東京農業大学

＜農芸化学専攻＞ 
天乃屋　イーピーエス　エスアールエル・メディサ
ーチ　エスアールディ　開発肥料　三栄源エフ ･エ
フ ･アイ　シー・アイ・シー　タカラバイオ　テク
トラジャパン　東海漬物　財団法人日本穀物検定協
会②　日本ソフトウェアマネジメント　パレクセ
ル・インターナショナル 東京本社　ビーアンドエ
ス・コーポレーション　ＢＭＬフード・サイエンス 
明星食品　メディサイエンスプラニング　モンテー
ル　リニカル　教員（学校法人東京農業大学）　公
務員（厚生労働省） 　マクロジェン・ジャパン

＜醸造学専攻＞ 
カネ美食品　三栄源エフ ･エフ ･アイ　三機工業　
シジシージャパン　セオリー 　仙台伊澤家勝山酒
造　太陽工業徳岡　新澤醸造店　日本インシュレー
ション　日本ピュアフード　Ｂ−Ｒサーティワンア
イスクリーム　ユニバーサルフード　理研ビタミン
教員（学校法人東京農業大学） 　公務員（神奈川県
庁） 

＜食品栄養学専攻＞ 
独立行政法人国立病院機構　関東信越グループ　ス
ミス・アンド・ネフューグループ　生活クラブ生活
協同組合神奈川　ＷＤＢエウレカ　千葉製粉　教員
（学校法人東京農業大学 学校法人服部学園服部栄養
専門学校　学校法人麻布獣医学園）　公務員（墨田
区役所） 

＜林学専攻＞ 
東京千住青果　ビーパートナーズ 　公務員（福島
県庁 奥多摩町役場） 

＜農業工学専攻＞ 
エム・アイ　キタイ設計　サタケ　テクニカル・ジィ
公務員（川崎市役所） 　社団法人セメント協会

＜造園学専攻＞ 
グラック　一般財団法人公園財団　セラヴィリゾー
ト泉郷 テクノジャパン　東邦レオ　日本設計
 
＜国際農業開発学専攻＞ 
アフガニスタンの農水省　岡山県農林水産総合セン
ター生物化学研究所　オリエンタルコンサルタンツ 
カフェ・カンパニー　島津アクセス　ちぼり　ベー
シック 自営（石垣観光農園） 

＜農業経済学専攻＞ 
インテージテクノスフィア　亀和商店　農林漁業成
長産業化支援機構 

＜国際バイオビジネス学専攻＞ 
木徳神糧　シーエーシー　SvarogWestGroup　
マスターピース・グループ 

＜環境共生学専攻＞ 
特定非営利活動法人環境修復保全機構 

＜生物生産学専攻＞ 
アニマルケア　イオンアグリ創造　石川環境緑化　
カネコ種苗　独立研究開発法人国立長寿医療研究セ
ンター　ＷＤＢエウレカ　ネイチャーインサイト　
ワクチノーバ　教員（兵庫県立上郡高等学校） 

＜アクアバイオ学専攻＞ 
島津アクセス　独立行政法人水産総合研究センター
学校法人東京農業大学　ひだか漁業協同組合 

＜食品科学専攻＞ 
アルビオン　伊藤ハム　オニマル　島津アクセス 
ビリーバー 

＜産業経営学専攻＞ 
自営（タクムガーデン） 

＜生物産業学専攻＞ 
一般社団法人アグリフューチャージャパン　公益財
団法人東京都医学総合研究所　学校法人東京農業大
学　自営（アクティ大門屋）

就職先一覧

平成26年度就職先一覧

大学院農学研究科

大学院生物産業学研究科
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世田谷キャンパス
伝統のなかに専門性と学際性が息づく東京農大の都市型メインキャンパス

■新宿駅から
小田急線
16分新　宿 経　堂 徒歩

15分
世田谷キャンパス

■東京駅から
小田急線
16分新　宿 経　堂 徒歩

15分
世田谷キャンパス

■羽田空港から
小田急線
16分新　宿

中央線
13分東　京

山手線
24分浜松町モノレール

23分羽　田

経　堂 徒歩
15分

世田谷キャンパス

■渋谷駅から
田園都市線
14分渋　谷 用　賀 バス

7分
世田谷キャンパス

東京農大の伝統を支え続けてきた都市型メインキャンパス。
現在、大学院農学研究科11専攻、応用生物科学部、地域環境科学部、国際食料情報学部、短期大学部の計
14学科の学生が学び、深遠なる学問追究のアカデミズムとともに、学際性を色濃く映し出している。

世田谷キャンパスまでの交通経路 & 所要時間

厚木キャンパス
農学のあらゆる可能性へアプローチできる、緑あふれる公園型キャンパス

■新宿駅から
小田急線
50分新　宿 本厚木 バス

15分
厚木キャンパス

■横浜駅から
小田急線
4分海老名 本厚木 バス

15分
厚木キャンパス

相模鉄道
31分横　浜

■八王子駅から
小田急線
15分町　田 本厚木 バス

15分
厚木キャンパス

横浜線
23分八王子

■小田原駅から
小田急線
38分 本厚木 バス

15分
厚木キャンパス小田原

キャンパスのコンセプトは「理論と実践の一体化」。まさに東京農大の“実学主義”が具現化した形の厚木キャンパス。
実験や実習をふんだんに取り入れた実践的な教育・研究が積極的に推進されている。
現在は、大学院農学研究科3専攻、農学部の約2,700名の学生が、フレッシュな学生生活をエンジョイしている。

オホーツクキャンパス
雄大な自然が学ぶ者を大きく育んでくれるビッグスケールキャンパス

■網走駅から
バス
30分網　走 オホーツクキャンパス

■札幌から
車
20分女満別空港 オホーツクキャンパス

航空機
45分札　幌

■東京から
車
20分女満別空港 オホーツクキャンパス

航空機
100分東　京

■名古屋から
車
20分女満別空港 オホーツクキャンパス

航空機
110分名古屋

北海道の大自然に抱かれた広大なキャンパス。
豊富な生物資源、大規模な農地や豊かな漁場と身近に接しながら、大学院生物産業学研究科5専攻、生物産業学
部4学科の学生が、心ゆくまで自分の興味を追究している。地域と協力し、地場産業に直結した研究活動も盛ん
に展開しており、生産から加工、流通まで、すべての生物産業を視野に入れながら学んでいくことができる環境だ。

オホーツクキャンパスまでの交通経路 & 所要時間

厚木キャンパスまでの交通経路 & 所要時間

キャンパス紹介



学費（初年度納入金：平成29年度予定）
農学研究科

連携大学院方式は、平成 7 年 11 月成立の「科学技術基本法」によるもので、学際的学問分野の発展に対応するため、
大学が国公立および民間等の研究所と連携して研究領域の拡大と多様化を図るというものです。つまり、近年の科学・技
術の著しい発展に伴い、従来の概念を超えた新しい学問領域が開拓されつつある現在の局面に対応し、高度に専門化さ
れた領域や学際的な研究課題に取組むため、大学院組織の壁を乗り越え、発展させようとする試みであり、具体的には、
連携先の研究者を大学の客員教員（客員教授・客員准教授）として迎え、学生は相手側の研究所にて研究指導を受けたり、
大学にて客員教員による特別講義等を受講することができるというシステムで、「官民学」の 3 者が研究のレベルで連携す
るスタイルです。

このような外部との交流が大学院生にはもちろん学部学生にも大きな刺激となり、研究活動が一層活性化しています。
また連携先では、大学院教育に参加することで若い活力を研究活動に注入し、独創的な実学と先端的技術の開拓を図っ
ています。

〔主な連携研究機関〕
	 国立研究開発法人 国際農林水産業研究センター	 　　　生活科学研究所（東京農業大学短期大学部）
	 公益財団法人 山階鳥類研究所	 　　　国立研究開発法人 農業環境技術研究所
	 国立研究開発法人 医薬基盤・健康・栄養研究所	 　　　国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構
	 国立研究開発法人 国立成育医療研究センター	 　　　一般財団法人 進化生物学研究所
	 国立研究開発法人 農業生物資源研究所	

連携大学院

生物産業学研究科

　項　目
課程・専攻名

年  
次

大学納付金
その他諸会費 総　計

入学金 授業料 実験及び演習費 整備拡充費 学生厚生費

博
士
前
期
課
程

農学専攻 1 270,000 660,000 289,000 210,000 20,600 20,000 1,469,600
畜産学専攻 1 270,000 660,000 300,000 210,000 20,600 20,000 1,480,600
バイオセラピー学専攻 1 270,000 660,000 300,000 210,000 20,600 20,000 1,480,600
バイオサイエンス専攻 1 270,000 660,000 322,000 210,000 20,600 20,000 1,502,600
農芸化学専攻 1 270,000 660,000 322,000 210,000 20,600 20,000 1,502,600
醸造学専攻 1 270,000 660,000 300,000 210,000 20,600 20,000 1,480,600
食品栄養学専攻 1 270,000 660,000 300,000 210,000 20,600 20,000 1,480,600
林学専攻 1 270,000 660,000 300,000 210,000 20,600 20,000 1,480,600
農業工学専攻 1 270,000 660,000 300,000 210,000 20,600 20,000 1,480,600
造園学専攻 1 270,000 660,000 270,000 210,000 20,600 20,000 1,450,600
国際農業開発学専攻 1 270,000 660,000 270,000 210,000 20,600 20,000 1,450,600
農業経済学専攻 1 270,000 660,000 135,000 180,000 20,600 20,000 1,285,600
国際バイオビジネス学専攻 1 270,000 660,000 135,000 180,000 20,600 20,000 1,285,600

博
士
後
期
課
程

農学専攻 1 270,000 760,000 318,000 210,000 20,600 20,000 1,598,600
畜産学専攻 1 270,000 760,000 320,000 210,000 20,600 20,000 1,600,600
バイオセラピー学専攻 1 270,000 760,000 320,000 210,000 20,600 20,000 1,600,600
バイオサイエンス専攻 1 270,000 760,000 354,000 210,000 20,600 20,000 1,634,600
農芸化学専攻 1 270,000 760,000 354,000 210,000 20,600 20,000 1,634,600
醸造学専攻 1 270,000 760,000 320,000 210,000 20,600 20,000 1,600,600
食品栄養学専攻 1 270,000 760,000 320,000 210,000 20,600 20,000 1,600,600
林学専攻 1 270,000 760,000 320,000 210,000 20,600 20,000 1,600,600
農業工学専攻 1 270,000 760,000 320,000 210,000 20,600 20,000 1,600,600
造園学専攻 1 270,000 760,000 280,000 210,000 20,600 20,000 1,560,600
国際農業開発学専攻 1 270,000 760,000 280,000 210,000 20,600 20,000 1,560,600
農業経済学専攻 1 270,000 760,000 178,000 180,000 20,600 20,000 1,428,600
国際バイオビジネス学専攻 1 270,000 760,000 178,000 180,000 20,600 20,000 1,428,600
環境共生学専攻 1 270,000 760,000 178,000 180,000 20,600 20,000 1,428,600

項目
課程・専攻名

年 

次
大学納付金 その他の

諸会費 総　計
入学金 授業料 実験および演習費 整備拡充費 学生厚生費

博士前期課程

生物生産学専攻 1 270,000 660,000 300,000 210,000 20,600 20,000 1,480,600
アクアバイオ学専攻 1 270,000 660,000 300,000 210,000 20,600 20,000 1,480,600
食品香粧学専攻 1 270,000 660,000 300,000 210,000 20,600 20,000 1,480,600
産業経営学専攻 1 270,000 660,000 135,000 180,000 20,600 20,000 1,285,600

博士後期課程
（生物産業学専攻）

生物産業経営経済
特論系列以外 1 270,000 760,000 320,000 210,000 20,600 20,000 1,600,600

生物産業経営経済
特論系列 1 270,000 760,000 178,000 180,000 20,600 20,000 1,428,600

連携大学院／学費48



奨学生制度について
◎東京農業大学大学院奨学生
大学院に在学する人物学業ともに優秀な学生に対し、経済援助を行うことにより、学術研究の奨励と有為な人材育成に資する
ことを目的とする。

（奨学生の種類）
・第一種奨学生　博士前期課程及び博士後期課程在学者
・第二種奨学生　東京農業大学学部卒業者であって、大学院に入学した者
・第三種奨学生　博士前期課程の私費外国人留学生で、成績及び人物優秀かつ経済的に修学困難な者とし、農大学部を卒業または海外
協定校を卒業した者

（奨学生の数）
・第一種奨学生・第二種奨学生は該当者全員
・第三種奨学生は当該専攻の入学定員の2分の1以内

（奨学金の額・給付方法・給付期間）
・第一種奨学生は、授業料の2分の1及び整備拡充費の2分の1、第三種奨学生は入学金、授業料及び整備拡充費の全額を減免。給
付期間は、博士前期課程2年間並びに博士後期課程3年間。ただし、長期履修生にあっては、入学時に定めた履修期間。 
・第二種奨学生は、入学金全額を減免。

（奨学生非対象者）
次のいずれかに該当する者は、奨学生の対象としない。
（1）　外国人留学生であって、文部科学省国費留学生又は他機関からの留学費受給者
（2）　社会人特別選抜入試による入学者

（奨学生資格の喪失等）
奨学生として不適格と認められた場合は、奨学生の資格を失うものとし、奨学金の給付を打ちきる。

◎学びて後足らざるを知る奨学生
本学の実学教育研究の担い手となる優秀な後継者養成を目的とする。

この制度は、東京農業大学創設者榎本武揚公が、「礼記」から学ぶことの尊さを説いて書した「学後知不足（学びて後
足らざるを知る）」の精神を受け継ぎ、東京農業大学大学院博士後期課程を経て、教員や研究者等、実学教育研究の担
い手となる有為な後継者の育成に資することを趣旨とし、本学創立125周年記念事業の一環として制定された。

（奨学生の資格）　
奨学生は、次の全てに該当する者とする。
・東京農業大学学部卒業者で大学院博士前期課程を修了し、大学院博士後期課程に在学している者
・本奨学金の趣旨を理解し、本学の実学教育研究の担い手となる教員や研究者等の後継者を志す者
・人物及び学業成績が優秀な者
・外国人留学生にあっては、私費外国人留学生又は他機関からの留学費受給者以外の者
・社会人特別選抜入試以外の入学試験による入学者

（奨学生の人数）　
該当者全員

（奨学金の額・給付方法・給付期間）
入学金、授業料、整備拡充費の全額相当額を減免。給付期間は、3年間を限度とする。ただし、長期履修生にあっては、入学時に定め
た履修期間を限度とする。

（奨学生資格の喪失等）　
奨学生として不適格と認められた場合は、奨学生の資格を失うものとし、奨学金の給付を打ちきる。
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世田谷キャンパス 学務部大学院課

厚木キャンパス 事務部学生教務課

オホーツクキャンパス 事務部学生教務課
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